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巧な 巧义 

丰 薄の 巧 利は ーホキ 六月 おの 两 回目の な R の 巧で ホつた が， 美 巧の 巧 外の 请 善は， 本書の 重 ¥ 
をを な々 かへ た。 當 時' をは プブ ー グに 開かれる 巧 二十の 同 曲お統 ホは 會 々なに 政 巧を 巧と し 
て 出 巧 -r 巧々 巧 興 巧 逸の H 巧を 席る してなる 》 を であつた。 しんる に 一ろ ナょ， n 巧 酉の た A 
にが 計を 藻は 巧みと なり、 化 ホ 巧を 田 巧の 巧 勢も这 をを かへ てを 観 的 W なを 困 » とする に まつ 
たのち 化を お濟妾 《の 巧 事 巧に 阳 する 文献を 度 窠携歸 し， をの 利用に ょる 巧 巧 巧の 巧な を 本 W 
巧 巧の 硏巧巧 垣に かへ •その 結 まの _ ま ホは i 括 «这 泉を」 として 化に 巧 ふこと とした。 

其を’ 巧みの やぅに お 巧は ナ r 波を 巧ち 下 巧を 征し 白. 蘭を 巧 柏し. か 蘭 西を 巧して 肤 大巧に 覇 
を 制し •大巧 帝 W と路 巧を ホ せんとして わる。 この# ♦たる！！ 巧 じす 巧なる 巧 巧 巧 神と « をな 
る 巧を 巧 除の 力と に ft ふので あるが’ 同時に ナナス ま 配下に をけ るを 切なるな 巧记 初の 笛 立に 
待つ ところ も ホ 甚大で ある。 巧與巧 巧の 巧 巧の 巧密の 一つは 產美义 巧 g の巧枯 がに みる 
といつても 巧 音では ない。 本を の* 巧せ のか 至を 巧 摘した のは この 巧 W からで ホつた。 

R K ザ ホ ー 


再 K 义 > こ 

巧 巧の 巧ち にお 比して 巧 W の々 ホは W の 巧を も 化い。 日 ま 事 •な 巧 一二 年 •大 苗に わける ホ W 
わる おがは 巧 巧な のを 男と 一度 由 巧の 報国の 至 g に* くので あるが どれと 表裏す ぺ> がホ髓 
枯 にを いては 罕を 巧の 《多の 論 巧と 巧 力に も 巧らず •少 から* 遺 W の K をを する 現れに わる。 

た 巧が ホの 情勢は さ々 a るし. わけても ホ 亜田の 南 ホへの 镇大 はさら に 巧 巧なる お植を 孕み’ 圃 
內记 がの 一巧ち 愈 t 巧る を 巧す るに 至った。 第二々 巧 街 巧 W はか かる 巧 體« のな なを その 重 
巧 使を としてを 巧した ので ホる。 さう して r '， f - お 拥 R 巧 函の巧 H 柏は 化 出の 石と して 大に 
舉 ばる ぺ をで あらう。 木 ♦の 宝 巧せ のみ* は 巧に この K に 呑す るので もる。 ん かしな でも ホ 
巧 W や 巧 来に W して 適切に 巧 ばれて わる やうに •外 W ま 拜み国 賴數は R に 巧む ベ さで •み* は 巧 
國 QS 史と 現れ もに 巧み •巧擊 ま 的々 巧を はてたち# 巧の 操作を 巧は ねばならの。，. 

巧 J に， 本書の ♦あは K 名に 度して 『ナナス 獨 逸の 経濟的 « 度」 と ホめ た ザ 巧 ホには •りを 
い。 巧び 大方の 叱正を だ ふ ホ 巧で わる。 

巧 か 十五 年 八ち ' 

离巧岩 一二郎 


譯者序 

周知の かく' 現を わが 网 の 圍巧経 巧は おを せを 支 化の 諸 巧 巧と ならんで， 巧 ゆる 巧 時 巧が 下に 
あるので ある。 しかし どの 亟時拖 制なる ものは， 完巧 品で あると いふよりは •むしろ その 巧 巧な 
現に おいても •をの 稱戍計 まに おいても •巧な 的 諸方 巧に おいても， いまだ 確立への 過程に ある も 
のと 考 へられる。 吾々 が 一方で •お 巧 生 巧に 關 する 巧 阐巧特 の お 巧 戈 巧の 採 求を 巧め ると とも 
ち 他方， 諸か闽 における 巧 方面の おおを 巧 判 的に 考巧 して 之に 巧ぶ ことを をつて ならめ 巧な は 
ここにを して ゐる 。かやうな 巧 巧から ぶて •諸 か 苗 中 幾多の 事 巧に をいて 巧 國お來 Q 巧 おを 巧 
もよ く 巧 示して 右る かにち へられる ものに. 最近の 巧 逸が ある。 だから 巧 逸を 近の 巧 おの ホ 巧 
的硏究 は， 巧なる を 問的與 味の ほかに’ 梧め て垂 要な 時局 的 息 萬を 持つ ものと いふ ことが でさよ 
う。 しかるにな 近の 巧 逸の す 巧に 閲 しては おも 巧ての 巧 巧に おいての やうに' 之を お 巧つた 义 
なは なかなか 巧 山 あるので あるけれ ども •その 多くは 波 西に おける ま 西め 巧 力 又は その 巧 巧を 
側から 巧 表された 宜 なめを 巧を 巧び たも Q であつ たり’ さう でな < とも ま S 政が Q あおを 巧に 
巧 ホ ホ I 


■ 者 序 二 

おする ま 巧め が惡 から， 不な裡 に 研究 訝查 のを 巧を をが じ ホ もので わつ たりして， を卡 しも ♦慧 

Q ぞ巧的 ザ 巧に 巧を した々 巧 0 みで あるとは 云 ひがたい。 そ〇閒 にあつ てな 下にな 出した 化 米 

合 衆 H における r を 酉を ま お巧會 JQ 巧刊 にか かる r 西 巧せ 會な 下にを ける 巧 巧の 經 巧め 巧 ！ ij 

{同 硏 巧を* 一二 二 六 巧は 比較的 公 やな 立 巧に 立つて 巧 逢の おがを 巧 巧した を 寄©- つで わる。 

巧 巧に もい つて ある やぅに， それは 函巧 なを ままの 政治的を 含 的 巧を じ おして 巧ら か 0 か 利を 

下しち り f 巧を 巧 巧の 巧げ て わる 巧* の 目 括 や それらを 達 巧す るた わに we れたホ 法を 巧 历し一 

たり* f 巧 巧め 巧 巧 又は 其 他 何ら かの 巧 巧に おいでは 府の揉 巧したがら か 0 ほが が 巧 巧上义 はち 

巧 上 正を であ クた かど ゥ かにつ いて 念ぶ をを 白ム たりす る ことを 一切 ま おへ •ひたすら 化 巧に 地 

わける 运巧ま 巧に 拥 するな 巧の 調 查と信 ほすべき 巧 Q 巧 巧と をを おする ことにょ つて « 巧サ 

られた 諸事 巧の 明 巧なる 妃货 たらん ことを 巧した JQ である。 したがつ て » をに しても し 巧に 的 

巧ぺる 二，|二 Q 注 巧を を 頭に をきつつ ネ をを » まれるならば •巧 &を 巧の 巧 巧の 巧みに ついて ザ ^ 

いたいに をいて 正 巧を たた 設 3 K が えられる のでは ないかと おはれる。 如 

なをのを 刊 をで わる r を 巧を 柔を ま會 J に 巧 忘を ましつつ どこに を Qffig なな 巧を 加へ ておけ 一? 

.1 

ち 同み は 一九】 六 年の 创 巧に かかり 北米 合 ホ 因に わけるな ま围巧 供の たも ま 巧なる 硏巧巧 ま 化 
巧阳 である。 その まなる 目的と しては. まホ經 巧の 巧な にを ける 不お不 ホ Qw をを 巧 ひど 0 目 — 

A: • 

LF 


的の ためが 人. 巧 宛 巧さ沒 曲. 諸 曲 巧を 巧を 局と 協力し， を柔諸 巧が のぶをと をり 且つ 之に が 
及 ザしつつ わる 巧を 巧 巧 辜 巧の ぶ 巧の 上に， 合 衆 困に わける エ柔を 及 エホ お M 扭の 共同 春 a の 
巧 立を 巧 戍し钻 互 招 化の ため 巧 化を と 馬主との 間に •またれ 會公 をのた め ま おお 巧活と 公衆と 
の 閒 に' 理 巧と 友交 關 なを 促進す る 一 ことな どが なげられて & る。 お 巧會は 二十た 0 なま® 巧の 
蹄 合であつて パせ 曲 巧は その 巧 用を か 巧し ゴ 名のを 具を 送つて ボ I ル F をが 巧して わる。 な a 
をの 本 ほを なす ものは， 夕 かの 巧 巧な 巧 巧 巧を 义巧巧 まが 通を なむめ 八十 あのが なを 持つ 巧 巧 
巧 査 な で つ てザ で に巧巧にもかられて ゐる货夕のを类及巧巧にがする獲巧わる巧究操吿を 
巧まして むる。 ここに 譯 巧した 巧吿 巧は をのを 巧 巧 巧の ものの 一つで わる。 これらの 硏 巧は 
いづれ も路迸 ホの 目的に おじて 請 赏に閱 する 巧 巧を 提 かする に. あつて* 自 みで お 巧の ぶ 巧は ザ 
痛な を 巧す 咱巧 したり' 他の 思 巧を ザ谦 巧を 批判す る ことを 目的と してわない。 いふまで もな 
く， 本 さ 巧 巧の 起を にさい しても. が义 にも 明かな やうに •かかる 立 巧を 嚴守卞 る 巧が 巧迟し a ベ 
ら れて& るので ホる。 义も •一部では 店な みの 諸 巧 巧の ホが かには 化* 属ま〇 ぶ 巧に ぶ 合の ょ 
いやう に 歪曲され たもの が あると いふ おながを り •之 じ 巧して お 謀を 側は 報 吿巧〇 巧 ホ 巧に 阴 
ずる かやうな 論榮 の 詞 はれな きこと を 反 技して 石る 巧 巧 も あるので， 讀 おは そのこと をを 巧に 
をいて おかるべき であらう。 なほ. 诚譯 にを たつて 巧を が 巧 課の 化夕 がな のな 巧み 計の な ひ 共 

哥ホ巧 ゴー 



» を ザ — 

他に おいて 往 々正 巧を かき •中には 誤强 とさへ 巧 はれる 巧 も わる ことにな が ついた。 巧 巧の 巧 
巧を なて なしぅる 化り それらは 譯お〇 ぶ 巧に おいてな 正されて わる 夕巧 はしい 0 で 一* 指 巧 
しない。 S 5 をは この こ ともをん でね ていた ガを たい。 

ありに 尙 ほ， をの 個人的ぶ 巧を 附記して をを たい。 なは これまで 肤洲 になぶ ことを せて S 巧 
巧 一 囘は明 £1 十二が よ。 同一 一王 ハ？ 八 九九-; 2 妄 •を 一囘は 明治 巧 十二 年より 巧 巧 
主妄 一九 0 九-一九 一 〇 年) 窒一囘 は 大正 十五 年 九 巧より 巧 昭和 二 年 十一な 一九二 六—; 
ニ セ 年) に 互る 0 であるが が閒 巧に 主として 巧 在せ るは 巧进 巧で わク た。 化の 巧の 本义 にがて 
お 字 的に 說 明して わる やぅに が一 罔の 時期に 於け る 巧 & 田は 巧に 巧 謂な ま 苗の ち 巧を 悅 して 
巧く 巧 献， みお. 眺 IS 巧に 巧み 込める 時代でぁつた。 是 にがて 乎 •良 索 立 巧 か エ柔立 W か 沁ぷ助 巧 
か 自由な 易 か， Q 是非 巧 そ 篇は巧 巧の 間に 巧し かつた。 ヮグナ ー と プレンク ー ノの乂 巧 t おせ 
る說 争は 今尙 ほが 0 お 巧に 巧た なる 巧で をる。 がるに 第二 囘の時 巧 にがてが のがに 現 はれた 
る 巧进は •もはや その 可否の 謀 巧を 超 巧して 明かに それは 商工 菜 « のを 巧 へ •正に 覇 t ホを 
ちま 利 田と'^ はんとし’ -6 さを 一-一 弓 & iicber 己一ち-の* は WQ 上下に 宙 り* 一々 ィ>* ル 10 巧な はを ホみ 
をを むの がわり ともす ひ 巧た のであつた。 巧に 巧 一二 囘 のぞと なれる がが， か 何に お 巧 は ホ 
S と S わ。 とは 言 ひ 乍 •十 か 年閒忆 於け S 巧大 Q 巧 & て •無 故® 感慨 忆打 たれた 


るは •讚 おも 想 巧に ましまない 所で あらぅ。 义も沾 のが 巧に 同闽に 巧べ る 巧两巧 巧の 人 丈 0 口 
にす る 巧 > 力 至 巧 巧の 新聞 巧を 上に めて はがて 同 田な 典の 怔 巧を 稱 へる 巧の 壓巧 的なる をち た 
ので ある ザ おはがろ 之と 反 おにが なや ミュンヘン 0 か ホ 大巧み の 巧 おにが て 巧り に么巧 巧な 
の 巧の 巧 侧サる こと や 巧は 义兒 なか 年の 巧 化の 巧な 華なる 大通りを 面 ホす る もの 少 からざる 
こと {化の かを は從 がには 巧 おの 巧みで わつ たと 音へ ろな どを がて は’ 巧 小なる に 似た る も •一方 
今昔 巧 巧の おだしを に 巧く と 同時ち 他方 巧 逸 巧 巧の がを 尙ほ 巧る 遼进 なる を 巧えざる を 巧な 
かつた ので ある。 なる にを 態は 巧に なが， 巧 巧の 大巧 業は 今やが 興 闲 おれみ なれ 巧の H 上に 括 
り. 日 巧 之に 向つて 巧 進しつつ わるは.： けぶ の 巧知 せらる る 巧で ホる。 おは 己 巧 日のを には 巧た 
びが を 越えて かがに なり 括く 义 化を 巧 进 にがめ 挺し < そのを 近の t 巧を 規巧 せんと 炊して ゐ 
るので ある ザた もがの 時 •本 巧に をし 村 田 Qa 化を か ホし がるが ななる 巧 巧 的み 进を 巧た るを 
をんで わる々 巧で をる。 巧に なのかを が 巧の 巧 巧に 在る ものに 巧しての みならず が も 巧を 巧 
く 巧冉现 下の 時 W にを し' 之に 向つて 何 尊 かの 貢 かを を おせんと かする の 人 ± に とつては •化に 
上な したやぅ ち 巧进な 近の 起伏が 巧の 化 巧は 巧るな 亚 なる 參考夕 巧た る ことを もがを がれな 
い。 これな がかて 本 ザを 巧 巧ぶ 巧に がかす る 巧 U である。 おし 夫れ 共の 汾 巧に 至つては がな 
巧 巧が 的る 屏 正にが 化に 巧つた Q そ 十 かの 巧 巧を とる に 巧な しないの でを るが がの 旧 巧ょり 
反え 巧 



多少の 巧 s をを 保し 巧い。 切に 大方の がちめ 注 忘を ホ ふ 巧で ゎる。 

昭南十 |二 年 六 巧 二十 セ 日 大巧せ を 巧® 巧 巧 巧に かて 

高 野 岩 一二 
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原 序 

本な は 産 柔按な 含が， そ Q 巧 巧 巧の ホ 案の 一巧と して 妇 ぐる 六 年閒に 巧&の 巧みに M して 刊 
巧した 巧囘 目の 巧吿 さで をる。 すなは ち 「巧 巧 産まの 合 巧 化」 と埋 して 一九二 一年に f 巧した 
巧 1 Q 硏 巧は •まま ヵルテルの 巧々 の 巧 巧の 巧 巧と ホな 上の ホ 位と に 特圳〇 力 巧を をいて なさ 
れた巧 逆 £ s おける か 2 合憲 Q 分 巧と. を 《か SSS ? つる SS 力に つ 
いての ち 巧と にな てられた 。この 巧- 0 問 酉は •物 巧の 巧を とがが めな 爭と反 トラスト 法と に 
巧は されて ねた ホ 田ので 震 まに とつて 巧 巧 ある もので あつた。 巧 二の 巧 酉は 巧 ホに か 十 化か 
を 巧が けて わた ホ 巧の 巧を 荣 にと ク て. また 世 ホ 市 巧に をいて 獨 A のな 爭 におを せんとす る ホ 
因のを 化 お 者に とつて' 巧 巧 わるもの であつた。 

一九 一ニ ニ 年には 米 巧に をいて そ お 巧 巧が 巧 巧に 重大化し たのと 失 お 巧な 立法の 巧 望が を*, 
巧つて 來 たのと にを み' 换 な々 は 巧 & の乂 莱巧廣 並に 失 ホ 救 巧が 巧を 巧 巧す るた め’ 一巧 査 がは 
を 同 留に玻 るした。 この 諷查の お 巧は 「巧进 における そ 柔保險 义夕菜 ホ £ となす る ホ わで 公 
まされて わる。 

原 序 一 


が 



一九 一ー ニニ 年 一巧に 阁 巧な 會黨 のみ 描に 巧いた ところの 巧 & にを ける 政治的 巧 かなを にわい 
で •おを をは 獨 をの 情 巧の 主 巧を 巧の 巧 巧を 巧を つ 寅 巧 上 巧 巧の 政治め 巧 おを 巧 おした ところ 
Qa 1 ザン ヌを歲 のみ 薄の 是 化から 巧を ル 巧 0 現が を 巧が 巧す る ことのち ななる を 設 わた。 
この 巧究は 「一九 一二三 一年が 風に わける 巧を の 巧み」 とい ふを 巧で 公刊され た。 

大巧な 來 .お 巧 計畫化 又は 巧图ま 巧が 巧を とかぶ 利と 巧が とに をいて 大規 巧に 巧 用され た。 
巧を とが 太 利では. 巧 巧 企 おは 困を がを 0 奉 化を 必巧 とすると いふ 理由から， を 目上 存 巧を 巧 さ 

れて來 た。 けれども 困 おは 之に 規制を 加へ' 闽 巧を はの 利益 こ 0 巧 巧が 何で わる かは 執な 

中のを 巧に よつ て 決 巧せられ るので わるが を 化を する ためにな さねば なら A 巧 巧を 之に 

中 付ける ので わる。 さらに， をを な 玫治的 巧 力の 巧 巧に よつて おおは 民 閒企莱 がその がを てら 
れ たな おを を 巧し やすい やぅな ま 巧を が 巧す る やぅに 試みる 〇么 に反して 巧 巧では 巧 閒企裝 
はなを しない。 田を が 一切の 生を. 分配の 手段を 巧ち し旦つ 運用す るので ある。 

これら 諸 巧に おける 巧 曲 ままの 採 巧は 甚 しくまな 且つ 巧 あな ま 巧の 下に 巧 はれた。 しかし 
て かかる 事 巧の 存在は 巧 おによ る 非常 巧 力のを おを 正な 化した のであつた。 これらな 田の 人 
ちは 巧 街め 巧 乏と巧 か的受 巧の 化 態に 立ち至つ てわたので 、ちが、 ぞ命 のために 準 巧され た 
お サわク た。 獨 巧. か 太が にを ける 民衆に 拥 する 限りに をいて は* 舊议 度が 一巧され さへ すれば’ 


それが 共を ままに よつ てで あらう と 由 民な 會ま をと フ 7 シズ ム によつ てで わらう と •その 方け 
たいしてを 大な問 西では なかつ たので ある。 たいてい おは 時代に 巧れ て 巧に 立たな く 
なつて わた。 若しも さう でな かつたら •それらは 巧を した ことで わら ゥ〇 をる はち 民間 企 ホは 
を 巧して はわろ しかし そのを 巧して ねる のはを をの 閒‘困 おが 巧 巧を 柔を なて 田 おのが 畫の寅 
巧の ため 進んで ずに をり 且つ 巧 巧なる 巧みで わると 設 めた からには 力なら A 巧が にを いて 
は 巧が をの 巧 巧は をを でを クた 。とい ふのは を 巧 巧め. せ# め巧进 はな 巧され か < てが 田を は 
巧みの 新 ま E をのを 面した 問 巧とは 巧 本 的に 巧る 巧 酉に 面 巧した からで わつた。 

-巧 民； H を まを とフ 7 シズ A と ポル シ * ヴィズ A Q 巧 立の る 程を 巧# する ことは を乂で わる。 
ザが. 巧进 の 民 ホ 的 共 巧が とが 义 巧の 註を 的 王制と 巧 西 亞のッ T 1 リズムの 崩壞 についての 幾 
多の 义 もらしい 說 巧の 巧對的 を巧 せに 閱 して •何ら かのを S 1 致に 到 速す る ことは を 巧の 巧 
で わる。 ぉ 方に おいて、 巧なる が 治の 巧 格に ついて •その 巧按 して わる 任な について どの 巧沒 
の 完 巧の ために 用ゐ られつつ ある 方法に ついて， 民 来の 生活 お 巧の 巧 化より みて がらの 巧 力の 
もたらした 巧 巧に ついて， が企类 制度 下に 巧 はれて わるものと 異 り宜ク それらよりも 巧 巧な 孜 
を 的. 控巧的 組織の 巧 規則. S 巧に 化ら のなか した 盾 由に ク いて 註ぶ を 巧へ る ことは 巧 巧に 巧 
.巫で ちり •しかもを かに 巧 巧を おでを る。 これらな 巧 巧の 理解 こち お 企裝が 巧の お 巧に 巧 比し 
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て 巧 曲 ままの ち 巧に 巧 巧なる 巧 巧を かへ るた めの 主な たらね ぱ ならぬ ので わる。 

巧 巧な ♦まを が 治の 巧ヶ 竿の 間に 麵进巧 巧の 巧ゥ おか 反 巧は 化く サ ホの M 也を 噢 なした。 
苗巧杜 を ま 巧を によつ てが 鼓され たお 治が 巧の ホ 常時め 巧 おと 彼らの 民 お ま* 巧々 と 彼らの 
巧爭的 田ち 主を と 巧ら のべ ル サイ H 條 約の 巧窠 とならの おお 的冉が 化とは W 巧 的 巧 立を ホ 化 
し.！：* の 晒に 巧し < 巧 必巧克 のか 旌を度 巧す るに まつた。 同時に 巧进 にを ける 百 論 出 反の ち 
由の な 度は ホ 部を にと つて この 田の 巧 巧を かる こと t 涅 度に 困雞 をら しめた。 之に かへ て’！* 
a に 明して 手には いる 巧 報の 夕< は どの 田の 事 倩が お 巧に を沒 に！ R しを なで わる ことれ， さゥ 
でれ けれげ どの 阐 の-切 Q 巧 a はずで に 解み 卡 みで その 人 巧は 繁 々且つを 巧に なつて わる こ 
とか ピ 示す 目的を なて 故# にを 曲され てゐ るので ある。 

一方の 化では •度 < ま 巧され てね る 由 巧な 舍ま巧 巧を の 下に «进の 入 巧の 生を 程 巧は ホ 巧な 
みじめ なれ 巧に 巧 下し. その 結 ホ， 田 巧 革命を 0 避す るた わに 政 巧は 巧 か 括 ホを ぶばざる たたた 
いで あら ゥ •と。 さらに， 去ら ゆる 種 巧のを 巧 品と 巧 巧 おのを ぶ & ら ざる 不 化が 存在して わると 
いんち 外見 上の 巧 巧 的 巧 巧は 巨大な ななのを 巧に よつても ホら されで わるの》 といん ちな 《 
のか 畫 をを なする ための 資金は 短が 巧に よつて 調達され •それが 班を をな て ft 巧を 费れ し. な 巧 
な インフレ イシ ■ンに 巧* つつ わると いふ こち ポんシ *1 ヴ ィズムと H 巧せ 會ま義 との 相る は 


ホに 巧を 上の もので わつて 實 tt 上の ものでは ない のちと いふ ことが ま おされる 。之に おして 
他方の 側では. 生 巧 程 巧は ホ 巧に 巧 著された とい ふこと 矣 巧な とお 巧 品 0 化 拾は たかで わると 
いふ こと ピ府 Q 墓 S 化は 2 で わると いふ ことが & 上 おくは S 去 含は がせし ない 
といふこも巧巧れ會ホ巧はな企おが巧のホホたる巧»おであリ.ョ，口，パにをけるボルシ* 
ヴ ィズムに 勒 ずる ま 巧な 巧 巧で わると す ひ 巧る ので わる。 

巧 巧 0 巧巧狀 巧を 巧が する ことは、 田 踪平巧 0 が 持に 關 むする 人* にと つて お 巧 か 巧 化と 巧 

5 巧賞對 す 5 £s と と ミ.® 2 合 差 勇 s £ 巧み 羊を. ゴムの 

かを 5 Q 買— ii とつて. 養 SS 他 S 產 SQ 所ち？ と ミ， 5 堇忆 をけ る 
巧爭 をに とクて おおな ので ホる。 

一九 111六年£ち協？ は 巧 & S 巧 巧れ S 墓 Q 義的 SS 是ミ 養なる 巧 

巧に 卽 する 調を をな すの 目的を なて •一巧 巧が なを 巧 巧に 巧 巧した。 お 則に この 調を 月は ホの 
巧 口に 關して 巧 巧を 巧 化する やぅに を® されち すなは ち (一) 夕 《及を おの 姐 巧と 化 巧が おの 
お面义 巧が； i 樹み巧 まの 巧 巧の 化 整 二)* をむ 引と その 生 巧 お 巧との 阳な i 府の 时孜 上の 
巧 巧 その さい おに 公共 止木が 菜と 巧 巧な 計 巧の 巧 用に 巧を する こと。 本 巧 巧は な 上の 調を 0 
巧 結 巧を をむ ので ある 0 
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この 硏 巧の 目め は围 巧せ 會ま 巧の なを 的 •なを 的を 要に おず る 何ら かの 審が をみ 明し よゥと 
する ことに ぁつたので はない。 また， その 目 污は巧 巧な 巧の かげて わる 巧々 の 目な や それら t 
巧な する ために 进ぱれ た 方法を 巧 巧す る ことで もなかつ た。 さらに •丰 W 巧に ホつて はお 濟め 
巧 域 叉は 其 他の 何ら かの 巧 巧に をいて 化 巧の 揉 巧した 何ら かの 政 巧が 度な 上 又は 担 巧 上 正ぶ 
でぁつた かどう かにつ いてな おを を 白す る 怠 巧もモ 巧ない。 本巧吿 はた ザ 巧に •巧进 にを ける 
巧 巧 的 巧 情に 閱 するな 接の 調 杏と •信が すべを 巧の 帝 巧を 夕考 する ことによ つて 巧な せられた 
巧 巧 巧の 明 おなる お 巧た らんこと を 巧した のでを る。 

けれども これらの 巧 巧は ち 千の 旧 おしが たい 肝 巧な 結を に 巧 < 。田 おれを ま おのが ホは tt 
おなる 計 巧 お 巧 制 巧を 巧 立した。 なおの 目な はち 巧 制 巧の 巧 居を 政府 自らが 一投 が 巧と ぶれ 
したと ころ C も 00 た&忆 & るやゥ S 十る 忆 わる。 一切の お 的が なは 田 巧 的 かなの 巧を と 
されうる。 (をの さい •何が 田 巧 的が をを 巧 巧す るかに ついては •なおの 巧 違は かされない。 こ© 
巧 酉は 围 おれを 巧の お 巧 ホ. を 巧 T ドルフ. ヒット ラァ によつ て黨 な 及な H 巧の 代 ホ おとお 巧し 
て ホを せられる ので わる。 巧 巧の が 巧 化は 巧 « ぶを おを お 至に 巧が しないでは 不可 おで わる 
ことが 見 巧され た。 かくて 政府は 曲 巧め 贿 巧を 巧を する ためお 刚を ホの 巧 さなけ れぱ なら & 
任務を ホを し’ 且つ 巧を 的 玫治巧 力の 巧-巧に よつて これらの 巧 巧な しうる やうた ♦倩 



巧す る やう 試みつつ ある 0 で わる 0 

四民れ みまを Q 自ら 活 巧して ねる 第一の 巧 巧は 巧が 倪 である。 巧と 化れば 起な はお 力 化が 
おこを を 巧を 幸 賄なる 巧进 のた めの 巧 一 要 か だとな じて ねる から。 

巧 一一の 任務は 巧 巧 的 自足で ある。 合ぶ 巧が なの 生を を巧连 させる ために •なまの 生を 巧た 巧 
大 する ために， 特 をの 巧 お 及 金 巧の 巧な 化の 巧の 巧 巧せ を閲 巧す るた めに •をのな 巧 力が 巧 はれ 
クク あるの も 亦. 大部分は 闽巧 上の 考巧 から 化て わるので わる。 をして この 計* のな 巧は 貨學 
物の. 資本の 供 お 及 拓夕お 巧 入に 巧す る完 をなる 政府の が 制を 必巧 とする。 

团巧 なを まを Q 1 切の 他の 担 巧を 巧は 再が 饰 とお 巧め 自化 とに 巧な する。 をして こ 0 こと 
よ 民 ホの 生を 程 巧に おいては 少しも これと いふは どの 上昇を かふ ことのない 巧エ采 のが 巧ち 
といん 異例 的な 現み を 就 明す るで わらう。 巧 巧が 巧 化は •巧 巧が 巧 巧で 生 巧す る ことので をな 
い 巧が 品 おに 巧を のを 卑 おが. を 巧を おみ 性が がを ホ闽か らお 入す るの 必 巧を 巧 化する ことが 
できなかつた。 巧を ホの 見蹈 しえなかつた のは •何よりも ま づ生巧 巧の 巧 大を巧 止す る 必巧か 
ら來 たもので あつた。 何と なれば 巧 銀 ホの 母 R による 生 巧々 の巧大 はお 化 巧 要の 巧み お 力を 
ョリ】 好‘ 阻嘗 ずるで あらう から。 

巧 銀 ホ 巧の 時閒 .お 巧. 利洒 .利率の 公を によつ て お 入を 魚 制し お 化を 巧 ホす る ことによ つて’ エ 
原 巧 セ 
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巧义設 巧の 废 お. 原 巧 品の 供を 及面ネ 證券の 巧 巧 巧を 規制す る ことにょ つて， 十な マん ク& 公共 
± 木 ま柔と 巧 巧 偏に 巧 巧す る ことにょ つて， 田 巧れ を ホを のがを はこの 困の 利用し うぺ をを々 
街 力に おして 班 則め な 馬 併を 供 巧す る ことに ホ 巧した。 その さい •巧柔 をに まみ はれる 貧な 率 
は 生 巧のを 本的必 'をを 充た すには 化 5 るが 生を 程度に おける 設 めうる ほどの 向上は 么を かさ 
公 巧の もので あつた。 もしも 巧 巧 企まが 自由に 拽能 する 至を ホされ て ねたならば， 巧 法の 巧 巧 
的 巧 おは m リを 利な ものであつた かどう かは おを しがた' い 巧 巧で ある。 ひとた ぴ ななが 巧 軍 
備計 巧と お 巧的自 化の 遂行に 巧 程し をな 上， 企 おの 自由の 巧を はおけ がたい もので わつた。 み 
を 的を 巧 題は むしろ. 巧 巧 巧 かおが を 巧され 挺 巧め 自 化の 諸 t の 可 巧せ が 化を めに 巧が し 巧 さ 
れた 後に. か 何なる 方向に 巧を が貨 巧す るで わら ゥか といん おに 存 してね る。 を おがが のた め 
に 逸り 出されたち 大 ななな 的 巧 巧は ミ裝 解除」 されうる で わらう か。 ぶは また •を » は 巧 力を そ 
の {♦中に 巧 持す るた めに 巧なる 罪を 時を 巧 巧す るで あらう か。 これらの 巧 問に 對 する をへは’ 
お ホの ま 件の 進行の みが 之を 巧へ る ことが でを る。 

本 巧 巧を 爲 し. み巧吿 をを 作つ たのは お 巧を 巧 巧が A ヴ ァブ オ .ト リヴァ ノヴ ィブ チ 巧で わる。 
一九 一ニ セ 年 六月 

a 巧巿 會 fi ヴァ アデ ルを 3 ル ダン 
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巧 一 おそ 柔巧樹 ホが 數 ホに なお 手 巧み 紫な 救 巧を 巧 巧を (一九二 八 T 一九 一一 一六 年) ミち 

巧 二 お H 柔及 手工 采 にを ける 就柔 巧が ホ ( 一 化 一二三 一年の 半ぱ 、一九 一一 一六 年の 半ぱ) け 一 頁 

巧 一二 おが 巧— 义巧巧 巧 錫の 推移 (一九二 一一 半：；} 巧) 呂—お 巧 

巧 巧み 巧 お あ 巧業刖 による 巧 ホ 巧 巧を の 時 削 巧银華 (一九二 八 半 四 H 1 日— 一九 S 六が 四 H 1 日)... 巧— ザち 

第五 お 货缓义 巧た による 總所巧 並に が 巧 巧 (一九二 五 T 1 九 一二 五 年) を 巧 

巧 六 お 小 巧と 巧受 (一九二 五 f 1 九 一一 一六 年) 左 一巧 

巧た お 巧 巧 巧れ 別によ る 巧 巧みが おの 巧 巧 巧 (一九二 九す 一九 S 五が) 一*- 苗ち 

巧 八ぶ 巧 お 人 U 《一八 八 H 平 一九 S 111 年) を 頁 

巧 九 お 人 U の 巧 莱的か ホ (一八 八 二 年、 一八 九 五 年、 一九 0 セ 年、】 化 二 五が、】 九 一二 一二 年) ち 巧 

巧 十 お 人口の 巧を (一八 五一 年 W 巧) 空 巧 

巧 十】 表 お 加 巧が 化た の 細 源 こ 九 一ニ セす 一九 己 八 年) さ 巧 

按れお 1 B 五 



巧 サタ t « ホ 

巧 十二を 巧 进エお 生産の 巧展 《一九二 八 1 1 九 一吉 ハ 年) 臺巧 

巧 十 S おな 接 的 失 ま 教巧上 木带お 巧 法 まにあく 政府 ま 巧 (一九 一二】 T 1 九 一二 五 半) 塞ち 

巧 十四を ペル リン 五大 巧け々 巧 お 目— 化し 巧 借 お 照 まが 巧の 百分比に て お 示 

(一を 克ち 一九 一ニ ニ 年、 一を 二 五が、 一を 云 ハち 无口 

巧 十五 お ラィ ヒス •バンクの 化 遊 (一を 一八ち】 を亢 年、 一 五 S 二す 一九 三 一六ち ち 巧 

巧 十六を 巧 巧に おける々 本巧設 (一九 三 一二 午-一九 I 二 六 年) 八 二な 

巧 十 セ 巧 お 巧 證券 巧な 二 九 二八す 一九 一吉 ハ 年) 竺巧 

巧 十八 お ま ホ 圳ホ巧 巧な 三 九 二八す 一九 一吉 ハ 年) 八 八ち 

巧 十九 ま 巧 法の 两巧巧 巧 三 九 一 一一 一年、- 九 二 九 九 一二 六 年) を 巧 

巧 二十ぶ 巧み W 巧が 巧 分® 百分比 (一九二 二 年、 一九二 九す 一九 S 六 年】 巧な 

巧 二十 一 まなな 巧 別ル网 K おの 巧 こ 九 ニニ 年、 一九二 五 T 1 九 一一 一六 年) 云 ゴー K 

巧 一一 十二み 巧な 巧 別 か W 巧 おみ K 百分比 (一九 一 II 一年、 一九二 五す 一九 S 六 年) 云 一巧 

巧 二十 S を 巧な お 别ホ闲 巧ぶ 询巧 义數巧 おな (一九 S 二 T 1 九 S 六 年) 一霉 巧 

巧 二十 巧 お 巧を ル w « おのか 巧め 分 ホ こ 九 一 II 一年、 一九二 九す 一九 一吉 ハ 年) IOKI ザ 巧 

巧 二十 五 ま 中肤及 おおかの ホ WK みに おける 巧& のみが (一九二 九 年、 一九 |二 五が) 一二 頁 



第二 十六 ま 巧を ルが の お 移 こ 九 so 年 半ば— 一九 一 云 ハが 二月) ニク W 

巧 二十 セ おか 巧に 閒 する 巧 巧のを おかを (一九 一二の 年 llHll 十八 日现 ホ) 一一が 巧 

巧 二十 八 表 か 困 人 巧 巧の 巧这お 期な 义 がが 仪二化 一二 阿が ぶ 11 化 一吉 ハ 年 ホ) 二 化 K 

巧 二十 化 おか 田 巧 巧の 必お 及を 取 (一九 S 五 年、】 化. 一吉 ハが) ご 一一. 巧 

巧 一二 十を がか 品の お 入 おお 义 巧が (一九二 九 f i 化 一一 一六が) Is 巧 

巧 一二 十】 衣 巧を における かおな の お 資こ九 二八 年、 一九二 九 年、】 化 S 二が、 一九 S 六が) 一巧 巧 

巧 三一 十二 おちを おの 生を とおを 桐 巧の 餘乂 (一九二 七が、】 化 S 二が一】 化 一一 一六が) 一吳 •む 

巧 ご 一十 S おな 產巧巧 品の 巧 入な 過 巧が (一九二 化 1 1 九 S 五が) 一巧ち 

巧 S 十四を をを おお 品の 巧 入 お 過 かお (一九二 九 年— 一九 一二 五 年) 一巧 巧 

巧 S 十五 荣巧 巧が 巧な の 供 おみ 「おな」 巧 巧 一党； け 

巧 一二 十六 お 巧 逸の 原 巧な 供 拾 三 化 二 九が、 一九 一二 五が、】 化 一 云 ハが) 一 ま 円 

巧 S 十 セ お 巧 お 及を おの 按入 巧が 及 敬が： 二 九 二 九が— 一九 S 六が) 一 おな 

巧 一二 十八 架 巧が お义半 おおの 怯 山 (一九二 化が、】 九 S 六が) 一 お；-:? 

巧 S 十九 おが 搁お 品の 輸出の が (一九二 九が、 一九 一二の 年、- 化 S 六が) 一 さ 巧 

巧 巧 十 お巧迎 W はがの 巧 巧 故 關稅化 入 《一 化 sll •一二が！ 一九 S .; ハ •たが) 一巧： 内 

巧れ ホ ー K セ 



な 升 巧！ 还 八 

巧の 十一 架な 入 級が 义巧巧 巧 巧 (一九 1 一二 .四 年、 一丸 二 五 • 々 t 1 九 一 云 ハ. わが) 一な 巧 

巧 巧 十二を 巧 巧 W 政が の 巧 化 (一九二 九 ニニ 〇华 、一九 一与 T 1 二 年、 一九 S 六 •お 年) 一ち K 

巧 巧 十 S ぶ巧ぷ W かなの 巧な (一九 sll 年 一二り ぶ 11 化 S 六が 一二 H ぶ) 一 苗 巧 



巧 一田 表 巧な ホを 及 巧を おがを 巧 おちな (一九二 八 T 1 九 s 六が) 竞巧 

巧 二 巧 ま 巧 お 人口 三 八 八 二 t - 九 一二 一一 一年) 巧 巧 

巧 11131 表 巧 逸エ柔 生を の 巧 お (一九二 八 千 一九 S 六が) 巧 口 

巧 巧 田 お 巧进の 曲ち 巧 巧 (一九二 IW — 1 九 =1 六 年) 九 一巧 

第五 田 お 食 巧 品 輪入數 *( 一九二 九す 一九 一吉 ハ 年) 一 ご 巧 

巧 六 固を* 入 巧が 义び田 巧 巧 巧こ乂 一 一二 •一巧が、 一乂二 五. 六 年！- 九 S 六. と 年) -其打 




梗 槪 

困 巧お會 ホを 巧 巧は 產柔 にを ける 留 ほおめ を 信 傾 せず. また 之を 認詐 レを い •それは 巧盟お 

。それは 指導を としてのを 本 おの 巧 中に •化れ のちを にわいて 滿化 
を 巧 任を をね ゴク 之に 必巧な 巧 能を 彼に 巧 巧す る。 指 巧を によつ 
ち 彼れ の 促ち をは •ホ 本 おのみを を遂 奉す る ことを 巧る したを い。 
がらは 政府の 役人で をる 巧め を理 をに おして 巧 巧を なすこと がで 
をに して あ ホの 法を である。 を 理 をは 資本 まの か 何なる ホを を も 
を お 巧を のか 位から 挺 言す れぱ 接れ 自 ホの 企 柔 の 管理から， お 巧す 
ホを の 理論に よれ ぱ ，雨を における 唯】 の 巧 まは 巧み 巧 おであり， か 
の 利益と 巧を する 限り. 神を たりえない 。その さい 由 お© 利を とは 
何ぞ やとい ム巧 本め な閒 巧は 政な じよつて ザな はち 苗 民れ を おによ つて 決を される ので わる。 
を 本 表 も 巧 おを も闽 をのな 令が か 何に 自分たち Q 做 人的が 基に 反する ことが をつても‘ 之が 遂 
巧 た I 




宙槪 11 
むを 拒む ことは できない a 

巧莱 巧のは ホ贵お W 前の 水 巧を 煤く に 至つた。 ホ 巧は 度な 上 巧な せられた •けれども 巧 巧 
め 回 巧は ホ 通に みられる やぅな が 貴 おの 没 おを かはなかつた 。なが ホの 上み もなければ’ かな 
みお 券 市 巧に わける 人 おも 巧 粒 せす さした る K 巧© が 加 もなかつ た。 ザが しかし’ を 脚 巧 巧が 
はぶし く 增乂し •その お 巧と して 巧 かにを ける 非な なが 大 色ぶ るに 至つた。 を 曲と しての々 の 
をの 巧 化は 巧な 请 .却 分め 巧が の祷 をな おの 搏 巧の ためにな 苗され た。 貧货率 とれ 《 とた 不動 
の 化 巧に 化た ぅとす る 政府 0 政 巧は 完 をに 巧 巧した とい ふわけ には 行か & か 0 た。 といん の 
は •一つには 輪 入な 巧 品と を 巧 品との 巧な はが 制すが で わ 0 たからで あり， 二つには •なおぶ の 巧 
遇を 改鲁 する ために' 闲巧 なを わの 巧 格 0 上 K を 巧した からで ある。 それ かに •一九 三 一二 年に を 
をな 情の 化 遮に あつた 巧 « ホは その 巧 おの 購巧 力の 滅 をを 巧 0 たけれ ども ’ u 前に かまれ 巧义 
はが 分 的 巧ぶ のれ 逆に をつた 巧 育 巧の々 がぶ の 生を お 巧は 上 巧す るに 至ク た。 

巧 巧みの 巧 巧は 公共 上 木 巧 巧 义巧巧 巧に 巧す る 政 おのま 巧に ょつてが 來 された ので わる。 
巧 化か 態に わつた 沒试と ホ 巧 化应 にわつた 々かおと には •そのな 化の 巧 會が巧 へられた •生產 
义も «の數* が 巧 大した お 巧， 閒お 巧は 巧 下し •巧 巧は 上！！ した。 他方に をいて 利率は 引下げら 
れ たが •その代りに 巧 巧のを#! が 著しくが 大した。 お 巧に M する 化り， 巧* のかを は餘 りさ ばし 



くは ない 〇夕く Q 巧 まは を 能力で 巧いて 居る •なつて 生巧設 術の 巧 巧と 巧 おとの ために ドー 巧が 
なじられなければ ならので あらぅ。 巧 巧 のれ 巧は かを も そ〇亟 巧を 巧け るで わら ゥ 。をの 上 
生 巧 巧は 原 巧な 巧 巧の 上 度に よつ て 不利な 化 巧を 捉 るで わら ク どの 原 巧な 巧 ホの 巧 tt は 特に 
合 巧 生 巧 巧の 增を义 巧な 化 QW 巧 巧 石の 巧 W のた めの 巧 ニ ホ网ヶ がか 巧と M 巧して 现 はれて 
巧よ ゥ • のな 巧と S 分とは 巧 巧の が 制ず ると ころで わる。 ニ ホ 的 宝 おな をし か 持た 化い 
と考 へられる ま ホに おける エ巧义 びな 巧 蚀〇巧 故を 裳 止す る ことによ つてな 府 はおが々 をむ 
ホ かの 巧を •それを をが ともを 巧と する 巧 おとかち とに 披巧 ける ことが でを る〇 したが クて夕 
本の か乏 のた わにな 巧が 止むな く， ル闲 からのを な 上の がかを 求める 目め で その 巧が のか « と 
その か 巧な 巧を かなす る やゥな ことは 巧々 なから ぅと 化み， 

ちか 巧 お 及 巧 かを « お 引は をを むる 巧 府がお 下に おかれた • S な 巧な 協を ポ《 巧 k すぺて 
の亞巧 W との 閒 にお ばれた。 この 協 おの おおとして， 巧ぶ は闲 巧め 分 ホの 巧を fc 巧夕し •ななの 
巧 山に よつて か闲巧 巧の 化 おとを の 巧な 巧を 補充す る 巧 巧 巧を 巧 げられ るに 至つた。 « 入に 
巧して 巧ぶな が おと 助な とを 巧 ふこと によつて •巧が は 巧 ホの 巧 かを 維 巧し’々 ま 巧单の 巧す を 
巧 止ず るに 化る ザけ の ル W 的け 及义巧 巧の 化 給を 巧が した。 けれどもを 巧な の 怯ん 数が が f 
り ダり の 巧まで 切り なめられて 石る ので， それ W 下に < ガれぱ 巧ま不 なをた 巧ず る ことになる 

« « ち 



« 0 H 

で わらぅ し •他面では 巧な なのを 入 も . s 內生 ホに わける 增大 をを 化り •を ホ 的を 動を 沒巧 化する 
ことなしには 之を 削泌 したないで ぁらぅ。 

か 因 巧を の お 引を 肢 をな 货制 下にを くこと によつて 旦〇 化* な特 巧な 巧 巧の マルクを 巧 W 
ずる ことによ 0 て お 巧は マルク 巧の なが 上の 巧のを 间お ずる ことができ じか も试 衍巧货 のが 
をを ま 有する ことが でを た。 マルク 巧の 城な はお 巧 問 巧た るよりは むしろを ホ 饥拍で ホる。 
とい ふのは’ か 田 巧を に 巧す るが 化は， 內 かま 本の いづれ もがを なな 分な にを いて 巧 逢から ホ W 
しを いこと を 巧を 巧 勢が 巧 S しない おり， か 巧され たない。 

巧 进のお ル 巧な はが 巧 西のを 巧の がのに よつて おを 供 おの 田 巧 « 巧 によ 0 でお拘 巧の 值巧 
によつて， ななに 減少され た。 巧ぶ 並に 巧 巧の 正常化 態の 下にを いては’ 巧 逸の 巧 外な 巧は 田ち 
巧 巧に とつてを 大巧 巧 化する ものでは をい ので ぁる。 

巧 巧を おと 两民巧 巧の# 大した おが’】 モで はか 巧な 化 巧が 非 巧に 增 加し’ 他方で ホ柔 及な 會 
おおかが 巧し くが 少す るに 至つた。 そのが 巧と して •政 巧は その 公 巧を なおな 程 巧に 增大卞 る 
ことなくして， その 公共 止木 巧 業 及- 冉が備 計* にがす る 巨資を をな する ことが でを るやゥ にな 
つた。 巧； ル 佣が畫 の 巧 用は め 二ち 二十を ラィ ヒス マルクと おなされて ねる。 それは お ザ 同一 
のか 合で お 常な 入と 借 入を とに よつ て支辨 された。 巧 逆の 公 巧は おがの 水 ザを 巧 ゆる こと 巧 



かに 巧十话 ライ ヒス マルク 巧 かで わる。 一を ニニ 年 W がの 巧 加の 多くは 巧 期な の おで 巧 はれ 
て わる けれども どのぶな の あ 巧の ために 政府が 巧 牌に 立つ やうな ことは 巧々 なから ウ とお ふ* 
け 巧し 巧 巧は々 本 あ 巧の】 巧の 細 おに 巧して をを ながが を 巧 巧して わるからで わる • 


は ffi 五 




第】 章务 働な 透 業の 組織 

因 巧な を 主 巧の 巧學 にょれ ぱ •一九】 九 年ょり I 九 一二三 一年に 至る 獨&れ ホ 巧 まなの ま S 下に 
おける 巧资巧 巧の 巧 ネ的度 誤を は， 人類の 進步を U て 巧 巧 間の n 爭と 巧る マルクス主義 のちへ 
方に 則つて 巧 巧の 閒に强 巧した ところの 巧 立な 爭 であつた •之に 巧して 曲 巧れ を まなは々々 
の 利害は】 をず ると おへる ので ある。 すなは ちみ 本 琴々 めを は いづれ も々 伤な同 巧の 巧 巧に 
重 巧な 巧る である •彼らは 獨 逸人 巧に 奉仕す る もので わつて， 自 々たちのが 舊を人 巧のを 巧© 
利 まに 服せ しめなければ ならない。 

巧 巧 社を 主を は 巧 化 組合 運の ちみには 反が しないが， 唯 ザ そのを ホめ を 柏に おしては ぼ 巧す 
る。 巧 巧ず 命のを に， 巧のを 合を 如何にを 垣ず べき かの 巧 巧は 接め て 巧 大 であつた •手つ おり 
早く •巧 倒 組合に 巧を をな じ， その かを をな 化する こと もで きたので ある • W 巧 社々 ホ おが 巧の 
一人が 巧べ てね る やぅに’ 

看々 は 巧 逸の 人 巧に 向つて' ホの やぅに 直官 する あらゆる 巧が を 持つて ゐた 始らは その 組 
巧】 な 巧 か 及を をむ 接 一 


♦一 さ々 働 及を 4 な ♦ こ 
お 病の ためにみ づ から 巧 淵の おみに 立クに 至った ので あるから* 吾々 はな 綻 におして モ ラト 
リウ ムを 宜サん として わる Q だと」 

けれども '新田 まにあつ ては 巧 巧の な々 の 曰 巧を 遂巧 する ためち 巧 街の 化 おが 必 おでを つた。 
それ ゆを に， 一九 一ー ニニ 年 五ち 二日には 巧 お 化合は 閣巧 せを まを の 細胞 化が によって 引繼 がれた。 
こむ 細胞 化 おは 元來 なを 巧 まなに 巧す る 巧爭を 巧ん ために 個* のち 咨巧 にが 巧され てむ たも 
ので ホる。 ところで •かやう に 巧 巧な々 ま 難 細胞 おがが 巧の 化合を 引 « いガ ことは， 巧な 速のと 


II m 


しての々 の 换合巧 SQ な 度を がする もので わった •巧のを の々 巧 化を と々 本 おの ちれ 田 柏と 
はがが が i ' いして 知れて わる 巧 一曲は にが 一 結 巧され どれが が ホを としては' 巧 ちれを 黨の巧 


さ 

み 


怕〇 一人で その 化が 巧を でぁる 》 ペルト 乡ィ巧 女が 巧 かされた ので ホった • 

巧め 戰が はお 巧め 巧を をが 持义 はが おする ことを 目的と ずる お 巧め がを 曲 柏と して 化が 
れ たのでは な < て紀 が々 巧を とを 本 おとを 苗 巧れ々 ま 菜の な睾 をに 改宗 せしめる ことたな 
とする 一個の 巧 お 困 巧と して 化热 された ので ある •巧 化 おの 目的を 巧 巧して •ライ 博 ± は 一九 
一二 一一 一年 八月 十一 一一 日に ホの やうに 述ぺ てゐる • 

券の 著 国巧义 資本家 曲 巧の 組邀ぞ ，すなは ち 巧 満&理 にあ づく 組が まは 泣 巧し なけれ ぱな 
らね •かかる をは 苗 民の 不化巧 天のは で わる。 巧が 成 おは も 早 か 巧なる れ會巧 ftfc も 巧む 


憂 


V の 


ベを ではない 。 J 

一九 一二 一二 年 十一ち 二十 セ 日に ラィ 巧 生は 田 巧® 大 居’ 苗 お 巧 大度 及びち 巧 巧 囲に 閒 ずるず 相 
の 代 まを と 共同で •ホの ま 明を 巧 表した。 

『巧渔 巧 « 我 なは そのち 巧 的を を 的 化 化に 閲巧 なく 化 猫せられ た I 切の 巧夕 者の 》 なで わ 
る。 この 曲 巧に おいては 巧 錠々 がをは お咨巧 巧を とならん ちその お ホを 占める ので わつて •も 
はや 特 巧の お 巧め 义は壯 々的な 階級 利な を巧强 する ことに 役立つ お 曲 又は おせに ょつて 分 
巧され る ことは をいで あらう •巧 逸 巧の 截锐 にあつ ては. 巧 お 巧が ホで をれ. が 主で ホれ. 個人 
の 巧 化が 決を め 因 またる であらう。 信が は 人と 人との 閒 にわいて のみ 巧ら れゥ るので あつ 
て •曲 巧閒 においては なられは しない。 吾々 の 巧 導 者 アドルフら ブト ラ TQ をを にょれば. 巧 
の 我 おは 吾* の 日常 巧の 生 巧の 物 巧 的問函 がみを さるべき 場所で もな く. また 徊 ♦ 0 巧が ホ 
の 利を の 自巧的 ま 巧の 巧 かさるべき お 所で もない。 巧き お來 において •々がが 件規 が のちを 
がが 巧され るで あらえ そして それは 巧 巧れ を 半； お 人生 巧の なず ると ころに したがつ て. 巧 巧 
をと そのな® ぶとの 控を 巧に おける 地位を 規 をす るで をら う。 巧の 風な のをな 0 目 巧は を 
巧 巧 巧 @ぷ をして 肉 巧な を 主を 巧 おと 巧 巧れ を ホを が理 におして あ 股なら しめる ことで わ 
る。 それは 特にち 曾 並に 巧 がれ々 的が 巧 Q 巧な 關 において •巧 がをお 巧に おいてが々 おな 制 
藥】 々巧！！ 及 産 41^ の扭賴 ち 


第一章 ホ！！ 及 産 « のな « ■ 

巧に をいて 指 巧 的 巧 かを 巧す やゥ巧 望せられ た 人* を わ ザす る 仕 巧を 引 まける。 それは 估 
* のをを にを ける お 巧を とその お 巧を とのせ を 的 お 巧む をして れ會 的を 巧 的新秩 巧の ホ 巧 
巧 進 力たら せる やう お 巧す るで あらう。 一 

巧 « 化合と を 本を 困 巧の 诗 おは どれら 闻曲 强閒の おおに その 基蹈 をを いて わた 貧錶制 巧の 
巧 巧を 伴ん 危險を をんで ねた。 かやうな 巧 巧を 防止す るた めに •一九 一二 一二 年 五 巧に 一つの 法 ホ 
が 通過した ( i ニ ミ S 巧；。 為 Ia ;' r 。 が ミ r : Ar そし ミ S 巧は 巧 巧の 巧 
命に かかる 巧 墓？ こ S 巧 銀 超忆閲 する を 巧を 巧へ た 0 で わろ 彼ら® 巧 巧は 巧 銀 
及 わ 巧の 安を を 期せん とする 巧 民が を ホを 制 巧の 巧 本を 巧に 巧 じて， 巧 錫 率に わける がかを も 
減少を も 防止す る ことにを して わた。 すなは ち 一九 一二三 一年 五月 十九 日ょり-九】 二 巧 年】 巧 二 
十日まで 巧 おな 約は 巧 田 巧 ぞれら はい まや 巧 制 上に のみを 在す るので をる が】 にを いてを めら 
れた巧 曲 巧に をいて 巧 能すべき ものと された •けれども この 巧が を 恒久化す る ことは 巧 巧れ 
會主ま 思想に と クて危 おであつた。 巧 巧 勘 化合と ホ 本お函 巧の なに 沿 ふ 巧 扱を の詞 巧は 巧 t 
巧る につれ て ピれら の 国 巧を 巧 巧し 语な W 爭 をな 巧させる 危なを 巧して わた •この 理由 0 た 
めち そして また 枉制 巧の 巧な 的 巧ち にょ クて 生じた 多くの 巧 祝 上文な 上の 困難 のれに 由 巧れ 

y ミプ •ヴ 々*•♦; タングみ t ナ^ナ—^ •; パ > 田£ こ こク U f 

會ま寒 Q おお をは 一九 一二 四 年 一巧 二十日の 『巧 巧*^® 巧^を のがを にクで < 


の 上 «書£ — ー ベ 夏* 



巧を 明 巧を らしめ ようとみ 息した。 このを かは々 資巧 巧に 脚す る 困 巧れ を 主を の 巧 巧ち 巧よ 
ミまづ & がァ が！ 一を， を 励 化した もので ホろ I 

國民勞 働な 制 法 W 

A 

この 法律の 制 おを はち 喊 巧より 新制 废 への 巧 化が なりに を 速で あり 且つを りに 巧 潰で わる ；； 
ま 巧に ホ 分 おがつ いてね た。 『この 法 化は を かの ホは ただしい をぶ 巧から やむな < 生れた も か \ 
であるから’ 巧 多の おに 巧 化な 自が 巧展 をが おして. まづ W て お 巧れ を まを 原理を 巧 立 せんとす が 
る ものである。 しかも この 巧 巧は 本 法の 適用を を < る 人 巧のを 巧の が ザを 待つての みおめ て ^ 
あ 分に 巧 現されう るので ある。 j 巧 巧 社を 巧の 指導を はまた このを 巧の 度货 とな 州が 巧* 0 巧 if 
巧を おおす るで あらう とい ふこと にもな がつ いて ゐた 。アドルフ. ヒ ブト ラア の 語を かりてい W 
へば T 單に巧 力を 巧 巧した とい ふこと ザけ によつて. 吾々 がを のな がに 一た 乂巧乂 衆の 去 持を え ^ 
る ことなしに •巧 かとして •巧から 特巧の おな 化な をが 巧し うると なず るのは お 乂のホ 巧で ある， ^ 
巧な は それに さを ダつて 何よりも 化づ 正しき お 神を 注入され なければ ならない •化が にわい 
て もまた 金 要なる ものは バ つで も巧枯 的に たやすく 巧进 する ことので をる かおよりも むしろ！^ 化 却 
巧 脚み の だ’ とい ム 原則が をて はまる ので ある ぉ 
巧】 巧 巧 《 力を 藻 のれ お で 


ホ ー巧 巧 化及压 巧の 巧 s 々 
固 民が を ホ おを のな じたと ころに よれば， マルクス主義 をの 巧 力圓爭 のが 閒 においては 化* 
のな 本 おとを の々 倒を との 閒 の 誌 解と 協力は 不可能で あつを 何と なれち々 做を はを みおを 创 
巧 的な 市民の 一人で あり' お 巧の お 巧を であるとは 見ずに， 巧 想 利な の 命ずる ままに 巧 動ずる 巧 
か 巧に すぎない とぶ た。 他方に おいて々 本家は その々 の 巧を その 巧 格が 巧 巧 化 もの 法則 じよ 
つて 規制され る 巧 おとち へたから である。 

免 期 まを 制废の 下では 個々 のを 本 まと その 巧货 をとは いづれ も’ いかなるを 巧 なれを 政 巧の 
問 巧に 關 しても 何らの ホぶ を も なすこと がで ネ なかつた。 すべて これらの みを は 父 W のな 巧 
の 上に 巧樹 化合と々 ネま曲 巧と によつ てな された ので わつ た •これらの 化な は •化ら 自身を お 
乂 化し. 彼らの 巧 在を 正な 化する ために* 個々 0 巧を 0 併に をいて お 曲め が 面を 进 化して 自己の 
巧 其を 規制し ようとす る あらゆるを 画に 反 おした •他方では， そのを 在を 何よりも まづ 々め 姐 
合に をうて ねる ほ 巧と 巧みとは 立法の 通過に よつて かかる 巧围 化と 巧 中 化の 過ちを を 巧した • 
f かやう にして 巧樹 巧と々 本 おとの ホら ゆる 閱 巧は 巧 府义は 曲 巧の 化 巧に よつて 規制せられ お 
を 巧 巧の 巧 域に おいて 個々 の々 本を によつて 試みられた あらゆる 巧 巧は •を 文 义は掛 巧な めに 
よつてな せられ， 巧 まに よつてを 巧され てね たので あつち J 

巧 巧 巧の 統制 法の 目 巧は 括 薄を 巧 巧のを 巧の 上に 巧々 の ホ 本 おとその 巧が をとの 閒の巧 巧 


の 巧.，>*7**卜某他«上«*-〇脚用. 



なるお 巧を 同化す るた めの かなら しを 爲し •かくして 闽 巧れ みま まみ 度な 前にを いて々々 助 巧 
の 巧のを な 制して ねたと ころの 巧 山な 法ず な 令. 規則を 漸 ホに I 巧す る ことにな したので ぁる 0 

篇 •巧# をと « 任お曹 « 本を の 巧-が 及 巧 一 一條は 巧 巧を 巧 巧を な 立す る もので ホって •ホ 
の や ゥじ註 かれて ねる。 

巧 一巧 おを-アリ テ ハ 巧 おを ハ 超 巧 ノお 巧を トシ テが 州人卜 巧の 著卜 八， & がか ブト シナ 担 

をノ諸 向の ノ 促進 並ュ凹 民ぶ 聞を ノ 共同 利な ノ タメ ュ協 カス。 

巧 二が 二) おを ノお 巧を ハ 本 法 ノ規を アル おリ -I オィ テ ハ 破 レノが 苗 ホ ュおシ テ 巧を ュ胁 

スル ー切 ノ巧巧 三 ツキみ をヲ ナス。 

三 括 巧 巧 ハ 化 レノ 從 苗を ノ席巧 ヲ圓リ •を 者 ハが を 三 おシ おを お 同 巧-- 基ブク たな ヲる K ぺ 

シ〇 

みれ 义は 類似の 化觀 にわって は. おを お 巧を のな 能は その 法 か 上の 化 おを がち 巧お义 は® 巧 
を 或 にがおす る。 义 もこのを 諸は その 1 U 父は 巧 化 ぁる 人物を 控巧お 巧を として 巧な しても 
ょい。 おを の 場を には 垣を 巧 巧を は 巧を 化裝 する ため. お 泣のを 巧の 巧 巧を か 想 せる 人を 化か 
する こと もで きる 窮 一二 化)。 ま お 巧 又は ま庙が 本を 抗 ょりかな りの 防 巧に が 在す る 姑な には. 則 
巧の 粹巧 とおが される 秀巧 お)。 

巧 一な 巧 巧 及 まなの な 級 セ 


第一々 巧 働ぶ 巧 巧の 巧 織 入 
常時 二十 人 W 上を 巧 用す る巧窗 にわいて •みを はむな おわな をな 阻す ぺを ことを 規 巧して ね 
る •経を 指 巧を はこの々 發 のな おとなる 秀 五を。 つ 本を 巧の 巧な はおを 巧に おける 扣 互け がの 
强 化を 目め する】 切の 方 巧に 脚して おに， 能率 かお 巧 一が 的 巧 掛化件 义を業 巧を に閒 して 指 巧 
おに あ 言を 巧へ るに わる •そのは か •みみな の 巧な は控巧 内に おける 一切の 爭 巧の 巧 巧を がみ 
る ことに ある。 巧 導 ホは 巧め 本を 巧の 姑 がをおれ する ことなしに •おを 規則に もとづく 削を t 
課する ことは できない {巧 六が) •本を 巧の 大 さは 巧が をのな にお じて 巧る こと ホの かし。 

彼值ホ « なを ホ ft 

二〇 四 化 11 

五 0 かか 一二 

100 —— 】 九 ホ 四 
1100 —— 一二 九九 五 

々巧 岛卽 ち， が， 巧 もの 敬は 巧が ち =1 百 人を 巧す： がに-人を 加 ふる も， 十 人を U てむ -Kw 
とする を セを d を 倍 巧を には 代理人が ある。 ななを のなかは 本 法 お八が にを いてみ 3か< な 
ぺられ て わる。 • 

f 化 人モ滿 一一 十五な U 上 ニシテ •ーヶ 年 W 上な 巧 おを お クハ企 菜 二 巧おシ •旦ッ ニヶが W 上 巧 



一又 ハ 巧な ノ巧 柔义ハ 巧ぶ が巧ユ お巧シ タル ユ アラ ポ レバ •ななを クル ヲ巧ズ 。化 ハ 巿巧巧 
ヲ巧 シ结巧 巧の 巧な ユ巧 « シ模 巧め ナル 人め 資巧ユ が チ お化シ ，ィッ ユテモ W 巧 的 W 巧ノタ 
ィユ ー切 ヲ巧ゲ テ 煤 巧 ニス ル コトが 巧 ナルを タラ ザルべ ヵラ ズ。 一年な 上な 巧 巧を-- 巧 C 
スル モノ タラ ザルべ ヵラ ズト ノ耍件 <’ 本な 巧を 二が ケル 巧 一 囘ノな 巧を ノ巧 命ノ 巧を ユ ハ 
之 ヲ適州 セズ 。 j 

な 年 一二 H . 経を 巧 導を はな 該 巧を にを ける 闻 巧れ々 ま お 細胞 化 巧 0 巧 巧を の 同な をた てけ 巧 
お及ぴ その 代理人のを みを 作 巧し •從 巧を はこの 名 巧に 巧して 亞名巧 誤に よって 巧る のな 化荣 
示を なす。 その さい， おを 指 巧を と闻 おれ 會 巧の 細胞 化 始の黄 任を とが 名 巧に 閲 して 見解の 一 
をを 欠ぐ か •ずは 従な をが 名 巧に 資 おを おしない か •まは が 他 巧ら かの 理由で ななおな なが 巧は 
されめ 柴 合には •々がを 理 をはな 巧を 又は 代理人の 必巧 A おを 任命す る ことが でさる。 信任を 
の 任 巧は 五 巧 一日より 四 巧 一二 十日に 至る ーケ 年で わる 桑 九 巧， 巧 十一を。 

五片 一日の々 めな にを いてな 巧 お# 迸の 巧な はが 巧を のな がで をが をして， 一切の 自 だの 巧 
人的が 益を はせ にして ひたすら ななおを と 凹 巧を 巧の 利な のた め •化ら のむな をを なする こと 
ちそして 自らの 生を おりと 自らの なおのを 巧 巧り によって 巧 梓の 巧艾 巧に 巧 巧を 垂れる こと 
をめ まする 巧 十が)。 な 巧 おを ななの 巧 おは ぁ 巧 おで ぁる。 化は 巧 班の 巧な 义 はがむ を ま 給 さ 
度 一々々 &度產 なのな 顯 A 



第 I ♦ホ 働 及 産業の 組織 |0 

れ .さらに 巧れ の蜡 おのを 行に あたつ てま 化した 一切の 巧 時の 巧 用に ついて おを をから 辨濟卜 
巧け るを 十 I 二を。 信任を はおれの 解な がをだを をし < は その-がけの 防 街に よつて かおと さ 
れ るので なけれ ぱ ，まは をた 席 ホが 巧ち の 解 族 吿み巧 間によ る ことれ しに 巧 化を をが 席し うる 
巧 由に よつてな された のでなければ 、そのな まに よつて 解な されたない。 しかし 信任 ホは 人め 
又は ま 巧 上の 不適格を 理由と して 巧が 監理を によ 0 て 解任され うる 轰十巧 か)。 

な 任を をな はおを 指 なぞの か 何たる ホを もも 無 巧と 宜 まする ことは でさない。 しかしなら 
のをぶ で 巧を おのか 巧が なをの お 巧 的. な# 的 巧 巧に 扣應 しないと ぶ 巧す る 巧 巧に ついては. 倍 
なをの 過半 巧を U て 直ちにを 面に よつて々 おを 巧な に 巧 巧し うる。 巧 巧 中と 胜 も. 巧 巧を のみ 
をは 巧な である 桑 十六が r 

巧 化した 生を 部門に® する 二 個な 上の 巧 狂が 一人の 企 菜のを 巧に 巧す る 巧 合には •化 巧 ホは 
なを 的 巧 巧に おし 化に 進言を なさし める ため 徊* の おを のな 巧 ホな 巧の 巧 巧の ずを を W てが 
巧され るが 合 巧 巧會 なを 巧 命すべき である 桑 十七を。 

信な をを 巧は 必 おに* じて おを 指 謀を によつて 召 巧せられ る •なは •なな ホの 半 度からの や 
巧の あつた 巧 合には •召 巧せられ なければ ならぬ ので ある 系 十二 巧)。 

親 碧 巧 9 者の 權 R 二十 人な 上の お ホ ホを おする わら ゆるち をに おいては. 隹巧巧 海 ホは 义 



ホの おにを いてた 官 規則を 作 巧 公示し をければ ならを 巧 十六 條 }• そして 巧を 規則は ホの 
巧 做が かを を 含し なければ ならの 柔 一一 十六 お— 巧 一一 一十一な)。 

一’ 正常 巧め 時間 及 かなの 始期ぶ わ 巧 
二、 巧 街 巧酬ホ 給の 時 及 巧 巧 

ミ’ 热お邮 又はが 於が 制の 煤 用され たる おを にぁつて はおを 又は ぉ 來* 巧 働 其ち の 基準 
四， 刑 金の 規 をせられ ぁる 巧 合には， 巧を のせ 巧， をが 义巧牧 方法に 阴 する 規ち 
五 •法 巧を 由に あづ かずして 巧 吿巧閒 なしにな し ゥベを 巧み 閒巧 がが 吿 かの 巧 由 
六， おを 規則 又は 巧 おちめに より 法巧規 をの 巧 西 巧に をいて， 巧巧關 なのを 法 解が による 巧值 
金のを 化のを めを なした ると をは， その 睹巧金 巧の 巧が 方を 
法 巧の かじて ねるな 上の 條巧 にかへ て おを 規則は 巧 お 巧が の 巧义其 化の々 巧た か， 紀 巧に M 
ずる 巧 巧 挺を にを ける 巧 俯の 行爲 がまの 巧 止に ついて 規 をを 巧け る じと がで をる を 二十 八を。 
巧が 報 削の がが 巧を 規則 中に をめ られる 湯を には お 巧 貧 辛の みを 掲ぐぺ をで ぁク て， その さい 
個* のな 傭を の 巧 研が その 能 ホに 巧つ てを めら れやゥ 巧を しなけ れぱ をら のを 二十 九を。 

おを 指 巧 ホに よつてが 巧せられ たなを 規則は おおを におして を 巧 かかとしての 法的み 巧 力 
を 持ク柔 一二 十 條)。 

第一々 巧 《 及 産 巧の な A 一一 


度 一々 9 働 A 産 巧の &織 

超を 指 巧ち の 巧 限は すぱ らしく 巧 化で わり •そのち 用の 可 巧 巧は 巧 巧に 大 g い •巧の 活から 
罷ま 巧が 巧 はれて わるから •曲 巧な 會 主を 困を はる 本 おにち する 若干の がが ホ 巧を 相な する こ 
との 必要を 認めた •そして 巧 一の 用 わ えられる 巧が の 方法は 巧が— ぶれを な 巧の 巧® におず 
る 巧を 閒 巧の 增大で あり， さぅ して この 閒 巧は 巧のを 巧を の 巧 命に よって 用を された ので わる • 

がィ 化, か ザ か T がが « 巧 巧 8 を 巧を は 巧 かなち 巧 的 地域に 巧して 固 政 巧に よって 巧みされ る。 
この 巧 おは 困 巧め 大 酉が 巧 巧 巧 大臣と 巧 內巧大 居と 松 巧して をめ るので わる •巧 巧芭理 をは 
巧 倒 大臣の 堅せ 下に ある 政府のを 巧で わる。 化ら のみを は 田 政府の 方れ とその 訓令と にホ據 
して 巧 はれる 桑 十八が)。 

巧 巧を 巧を の 顿巧 はを 菜 や 和を 巧 持ず るに わる •この 巧 巧を 遂巧 する ためち 彼らは ホの « 
限を 巧 巧され て ゐる秉 十九が— 巧 二十 五が)， 

】. 信 巧を々 なの 設立 义 巧のを をせ し 括 巧を とな 巧を 舍 なの 聞に をけ るか 巧を 栽を ずる こと • 

1 1， な 任を を 任命し 括 任ずる こと。 

ち 信 巧を 含 巧よりの 訴巧 をを をし 括な をのみ をの 巧な た 宜し ピ理を 自らの 規則た 巧ず る こ 

と • 

四' 巧を 苗 巧 夕 により 申吿 された る 巧が をの# 巧に 阳 してみ 巧を 典へ る こと， 



五. 巧 巧內 におけるを 巧 巧 巧が かを ちめ •巧を 巧 口に 適用 さるべ を 巧 率 協約 規則を 巧す る じと • 

六， をを 規則の 遂 をを をせ する こと。 

セが々 め あ 巧を が 巧の 巧が ii のを 巧に お 力す る こと。 

八 的 巧め 大臣 並に 田ち 巧 大臣ょり 巧く るな おなる 訓令に おひ •なをな 巧め 巧 おに 阳 し， 巧に 田 
巧 巧に 巧 吿を巧 巧す る こと。 

巧 俯を の 解 巧に 脚して は' み 法の 規巧 すると こを 巧 二十を になへ ば •巧 時ち 人 ホ 巧を 巧 州す る 
タネ おが 十 人な 上を 巧 巧 せんとす る お 合 •及び 百 人な 上を 巧 用す る 巧 本 おが 巧 時 巧 用す るな 楽 
おの 一が 又は 五十一 人な 上を 四巧閒 巧に が 招 せんとす る坚 をには がな て 文 4 にょる 申吿 をを 
理 をに 封して なさねば ならぬ。 中 吿に明 おされた A おのな 化を のが 巧は， ホ吿 がな 巧な に 提示 
された 巧 四 遏閒を お 過す るに をら ざれば 技理 をの 同な なしには •巧 はれえない。 巧が な 巧を は 
そのを 可を 巧ぶ させる ことができる。 監理な はまた か 吿が巧 示されて を ニケ H を巧础 ずるに 
あら ざれば. お 馬した ざるち をな 令す る こと もで きる。 もしな 本み が 中 吿化扣 巧 巧巧閒 W . 巧に 
申吿 中に 巧 おした るが 曲を が 巧せ ざると きは •設中 おはなされ ざり しものと な 化される。 を 巧 
をはな 本 おに おし •中 吿お閒 たる 巧 巧 閒の閒 ，又は々 のを 现 をのを めた ニケ 片の閒 ，一巧 二十 巧 時 
閒を 下らざる 範幽 巧に おいて 巧が 時閒 の 巧搞を 許可す る ことが でを る。 之に 反して 巧 おの 引 
巧】 巧 夕働及 巧 巧のは 織 I ち 


7 ) 本,. 一田 一 へ J»BU 


第一々 劳 働及產 ホの 担緻 一田 
下げは， を 巧の 一 お規を 又は 契め のが 巧に おひ おがの た 了ず る 巧 日 走では •之を 在ず こと t 巧な 

い 0 

何人たり とも 巧 做を 巧ち の 巧した る 文せ にょる 訓令に 化 おする ことを 反 化 互つ 化を にな 否 
したる とを はがを にが 大 なるお 合は を锅 又は 巧を 及を 巧に 巧せられ る。 巧 巧が 化は 巧が 度 巧 
官 Q 吿お を待 ク て 巧 は れ ゥ sasM 1 十 ll _ iso 。 

巧のを 巧宫は その 晒お胆 巧の 一巧 的 又は 原則的 巧 巧の 阿 酉に M して 彼れ 0 巧 問に がず るた 
め， そのが 苗に おこる 極々 の 巧 菜が 門からの サ巧口 おな 巧を 巧を 召 典す る。 このを 巧 UQ 四 
分の 一二は 巧 倒 辟な の 巧 曲した お 佈をあ 巧から ま ばれれ ければ ならた。 巧を 巧は々 化芭理 をの 
を 巧 におけるが ぽ问 おの だ 巧 お 巧を とな 任お會 巧な をを み’ 巧 ホ义ホ 巧を 化 おする もので なけ 
れ ばなら め。 巧 門ぷの 四々 Q 1 について は •巧 化ち 巧を はな！？ 化に 巧 巧と 化が する 人* のゥち 
ょり 之を 任命す る ことができる (巧 二十 11 一條)。 

せ 會的名 春 度 巧 所の 職な 用 民々 供な 制 法は々 化な 同 巧のを 丹 のれみ め 巧 巧 ホを おも 直大 
がず る。 それは 巧 巧 生 巧の 巧 面に 巧なる な 巧め 巧を をな 入し •な 同 巧に わける 化ら Q 巧 化 じを 
みて 巧ら に W 思す ると ころのを 巧を なむめ にを 巧す る货 巧を わら ゆる 巧 化 おと々 丰 巧と にな 
巧せ しめる。 特に •备化 人は 香ユ 自己 ノ臾 巧ヲ なが シテ おを へノ ホれ ユ化ノ を カ ヲ # ゲ お 巧 w 



利 ユ 服 巧 七 ザ ル ぺ ヵ ラ ズ1{巧 三一 十 五 化)。 

れ をの あが 殺 判 所は み 巧 働な 理官 匹に 設立され る， お 判 所は 一二をから 株 巧され •一人は M Q 
お 巧’ 一人は 巧を 巧遵ち 一人は。 なをで をる。 そのぅち 闽 のが 巧は 巧が おとして かくので をつ 
て、 阁巧化 大巧の 问 なをえ て 巧 巧な 大巧に よつてな 命され る。 班が おは々® 風が によつて 化に 
巧 H された を 加ぶ ぶ 巧から. 陪 庇な として 彻 らくと ころの 他の 二 あを 巧 かする。 巧 倒む は 巧 あ 
巧に が祖 された あ 前の 赃 がに なつて 逃 巧し なければ ならめ。 化し 出 ホゥる おり ‘拼 睹化 打が 化 
吿 人と 同じ 巧 業が 門には ずる やぅ 巧な すべきで ある 累巧 十一 巧)。 

せみの おがに 反する 化が は 本 法に ホの かく 列が せられて たる 《巧 一二 十六 巧)。 

一， 巧 人と 雖 をを おぶ の 巧 化に あつて その 帷 W をを 川し 挺れ の從招 ザの々 樹を惡 巧を W て ほ 
巧し 叉は 彼らの あがぶ を强 かした る おを 

二. 巧 巧を が おな をな て 他の お 巧 巧を 巧 動して 巧 泣 巧の 难業 やかを 危殆なら しめた 巧 合’ 特に 
ななおが 巧巧內 の 巧艾巧 動に お 迸して 不 巧に 卞 ホし •想な 協 問 巧に おける 隨闷巧 巧 神を な 
巧め におな をな てが 化せ しめたる お 合 

111. 巧 巧 おお 巧の 所昭 ホが を 巧な に 巧し 反 巧して 朽 ずに 巧據 なを 诉励 又は 巧な をた し •父は む 
理 なの 文ぶ による 训を にを 反した る 巧な 

巧 一巧 巧 及 巧 巧の 組織 一 五 


« I ジ巧 働及產 なのは 織 こ ハ 
四 •借 巧を がその 巧務 の 遂巧 中に か悉 する に 至り 且つが 巧 巧 巧と して 指示せられ たるの 巧の 
巧 報， おしく は 巧を 上 又は 巧 お 上の お 巧を 巧 版な < 公 おした る 巧 合 
巧 巧のは 具にょ るれ 貪 的 お 巧に おする 化 巧の 吿 巧は， 泣 巧 おがを 巧へ 文ぶ を U て 巧の ご 巧を 
におして なされ わぱ ならぬ。 を理 なは 巧 化を ホ查 しがな ぶを 研閒 し， な 化が がれを めち# かが 
所に 巧 化す ベネ ほど あ大 なる ものな りる やを 決を する。 を 现 なが ホ 巧 我が 巧に かしてが をを 
巧 おせんと する この お ホを 同を 判 巧に 迴 かする 巧 合には •彼れ のれ ひたる をを の おお t 示す 随 
な 巧を 巧 付し なけれ ぱ ならぬ 棄 四十 一二 お)。 

•お ホ 載が 長は 巧め 監 巧な のこの 巧 求を 巧 巧な さものと して 巧 下す ろ ことができる •その 巧 
合 監理を は 一迎閒 巧に 名# お 判 所に 本案の# 理 をな 求す る ことができを おの + おお r 

巧 判 長が 化 巧の 化された る ことを 巧め たお 合には. 巧 ホ 泣 資义ち ラィ ヒス マルク U 下の 硏を 
の 刑を 課ヤる ことが でを る。 巧 巧 ホ も 巧 かを 巧な もこの 判み にす 服む ると をは’ 一迎閒 W 巧に 
ホ # 巧！： 巧に 舆 巧を 申な てること がで をる。 あ 巧 我！： 所は々 の 巧 fc 命ずる ことが でを る 系 一二 
十八を。 

r 巧吿 
二油資 



一二， - 巧 ラィ ヒス マルク u 下の* 巧 的 巧を - 
四' 巧を 指 巧 巧 又は 信任 著の 化 化に おする を 巧が ホ 
五 お居に おいて 巧 有せし 化 化よりの 罷免 

を* 巧が S はを 巧の 公開を を 止す る ことが でを るを 四十 セた) •巧 か芭理 をは* 巧に 么會ひ 
拍巧 を 提出す る 巧 巧を 持つ。 巧 ホ 人は な 逃 丈を 代理人たら しめる ことが で* る秀 四十 八を。 

々化を 巧 巧は あ ホを 判 巧の か 巧なる がみに おしても おおす る ことが で ♦る •巧 そ 人は 再ブ 
ィ ヒス マルクを 巧 ゆる 巧を 又は 上 巧 巧 巧な ぶ 第五 说 の 巧を 立吿 された るに わら ざれば •おがを 
巧 おする ことは でを ない。 

を 訴は化 林に おける 田 あ# をが 所に 提 おされる。 この 巧が 巧は 巧な おが 巧の 巧 巧 二を •巧 巧 
指 巧 お 一を •ななを ー ホ •巧を 府 代を 一 あより 巧 巧され る。 二人の が 巧 —— その 一人は 巧が おで 
ある —— は々 が 大臣の 同を をた て 司法大臣 によつて 巧 命され る •巧を 巧 巧 おとな 巧 おとは お 
がを によつ て 任命され る责 五十を。 

本 法は なを 的を » に おする 犯罪を ば侣任 ホを 巧な による 巧密 なる 巧が 又は 巧裝 上の-が 巧の 
なおに 閒 する 唯一の 巧 合を がいて は， 巧め てむ はめな 巧繫を U てを 獲して わる。 しかし 本 化に 
わける この 包括的な す 楽 あ ひの 巧 网は明 防で ある。 すなは ちその n 巧と すると ころは •一方で 
ホー か 巧 《 及 巧 巧の 巧な ー セ 



ホー み ホ 働 及 産 巧の 扭 9 一八 

は 巧 おを 现 為の 仰に おける お 力のを 用と， 他方では 巧 巧者に よるず 業を おに 巧す る不 巧の 干 ホ 
と 巧柔平 巧の 巧 化と を 巧 止せん とする にわる。 れ を 的ち 巧な 料 巧の 全 思 巧は 巧 巧で わる •そ 
れは 巧ち 巧を まを 巧 まに よつては をに 巧唔 されて わる。 その 息 凹が これらの 巧が 巧に よつて 
一巧の 巧なる 法 巧 上の 先例を 作る ことにを せず して ピ しろず 業 巧 S より 生ずる 諸 問な に 巧す 
る 巧 巧に わける 巧 本的變 化を 巧來 する ことにせし たことは 明 巧で わる。 

田 民 巧の 巧 が 法は 巧ま閱 巧の 巧 巧に をいて 困 巧 社 含 主を の 最もを おなる 巧 巧を ま 示ず る も 
ので ある。 すなは ち ピの巧 巧は 何より まづ巧 有を のが 巧を 巧と 团 おの それと に 細 巧して ゐる • 
巧 巧を はなれの おを の 巧 巧を たる ことを 許されて わるば かりで なく •本 法は あがな 巧 ホ 巧ち々 
かおの 巧 巧 著た るべき ことを お 巧して ねる。 巧が おは 指 巧を のい かなる ホを をも沒 巧す ぺ *1 
何らの 自助 的 手段を も 持たず， 巧ら はた ダ 困 まから •卽 ちなら の 巧 方に がける 巧 か 監理な わら お 
巧を ホめ うるの みで ある。 巧 巧を 巧を は 巧 まを 代表す る ものである からがら のかを に 巧して 
はを 訴 はを 在し ない。 ならは 巧府 のを 巧で をつて 巧 巧 巧の 訊を にがつて 巧 助す る •それれ に 
本 法の 巧 痛が 巧 巧す るか どうかは 輛 よりも まづ •本 法の 巧が に たづ さはる 巧 政を Q 人わ淹 力ち 
本 法の 巧 神を 巧 解す る ま 本 ま 及巧樹 あの 巧 力. 用 巧と によつて を まるで わらう •本 法 通 巧 U ち 
巧を のち 巧め 巧 巧は まとして 巧 巧備計 巧の 要 ホに よつてが* せられて 巧た。 巧 巧 的 紫 巧は 必 



が 的に 麥じ いもので わり. 經巧 的を おにす る 田 おのが がは 校货で わつた •かやうな 事情の もの 
にを いては どの 新法を の 原理に おして 公平な テストを 加へ る ことは 不 おで あつた。 この ナス 
卜が巧 はれる のは 挺 巧 的. 政治的 一 お 事 おが 生を 程度 Q 向上と 現在 巧 まに よつて 巧せられ てむ 
る おおの 疫巧的 制限の おみを 詐す やうに なつた 時で わらう。 

巧ち 巧仿 統制 法に よつて 巧ち 杜 を ま義团 おは その 巧 おがのを 設 における 巧な を ば おが 的 巧 
巧に をいて 巧践 にを さう と 試みつつ をる ので わる。 巧 巧れ々 巧に をいて はを 下がの 巧 まの 巧 
位は 巧 化なる 巧 立せ を 保持して ねる •が 制は 上から 0 規則 や規 めに よつて 巧 はれる のでは な 
< 共通 《化 3^ 曼 は 人生 巧を によつ て 行 はれる ので あろ 政 巧巧設 Q 巧巧 がを 巧 制ぶ 
におして 巧 巧め に 適用す る ことができる もの かどう かは が來 にわいて 巧 ホ さるべ を閒 巧で あ 
る。 この 贵 をの 巧 命は か九径 の 分が にを いては ピ の 田の 巧 巧 的. 政治的 巧 命と 結びつけられて わ 
る。 ぞ かはいを ダ苑 巧され て & をい。 阐 おな 巧の 進行は おれる 思 おを 持ク多 < Q 巧® によつ 
てが 響され クつ あるので あつて， 巧 極に をいて かを 化が どの 程をまで 巧 はれる かは お 在に をい 
て 之を 巧言す る ことは 围巧 である。 

巧 巧を 線 
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り ■ミ SK た; I で だジ 'にと ゥ でけ ■れいな" で 化れ 島 以 にいで け 


策】 章々 儀 のな « ごご 

ち來 の 巧 働 組合と を 本お團 巧との 巧 あの 上に 巧倒较 なをを 設す るには’ 國 巧れ をが 巧に をけ ， 

る 非常な 困 おと あおの 巧 巧と が 伴 はれた。 このぶ お 阅爭の 詳しい せ 巧は ホ 明で あるが しかし’^ 
それが 巧を 巧 街の 巧祖 おが か 何なる お圓 をで 酉 家の れ會 B 义お 巧な 巧と 仙* の 尊 業 超 巧の そ ゎ 
れ とに が咨を 及ぼしが 巧を 與 へる ことを 許される か. とい ふが に閱 巧して ねた ことにつ いては • 1.1 
疑 ひがな しない。 なかんづく 挺 巧 大臣 ヒャル マ ア.シ * ハト巧 ± の おを 下にを るを 業の 化が を "^1 
巧 お戰 おに 適合 ホし める 方法を 巧 おする ことが 特に 困 巧で をつた。 シ* ハト巧 虫は々 倒が 巧 抓 
又はむ 寡の 巧 かが お 巧 的ず 巧に 巧して 不 をな 卞 渉を 加へ る ことを 囘旌 する のに 巧む であつ た 。 Ml 

一九 S 四 年 十 巧 二十四日 首相 アドルフ. ヒ 7 トラ ア によつて 巧せられ た 巧 ぶ 巧 $ ^ .一 
rr チミ 辦ィ ミ。 がが よつて •巧 巧 巧 巧は 巧 おれみ お 0 指 巧 下にを かれ おの 化が がを ロベルト .ラィ 巧 
博 ± がを Q’v おプ かブ がァに 巧せられ た。 化は 他の 指 巧を 及 ま 任 をを 任免す る ホ おを 持つて わる 。 Ml 
しかし 本 令は これらの 指 巧を ぶま 巧を がま づ 巧-にが 巧 世會黨 具から 进 ばる ぺを ことを 規を f 成 
して わる。 巧が 巧 おのが 巧は 国民れ をな 0 がな 巧を のをせ 义巧制 下にを る。 

巧 街 あおの 巧技は お 巧 指 巧 巧 間には 彼らの が* をの 正を なる 巧 求の 理解ち 巧 巧を 閒 にはが 
ら のがいて ねる 巧を の 捏巧的 地位の 巧 巧を •生せ しめる ことによつて 產柔 やおを 巧 保す るに わ *1 
る。 巧 巧の 場合には. 巧 《思 巧は 自ら か 藻を 詞 停し •なて 國を巧 M •すなは ち 巧め を理 をと 巧 《巧 



が 巧との みちを 仰ぐべき か 巧を 巧少 する ものと ち へられて ゐ る。 

巧涵 のな 維 巧仿 画な は 伯林の 本部から 棟 巧せられ てね る。 本部は 十四の 巧に 分れ •それは 
巧な 上が 逸 巧が の ぁらゆる 超 巧 的を# 的を 巧を か 巧って ゐ る。 その 部の ホが ホの かし。 

プレブ お •アム ► 

1 ’ 出な 部 

シユサ ♦シグ K-T ムト 

二‘ 政治 敎巧部 
三 一’ な 合 賊利部 

ブ W パ ザング •ア A 卜 

四’ 宜巧部 

アム ト •フユ T -7 ホ A ブ X ダズン F 《イト 

ち 巧 巧が お 巧 

アム ト •フユ ア-ア AX イヴ フユ シグ. ウシ F-Y ル— フス M A ブイ— ウン グ 

ム ハ’ 巧 業 お ザス 巧が 指 巧な 

アム ト •フ ユア •レ ヒヴ Y ブ— トサ ング X シユ チブ レシ 

ち 法 巧 巧 謀な 

ユ 1 ザ シド •アム ト 

八’ 靑年部 

アム ト -7 ユア •アウス ビ* ドウ シグ K ヴエ —ゼシ 

みが を 部 

フブ ウ玉ン •アム ト 

十’ 婦人 部 

八イ ムシ H テブ テン-アム ト 

十一、 化 を 部 

ザイル トシヤ フトヴ •ア A 卜 

十二’ 巧 巧 部 

巧 一巧々 曲 及を 巧の 組な 一二 


第一章々 《 及 巧 巧の 巧 w ニニ 

TAX イブ* •ブ > シわ 卞フ ト—ブ 《 X •イシ ウト 

十ち 巧 巧 巧を 巧な 所 

ア.4.1-7||7*«>プス-<-7«>7シ-*-ヴホ*-<-ウング 

十巧產 柔自ホ 部 

>77><F1te*7n イ f 

十五 •『巧 ぴ による 力 詔 

ア *.! .•ブ ユア *7 アイエ ♦ア|イ’\>1-グ*-««4トウシグ 

十 巧な 巧が 用な 

たいていの なの 巧容は その あ 前を ぶれば わかる •けれども 若干の まに ついては そのれ々 的 • 
巧 巧 的を 巧の 故に お 圳の甜 明を 加へ てを く 巧 化が ある。 巧采 郁は 化お祐 巧を 巧 化な を 巧な ど 
のな 多の ままを をむ。 これらの 巧 巧は もと 巧 巧の 巧め 組合に よつてが 巧され たもので ‘灼 巧れ 
々巧が 巧 曲 まを 巧 現に ぼが であるに 巧ら サ •巧が 時が によつて 引な がれた ところの ものである。 

なおが 巧 及 巧 « 巧 巧が は 巧 没 巧 お ホを 助けて •自己に を も 迸 巧した 巧 おを 見出させる ことに 
おいてが 国 的な 化 ホを 巧し クク ある •時 菜 お 巧は， をら ゆる 化の 巧が 喊 がの 巧 化の やゥ に， W 巧 
れ 々ま 淀の お 巧 のれ 巧と なびつ いてね る。 れ 育と 巧 巧の 化# は 田ち の 一が めが 巧が なを# 度 
して 巧 はれる。々 树 ホを 人 A 巧 巧の 顿 お 及 地が から 泣 巧な > のが 望 且つなん 的な 巧 ま 义巧满 
に 巧の させよ ゥ とする 企 曲がな みられて ゐ ろ。 

巧な めせ々 ま おにを ける 巧 巧 わる « おは 辰に よる 力 岳に よつて* 巧 まれて わる •その 巧は 
な 百 萬の 巧 逢々 化を のために みかの 巧な 巧で 托巧 ので* るれ 畫を なて ゴ にを 短 上の 補 巧 fc 巧 



へて ねる。 この 部は I 九 一二 一一 一年 十】 H に 班が され •そのな ぶ 巧 一年の 閒 にお 二百 巧 人の 巧 « を 
がを のかな を 巧な によつ て おれに W かけた ので ぁる • 一九 一一 一六 年には この 人 おは 六な 巧 人に 
上 ばつたと いふ。 化の 部は を 0 巧な の 專 州に 巧 てられて ねる 巧 船と おお おお 地を 巧 巧 且つ 超 
をして む ふ。 さらに それには スボ ー ッ 巧が をつて ピの 巧は その 戍从 がスポ I ブ巧 化と ぷ巧巧 
を おがす る ことにな 巧を おへ. 且つ 健 おな 戶か 生を を夕 楽す る 方を を がらに おへる％ f かご^み 1. 
美 一 と 巧 ばれて ねる 誤は •その 巧を 内に 巧 生のを 类的改 巧を 採 州す る やう 巧 本 おを 勸ぶ する こ 
とを その 化な としてね る。 それは j 步を 進めて •な 本み におして は 一巧が めを 单 のぶに よつて 巧 
街を のか 適の ためにち 巧され た わ 子と ホモを 路入 する やうに •お远 おを には かやう なな子と な 
子と を お 造す る やうに' 勘ぶ すする ことまで もやつて ねる。 化い 設の巧 動が々 巧 大巧の リ こが 
常な が 巧を 巧す るに 巧つて たる ことは おんどが ひない。 とい ムの はか 巧され たなむ は いづれ 
も 化 巧め でぁ リ .その 巧 州は 大お脾 W によつて や 均の な 巧 旗 巧 かおの なおしうる 水が にまで 巧 
がされた からで ホる。 

巧 巧 利用な は 巧が 昔 巧を 化が 巧 術 おな みか 化 彼れ の お M 拉 にわけ るが なのが 榮的 他村に つ 
いて 巧掛 おの 相 巧に なじる。 その 口のと すると ころは. 巧 似 おが 闷 おれな ま兹凹 おの ホが にし 
て 巧な すべを 一な たるに む も 泣 切な 化义で 巧れ の 巧 閒を利 化する ために 化ら を かかる か 合に 
巧 一巧 巧が 戍 SS れ份 ニ ミ 


第一々 《 sg 巧の 伍な ニ ロ 
曲 ホさせる ことに 存す るので わる • 

巧 做 巧 按£合 かは め 二 卞巧 人で をろ ミミ S 人は め 1 S ライヒ こ； で •ぶ 級を 
がの 方法で 化合 A から 若され ろ おお. ま？ を 失 5 望 護 S た & s £ はめ 八 干 巧 
ライ こ； 忆上 0 •約； 一一 首？ ここ； は 巧 墓が 所 K 出 巧した 化を な S がみ 片 
として ま 巧 はれち S がでの 巧 用は わ 巧 干 巧 ライヒ こ； で わ 吴ち巧 ライ e こ ルク 
が 巧の 巧 おが 化を のために々 されて & る。 行な 受 はめ 七 干 巧 ライ ヒス マルク， 巧ろ 全れ 入の わ 

の 

二が 一一 一分に 上って わる。 

巧 蓋 巧 S 諸 か 猫は® 民 SSSSS 應」 て &ろ卞 食ち •一 をを 
む 111 壬 一 1 Q 巧暮 《ちが >が ミ 亩阳 記と 一*? た冨 5 S 化 巧 W とがわ 


る 0 
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レ 

で 

か 


だ 


々货 S は 志 QSS 化 巧 S へて蠢 S も れて わろ 巧 基 合に 
照 巧して ホの かを 文の， 1，5卜^ぉが ィ rA 卜 がわろ 化 をぉェホみ推ェぉぉ 化 g 巧 S 巧 萃 
木材 5 •を呈 零 化 至 S 版 SHS 5 公 拿 S を S — 白 由 S .— お？ 孝 

1 お 探 お ホ 巧 お 李 ェ柔の それで わる。 

地 巧め 組 S を 下れ ss が，， ちが ィ听 がで わつ て •それは 二て な 去 巧 妾を 巧 用す 


I ^ 

M 

ぶ 

けジ 

曾 



る あらゆる 巧を 內 にお 在して わる。 巧を 巧 巧 巧の ホを は两 おれを 黨 のな 具で なければ ならす 

+ ♦ホ + T * ■ヴ 于7—ス デイヴ シエ -^卜— — ブ* ♦ H レシ ■♦*# = ザ ♦♦シ ^エ — 

且つ 通 巧は nsbo として なられた 巧ち かを ぶ 巧を 描 化 組 巧の なお 菜 巧ち であ 
る， こ QNSBO はを 化 巧の 巧を における をを をなる 巧 化で ある。 をれ は信货 できる 控 おの 
ホるな 貝を W て 巧 巧され •その 任 巧は おを が® おせを まを の 原理に せうて おを されて 巧く やう 
にを 巧す る ことち 义 びを 巧と 巧 おみが とに 巧を のが 巧に 閱 する 巧 巧を 供給す る ことに 存 して 
わる。 かやうな 方法に ょつて 苗 ちれを 巧の 本 巧は 二十 人 U 上の々 巧 著を 巧 用 する 巧 業 巧 巧と 
不» Q 巧 « を ほつ ので ホる。 ， 

產 業の 巧 巧 巧が 祗 なの 化 おは •一九 一二 五 年 一一 一月， 資本み 阁 巧を 巧 お 我 おのが 成 中に お 入す る 
ための 巧を 的 協 巧が おお ばれる までは •いま ザを 巧され なかつ た。 これらの々 本 お脚拉 3 化な 
には 坦 おれを » 政 おのち ホ 大臣 シャハト 博 ± が 立つ てね た。 一九 一一 一四が 二 H 二 十と 日のを 巧 
にょつて 化は 西ち 化會 まを 两 おが そのち 巧む 巧を 货 わする のにが W ずる ことので きる やうな 
包 巧 的な エ柔 及巧柔 の 組 巧を 削設 する ために •巧 化な 巧 おを 與 へられた。 すなは ちシ ♦ハ トゆ 
± の巧與 せられた 樓 おはみ のかく でを る。 

r 特 をの* ほを 巧該 エ柔义 はを まの 唯】 の 代あ團 巧と して 巧を する こと。 
ir 新 函扭を 設立し' 二 巧な 上の 西 巧に その 活動を ホに すべを ことを 强 おし •义 はおな 曲® を 解 
第一章 巧 《 及產 まめな ♦ 二 五 


藥】 ♦ 々儀 及 産 巧の な tt こ ホ 
巧す る こと。 

111 . 由 巧に お 巧を 巧 巧を を 入す る こと。 

四， 图捉 のをを 及 田 お 間の おを を 巧ち する こと， 

五 •围 巧の お 導を をな 巧す る こと。 

六 •か 何なる 巧を におして 又は 一切の 巧を におして 迎 巧への 加入を 强 制する こと • 

シャハト 巧 ± にょつて 展開され た 計 SQ 下にを いてが 內 のをず 粟は 香 おめ 巧 巧の 
心 ィ；； 載と いふ 礎 業 的み かに 巧が された。 このが 業み 分め 組織は (一王 i ご 手工 柔 g 巧 ま 《四淫 
巧霎 五) 化な 萎 六) 動力 粟の 六 大おィ i 相が へがを 含み' をのぅ ちを 大 のを 巧 巧は エ聚の それで わる。 
このを 田 H 業 群は セ 個 S 《か， 鸣 が》 S 分され. S はさら ； が忆 細分され る •全闷 
手工 おがは め 五十の 封 t 邮ィが シゲ も， 心 二が 八な て稱 巧され が 他のを 巧 おは 腹ち にち 巧 巧に 巧 分 さ 
れ担 巧が は 一つな 上の 部に お 分され る。 

な 上 六 個のを 巧 おは ピの 巧な におに 巧 ふ 化 描に 加へ て 巧 方 おにょ つても 化 巧され る。 
これら Q 化 方 群は 一を お 化 ホに わるが】 を 巧 巧 •例へ ぱエ おがに 巧す るす ぺ でのを ネ おを 化を 
する •巧 巧の おつた 巧 おが 口を 代表す る 巧 方が は それらの 共同 利な をが 巧す ベを 至大な 巧 巧 
的必 巧の おつた 巧 合には’ 巧 巧め 地 巧 がをお 巧す る ことが でを る。 巧 巧 おもまた を 田ち 巧を » 


の C れ らめ隹 ♦々數 ■に « レ ■か 6な««« にイ をに た# ♦もこ ♦る 



巧に 代轰 ホら れる • ’ 

を 巧の ホ 巧 的な 巧 巧 巧は 化 域 的に 十四の 地方に あ 分され 各地 方には 一巧の お 巧を 具會 
がを 盈 されて ねる •化し， ヴ ••スト ファリアと 西 苗 巧 巧には 例 ル 的に 二 化 ぁる •お 巧を A 會は 
巧な 地方に をけ る 一切の お 巧 的 利益の 化 おぶ でぁる。 巧該化 方の なまを ながのを 頭が この 歪 
貝を のを 具を でぁる。 なは 二人のを 貝を 代理を 持つ， その 一人は 手工 栗を 代を する もので なけ 
れぱ なら 夕 他の 一人は 巧 巧 大臣に ょつて 任命され お該化 方に をけ るを 里の ま 業を 化 おする も 
のた るぺ をで ぁる •をを 具を は證 巧み 遙を 持ち •それは を該 地ぶ における 一切の お 巧が がちを 
酉 群 •を 巧 巧 姐 方群拍 粟を 歲巧 手工業を 进 所のを をを と 一人の な 業 代を ち 一人の 地 ホ 自治 巧 化 
おをから 煤 成される 。この 超 巧を なをは 法な 上の 制度では ない •したがつて その© なは 法 巧 
にょつて 規 をせられ ず， そのを 款 の 異 るに 從 つて 巧 方 地方で 巧 0 で わる •その 巧吿 とみち とは 
その 巧 方の 商 おせな 所 か 又は 種々 の 產巧 おかを 通して 巧 巧され るので わる。 

一地 方に おける エ菜 及商柔 の 法な 上の， 卽ろ巧 法 上 必代荣 をは 商类 みな 巧で をる。 それは 一 
ぬ 的な 巧 巧 《 及れ をな 策の 一切ず 巧に ついて •並に 巧 巧. か 因島 替巧 巧を 出 •か 田 巧 おみの 問 逆に 
昭 して 含該 地方の エ巧及 巧 業の 利 おを 代 あする。 ほ 菜を な 所のを 共た る ことは なな 地方に を 
ける】 切の 企柔 におして 强制 的で ぁる •をな 所は 巧 巧れ を まを の お 巧を お理 のな に 沿ぅて 巧 
巧 一な々 《 及を おのな » ニ セ 
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第】 さみ 働 及 産 巧の た 織 こ/ 

宮 まれる •會巧 巧の 舍巧义 は 巧 巧ぶ はお 巧 大臣に よつて 巧 命され ピク おを される こと もで* 
る •巧 巧 大巧は また 會 西に 巧 力ず る諸閒 を 落の 歪 貝を 巧 命ずる。 すべての 巧 おを 資 巧の 中央 
あほは Tfrs， が； か； 私 ミ も ミが！ が •的； かぅ が" でを ミこのを がは ち 巧 大臣に よつて 化を さ 
れ る。 がは その 仕事を 巧 柔會な 巧と お 巧を A 含と を 代ます る 一一 一十 名な 下より なる 諸岡會 g に 
よクて « 佐 ホら れる • 

一切の 喊能 5SS5 基は おが》 ち 'iTV* が* 所忆 代？ られ ろ*** 所は ホ の巧 

巧 貝に よつ て# 巧され る • 

一’エ 柔 义巧柔 を！！ 巧 W 合會 Q# 巧 

二， ホ 巧のを 田 巧 菜 おのみ 會ち 

一三 •セ 巧の 主を エま巧 Q 备 をを 

巧 义通柔 の 代表を 巧 人 

五が 柔の化 まを 數名 

六' 自ホ 巧の 代 おを ホ 名 

わ. ち巧大 居の 任命に よる エ芙 お數名 

再 民れ 會ま義 用 おの 巧 化な ち 巧 政 巧は 巧 巧 大臣に よつて 捏 巧を a 所を 通して K 行され るの 



でぁる- 


產 業及勞 働の 骑 合を 織 


a ベルト. ライが ± の 巧な 下に わる 巧 化の 組 巧と シャハト 巧 ± のが ホ 下にを るを 柔の組 巧と 


ブ X 卜 •フ H A ヴア ♦卜 々シグ X •ザ ►イン シャフト .7 ♦シ • T * パ パト • 

の 閒の巧 巧は 現を のと ころの 巧 巧 自治 


rv イ ♦トシヤ ブト 

をの 組な によって 


巧みされ てね る。 この 圖 巧の お 巧は 一九 一二 五 年 一二 巧 二十 六日に わける シ * ハト巧 ± と ライ 巧 
± と 巧 街 大臣 ゼル デの 閒に おばれた おを な ライプ ツイ ブヒ なをの 結果で わる。 

巧を のが 合 化が は ホの 諸 田 巧に よつて 横 巧され る， 

こ) T ， ァ がィッ .，が ミが；； か；，， 卜 このを はを W 巧 巧會巧 巧の 巧が々 巧のを なと おがが 吟含 
が— が 歪 おから 媒戍 される •このを 巧 的な 巧 巧 及を ホの 巧 合 含な のす ぺ てのを はは 巧の 或な の 
化合 具で なければ ならない。 を 浅は 巧 巧 巧 巧の 組合を とを 田ち 巧會巧 巧の お 巧に よつて 召 ホ 
される。 巧 巧大 だと 巧 通 大臣と 巧な 大臣とは を 巧に 出 ホす る樓 巧を 持つ で わる。 み 巧 0 なお 
は 本 來ホ茲 め 且つ 巧 問め で ホる •を 巧の 任 巧は 產柔义 巧 巧の ぶ 巧より ち 巧— ぶれみ 巧 巧を ぉ 
なし' 苗 巧の ぉ 巧と 適用と にあた つて 生ずる ことわる ベを 巧 巧を 巧 化する にわる。 田 おがまる 
を 巧を 採 待す る 巧 合には. をな は# おなしに 之 fc 度 巧す るた めの •そして 一む にこの 闻 巧を ま 巧 
巧 一巧々 te 及 産まの 担 織 こブ 


14) 々 • ， • 貪 3 ザー义 ミを ■ 巧 ^た r な 巧 lU -Neoe Fornaen der 
Gemeinscha ! tsar し 《れ •一 


♦#ur な c»A. 


第一た 巧 働 及 巧 巧の 坦織 古 10 
と 巧® とに 巧 巧させる ための， 手段た るので をる • 

を 巧 巧 働を 謀は， 特にを 困 お 巧を な 巧と な 力す る 目め をな て 組 おされた も 0 でを つて 巧め 巧 
おの 組合 長の 任命す るめ 八十 あのを 具から 巧る。 を 菜 部門が のを 西ち を 巧 合な のをを を 
と 巧が 風が のを 地方 當お所 おとは お刖 にを おされた 人* と 共ち 巧 « 合 薄を 巧 成す るので わる。 

0 1 敵 ミが ミが，；. か ミが；- が， 本を なは 巧 雲 具を のを なと 巧 街を 巧のを なと からはる も 
ので' 巧 化 巧な の 組合を にょつて 地域的 巧を 協力の 目め をな て 設立され たので ある， 

二一一 薪 パ s '. が々 がが 本を 貝を はめ 二十 五 巧を 半 巧と する 田 巧に わる 同】 部門の ホを に 巧す る 
一切の 巧 管を 代ます る 六を な 下のを 本 まと 六 名な 下の 巧 S をから 煤は される •かやうな を 丹 
々がを 千と な < 組 鉛せられ た •このを 巧を はか 何なる ホち をな す 巧 化を も 持つ てわない •そ 
の晚 能は 巧 お 率ぶ 寒 防止 睹 業を あ. I お 巧が 條 件の やうな 巧 酉に 曲がして 巧巧芭 巧を み々 化圾 
なに おして 助言を 巧うる にある。 

画替 任を を 巧 これは 巧々 のちを にを ける 巧資の 自治を 化を する もので をる • 

產お田 巧に あつて はか 入は 强制 的で あるが， 巧 巧 田 巧に をいて は 巧を めで ある •田を 力自ホ 
巧の 企 菜を をむ あらゆる 企 おとを 柔を 巧を する わら ゆる 人 A は， それぞれのを 菜の 巧 巧が ぶ 巧 
巧 群に を « しなければ なら & •を炼 の 過怠を にはを い 巧を が 巧せられ る • 



カルテルの 發達 


巧が 巧な に谋 成された 產お函 巧は 巧 格 生を 板 


を おなか 域 •な 引^ 件^ 輪 制^ 目め とする か 巧なる 
これらの 蜡 おはか 心 テ^^ 歌る ところで をる •け 


を おに も從 巧す る ことを 禁止され て わる。 これらの 蜡 能は々 ルテづ のす ると ころで をる •け 
れ ども 一九 一 こ 六 年 十一月 十二 日の 命令に よつて カルテルは 產柔因 巧のを サ 下に S かれた •そ 
の おみ ピれら 二つの 典型の 困 巧 間の 梢 巧な 閱 巧が か 何なる ものと なる であらう かと いんこと 
について は •ず 日 之を 言 ふのは 時巧尙 早で をる •お來 における々 ル テ A の 巧 速が カルテ A 又は 
その 姑々 の 巧 具の か 何なる ものの 利益に よつ てよりも おを みな. ル巧贸 ぶ. お 政の 巧 巧に わける 
巧 化な 阁民的 諸政 策に よつて 益々 多く 巧 謀され るに 至る であらう とい ふことは 多分に わりう 
べき ことで ある。 過去に をいて は々 ルテルは その 巧 具の 巧 巧の 巧大を その 巧 1 Q 目め とする 

の 

生を を 又は 商人の 任 怠 的 おなで あつたので をる。 

一九 S 一二 年 及 一九 三 一巧 年 巧 年には’ 巧 菜 沈 巧 巧に 巧 < をら ゆる 化の 囘巧 巧に をけ るが やうち 
カルテルの 巧に おける •特にを のを 時までは 化かし か カルテル 化されて わなかつた 完巧 品エお 
及 巧が 巧萊 において ’乂 巧な 巧 加が をつ た。 一九 一二 一二 年には セ 十六’； 一二 四 年には わ 一二 十， 一九 
一二 五 年には 約 十三 三 九 一二 六 年には め 十一の カルテルが 化热 された。 一九 一二 五. 六兩年 S の も 
巧 ー タタが 及 ホ 巧の 巧 =11 


1 の 會 ff 巧 订 iiura 々か ■化 j か 奇一乂 s — a ♦に 藤一 i 
17) おぶ ♦ル 巧な め ♦♦た の 傷 斧 ♦ゥん 


♦一巧 巧 働 及 産業の な 織 ミこ 
’ の 

ホな 前の 巧 おと 一を する ものである。 

セつ のを 柔は 一九 一二三 一年に カルテルを 化る やぅ 政 巧から お 制された。 一九 三 一网华 にに お啤 
セメントを 巧ぞ魚 製品の あ耍を おを ぶむ 九つの 强制 カルナ ルが 化が された。 一九 一二 ぷ 年には， 
化 巧 巧る カエ お 辕巧性 巧缉巧 固を タィルを 含む 六つの 强制 カルテ ルポ 化 猫され た。 一九 一一 一六 
年には 刺 刀な 生 巧を あが 巧 印刷 おが 强制 的に カルテル 化された。 他方に おいて 人 組な をを 巧 
巧 カルテルは】 九 三 ニニ 年に •ホ 瓦 カルテルは 一九 一二 四 年ち 巧 巧が 巧 •巧 巧な 巧. 晚 巧が み央 なおぶ 
おお 巧 おの カルテルは 一九 一二 六 年に 解 巧 さ ホら れ た。 

商工 案の々 S 巧な への お 巧に ょつて •さぅ して 今日では 內 地を 巧が 品み 半が なの 一切と 少く 
ともを 巧な 生産の 半'! とに あんで わる カルテル にょつて •田ち おみ まを 巧府は 巧での あらゆる 
方面に 完全な がが を 行 ひつつ ある。 政 巧の H 的は •か 何なる 巧人义 はが 曲の 巧 巧を も 巧る こと 
なく’ 一 化が 利 —— この 一が 席 利が 何で あるかは •一に 巧 おれを 巧が みを する ので あるが I の 
ために 由內 の 巧 巧 生 巧を お 巧して 巧く ことに 存 ずるので ある • 

巧 お 及 結言 ‘ 

两 おが 制の 巧 張は 巧 本 的には 适 巧な も 巧 巧な との ホ 分な 化む をた る ことと， 冉巧惦 が 畫を金 


常 弧，,-* が* ミ。 トー 日. 



を な だに 卜も 


ブ リヴ ブ ンユク イシ •マ* クス r 露: ミ B 家に* r ける Fri む Moral 
"Co が r 巧 It in the Third R わん" —乂 ミホ お J ー ミ « ■に* けち, 
イ rAe *. な J Ro け t L け •••iX‘uuches Rech し • •丘 g 巧 ミ 夏よ々 めかぶ. 


なする こととの 巧 » によつて お起された 非な 巧 巧に ぶづ くもので ある。 問埋は ホの 出に 接し 
てゐ る。 すなは ち’ 非常ず 態に 巧ず るた めに 巧 用 ホら れ たなが 且 包括め なが 制の 制 おを 通用す 
るた めに ほ 巧に •よつて 进られ て ホ 现に适 られつつ ある 巨大な なめめ 拽 脚は 决 して お 巧 的 非な 
時局の 巧 態が 巧夕 すれ ぱ .それに つれて 調は ぱ蚕裝 巧が 一され るか どゥ か. とい ふ おに ホる。 W お 
れを 主を の 巧 巧 政 巧は •巧を はち 問 企 菜を と巧爭 すべから ず， となす にある。 「用 おはがに 间 巧ち 
巧の 巧 巧の みを， 巧言 すれば •人 巧 あ 巧 おの 巧 ホに を も 適を する 方法に よつて 巧 巧を 巧 巧 あ 化 描 
する ことのみ ちその 巧 巧と する。 この 制限の 巧內 にを いては' 巧 即か菜 おのが おは •それが を拉 
巧 巧の お 利を ち應 する おり’ あらゆる ホ 法を U て 岡 おによ つて 促進され るので ある 。 J 

巧 間 企業が な 的 利益の ためにす る 巧 動を 巧 おが 許す のは •お閒 かおが 利抑旌 巧の ためにを 求 
ず ぺき巧 巧と， 闽 巧を 巧の 利な のために 闽 まの 巧て た 計 董〇を 巧に 干 ホし ないた めに 巧刚 企業 
が 追 ホし なければ ならぬ と闲 おのかを した 政 巧との 閒 にが 巧の なせざる 化り にがてである • 
巧 民れ をぶ はお 巧 計 巧を 持つて ねない。 巧 巧の 巧 力への 上がは 现を巧 態に 巧す るな 烈 なる 
反抗の 紀巧 である。 ロベルト. ラィ 巧 ±Q 巧ず ると ころに よると •一九ニ セが に阁 おれみ 巧の 一 
巧 門を がヒ ブト ラ T 巧に 一つの 計 巧を 提出した 。之に 巧して ヒ ブト ラアは ホの やぅに をへ た 

の 

とい ふ。 

巧】々々 WA 巧 巧の 巧 3111 


ホ ー々 巧 《 及* 業のは# 

窃か 51 つのを 济計 巧を お迅 する ことは' 予〇 なしぅる を もるな ことで をら ゥ •吾* は 
すでに 票 S 山を 5 S を S てむ ミ》 から fK* た 一つ？？ 公 5 る 巧 由 
はお かに 少しもを 在 しないので わる。 一 

两巧 SSS 濟—寡 S とい ふ大 5A& 忆离 K をけ 5 ;s 養 勢力を 巧 
用す る 必置 ょ 0 5 f れ 5 ち SSS 震 & け 為ら か sgsii は 巧 逸の 
巧 勇を 雲」 たで わら ゥ •モれ 化ち 夏は それが 相沒」 た 制？ 雲」 て ミ 宴の 上に 
巧 巧？？ 5 た 長では t こ QS 置 養を SS か f 3 民 的 置」 と S ホに 

巧 巧させる ために •そのち 大ホほ 治め 巧 力を 用ね たので をる • 

巧仿 S 曲 的 力は な 巧され た •曲 巧を 約 も 巧 S もを 在し ない •现 をのを 律 お 巧〇 下では 
2 は 网お に？ る ものたら ざるを 得ない • 5 柔の組 巧は 田を にょつ てな 制されて むろ 
そのが ホ 者は か閒 から 落 ばれた 巧 おおでは なく ' W 巧杜 々巧の ち 巧 大臣で わる •巧 ホ おは 化に 
巧して 息ぶ を 開 iiV ' る特樓 を S ては む SS れ S 令 と St ミ •巧* 
QS まは がれの ちを SS となされ ち 化れ の巧化を は 化れ のな® をで わろ ならは ホ 
れの 命令を g 行す ac とを？ た&い 蓋れ Q ホを S 」 て 巧 隻理を 5 S する C とがで 

* る • こ Q& 府 s 吏 は巧哀2 護 溫」 5 5#s で わろ* 本 f 巧 5 もが 



れ のみ 巧に 封して お 論し えない。 

巧 ま 問の 巧 ホは 禁止され た。 巧 巧な 方に 封して おを における 唯一 まは 巧を 人 巧で をり • 
巧 巧の 利な と 調 かしない 限りは 站 何なる な 的 利益 も视聖 でない’ ちが 切を によつて 吿 げられ る。 
田 まは おを 所 巧を の 行動が 社を の， 打を に 違反す る 巧な じは •巧 巧を の 地にから 之を 招 免す る こ 
とがで きる。 同じ 巧 由に よつて’ 闽 家は 巧が ぶの 就いて わる 地 化を がを ずる ことができる。 田 
おは 巧を 巧 震の 巧を が涅 ましくない 涅 合には •さぅ して 困ち お 巧の 他の な 巧に 資本が ョリな 巧 
に必 をと される おな にはが 該を 業への 巧資を 禁止す る ことができる •阐 おは 视ひ 化されぅる 
利 巧の 金額を 決 巧し' 割餘 金と して 保 巧され るな がの 利用 方法を 統制す る こと もで きる。 まち 
酉 まは 巧々 のを お义侧 々の 企業の おみに 垄 わられる 巧 おおの 额を かぶす る。 なをの ホむ とし 
ては 國 おはわな を 銀. 利率 信用の 巧 及 分配を 公を する ので ある。 

巧 おれを ホ 茜が 治 Qg 年間に な 鼓され たお 巧 的. れ を 的 制ぶ はなを ので ある。 それは 日日に 
巧 巧され つつ ある。^^ マを 巧 足す るた めでは なくが 旧の なに 應 ぜんた めで ある。 巧 おな々 
ホ おは 巧 巧の 搭巧 的. 社を 的 化 措に 封ず る 何ら かの 巧 断め 計 まに よつて 巧 巧され てむな い 。 W 
おれを 主義の 巧が 立法は 巧 子の ないじ かし 沒巧 とした 言 おにたちて ゐ る。 巧 なおは 政 お W か 
からは 何らの 制 恨を 巧らない 巧 化な 巧 化を 與 へられて ねる のでを るが 波ら の おかと なる ぺ* 
第一章 夕 働 度 産 « の &« 己 五 


第一章 巧 惟及庄 巧の 担樂 

み 巧め な 規則 义規 めの なをして むない とい ふことは 勘 まなが 巧で ぁろ それ ゆよ に 2 めに 
いふと. 巧閒巧 柔 Q 活 sc おける 巧 化な 自由へ® 巧 W とい ふことは を 全な W 寒.* 合 主を の地汉 
いふ 二と ととを く 同； ち 起？’ へを C とでを ろ窒 ごづれ s £ るか 巧 おおが ••ルす 
でぁらら ラ。 を* 巧來忆 琴る W 。 忆 わい 了は. か 巧 化る S な 巧 化を も 巧？ る 巧みは む レ 
ので わる。 
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第二 章獨 逸に わける 勞働 者の 經濟的 地位 

巧 巧れ を 主義が おの 第ー ホ巧ヶ 年か受 一九 一ー ニ Ills 六 年) のを ホの 巧な はた 类を 除を 巧が ぶ 
の 地 化を 改 をす る忆 をつ た。 一九 号 51 パ のが 力を 招に 化 だつ 巧 選 巧 岡を における 妈 巧れ 
か 巧の ホ要ス a I ガンは f 化 巧と パン J でぁつた。 

一九 年の か 巧には 失 おが おを ななせる 巧が おお 巧に を 巧せ る乂 おを はが 一ぶ じぶ され 
てゐる やぅち 六ち 巧 人な 上を おへた。 之に 加へ て® らく】 百 巧 人の r 小：？ 担乂 おを がが A して 
ゐ た。 彼らは ななの ホ 巧を をが 乂 つて 右た のでぶ 碑の ため 巧の 化務 がに 出城す る ことを やめ 
た 速 中で ぁる。 をが 欠 菜ぶ 救は す 巧 にがおし •をに】 九 一一 一六が 九 H じは 一巧 逆を 化かな 過す る 
にす ぎめ お 化の な 字と なり、 他方 不可 お乂龙 はおん どを く巧义 した。 こ 公す 可 担 火で 夕巧巧 中. 
わ 五十な 人は お 化す 能を とお 巧され てね る。 巧が の 欠 おは 火ぶ 分は なお 巧 動の 串 巧の 巧む と 
S 巧 動の 巧 巧の 巧な とに 起 巧す る。 一九 一二た 年 一 H に 火な おが 巧 八十 五な 一一 一千 人に が 加し 
たのは •を： 乂 にょつ てが なされた 巧 お 巧莱巧 動に おいて 巧 通 にぶられる お 巧の ホな めかな の 結 
巧 二な 词这 にかけ る 巧 かみの 巧が 的 お 化 一ニ セ 
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第二な 切 巧に わける 巧 tt 巧の な濟 め 地 化 巧 0 
巧で をつた。 だから 一二 H じは え 粟を をは 百 二十 四 巧を 干 人に が 少した。 

訊 ゆ るヴ郵ッ^^ヴかァ械ィがす なはち巧働わ巧計まに使用されてゐる々がぷの數は*一九ーーー巧がの 
や 均 五十六 巧 人から 約 十 巧 人に 引を 下げられた。 をれ ゆ 免に が 巧 的には. 巧の 年 齡に逮 したわ 
ら ゆる 獨 逸人 ザ 班 おでは 正規め な 仕ず をぶ 化す ことができる といん 狀 態にまで がが して わる 
ので ある。 

乂業 克服の 巧務は 部み のには’ おが 巧 能なる 巧が をのを おを ザな 义强 制め々 おを 化に 化 化ず 
る ことによ つて. さらち 公 巧 巧 ホ义稱 軍備の ための 网 をの ま 化に よつて 巧な された。 巧す 偏を 
除 ルしても' が お み 止ャ がシ Q ための 政府の 支 化は 非常に 巨が であつた。 化ち ぶ 止 化の なな • 
内 水路の 捣 おぶな が 港 対な を. 閔を 义國民 化を 巧 諸機關 のた めの 新なる なけの 巧窠 もの 单巧用 
ぶ おの 埋設. 续沮义 巧が 巧の 工場 及設 巧の 巧 巧 及が 狼の ための 巧府 の計莖 は】 九 一一 一二 年より 一 
九 S セ 年に 至る ii にめ 巧 十な ラィ ヒス マルクに 上る 留 のま 化を 含んで ねた。 巧 巧な 巧からの 
巧 おによ ると. 障が 空 巧の 巧 事の 裝備 の 巧設 とお 持と を 含む 巧 巧 巧は 同じが 刚の閒 にめ 八十 位 

の 

ラィ ヒス マルクに 上つ たさぅ である。 

極々 の 巧を 計 巧の ための 政府 まがのを 大巧は’ 一九 三 ニニ 年の 半 巧から 一九 一二 六の 半 巧に 至る 
閒に巧 加した 巧 粟を 巧 お Q 一二 みの 一が 余 二を に 示されて ねる やぅに， 毯榮柔 において 席 化され 
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巧 ニ ホ！！！ 泣に わける 巧！！ ホの « 濟的 地な nil 
たとい ふを 巧に 反映して わる。 こ 〇期閒 にを いてを 巧 おの 巧 おを は 六十 六 巧 六 干 人から 二百 
五 巧 セ 干 人に がち 二〇ク 九％ ザけ が 加した。 巧 巧 零な 械 おを 業 お力单 巧装适 おにを けるな お 
を 巧の 大が 加は 一部分は 政府の が 軍備が をに’ 一部分は 公共 主 木が 柔 のな 巧に’ がせられ る。 巧 
綻エ をと お服エ 栗に をいて 巧裴 をが 巧 お 的に 巧 加し なかつ たのは’ 一方には がかの 欠乏ち 化で 
では ピれ ら巧柔 にを けるな 業を のが 退が をを が エ’裝 においで ょりも 少 かつた を 巧に 起因す る。 

就を をな を ば】 九 一ニ セ 年の 初頭に 達せられ たな 水が にお 持し ゥ るかを かの 巧齒 は‘ が 本め に 
は两 まが 巧の 問 ミな であり， また’ 巧巧備 のた めの 大ま 巧が おつた 巧 合に 材水 巧のを 巧を しう 
る お 力が 民間に あるか どうかの 巧 煙で ある。 闷を がを のま 化を 巧 おしが 人な ちの 巧 巧に 巧す 
る 現在の おおを がます れぱ ，直ちに 巧を 粟に 巧 まなな 巧が 现 はれる であらう といん おがが な < 
抱かれて ねる。 

を 間 》 及 週 貸を (名目 的 及 巧 巧 的) 

一九 111111 年 U 阵 ，因 民 おを 主を 統治のを 本 政 巧の 一つは’ 時間な 錫を の 巧 加を 防止し 材 時に 生 
巧 巧のを 巧を 囘 おする にを してむ た。 この 政 巧の 第一の 巧 分は 巧な 閒庞じ おしてむ 巧の 巧 巧 
した 完を をを 治めが がを 巧して 巧な された。 しかし 巧 二の 巧 分は！ 一巧な 巧 力の 巧を 巧 巧 上に 





みだす が 制 不能の が 巧の ためと •度を おの 巧な を® 巧 させよぅ とするな 巧の 巧 空 0 ために’ ョリ 
西 巧であった。 

巧 111 をは 一九 一 111— 一四 年に をけ ると 一九ニ セ 年より 一九 一一 一六 年 半に 至る 時閒 巧り 及 巧な 
りの 名目 n 及 巧巧資 をを 示し 索 四 まは 一九二 八 年より 一九 三 I 六 年に 至る まおエ をに をけ る 名 
目巧级 率を をはす もので をる •基 巧 年度の 一九 I 1111 一四 年を I 00 とすれ ぱエ震 巧が お 0 
名目 時閒貸 銀の や 均は 一九 so 年には 二〇 セ. 一で’ I 九 一ニ ニ 年には 一六 六を で わる。 それは ま 
ら に】 九 三 ニニ 年には-六 一. 四に ’1 九 S 四 年には 一六 一 •二に 巧 少し d を 一九 一二 六 年 半を 同一な 
にな 付され てね る。 一時間の 巧 がの 隣な 力は 一九 111111 四 年の 100 から】 化 II 二 年に た 
いて 硬を 0 を离お 一四 四を に 上を した。 そ Q 時な 來 •それは 捉えず 巧を の 一路を 辿り •一九 S 六 
年 半に おける 一 1 1 九 直に 至ってね る。 

あ 目巧贷 おは お 貸 率と， 巧が 時間が を 週 四十 六 時 問から 一九二 九 年に おける 四十 一時 閒 半に 
短搞 された こととの ために •一九 S 二 年に おいて 一一一一 0. 五と いふな 巧な に 下 巧した。 一九 一一 一二 
年な 阵 はを 目 巧な 銀の おおは 巧が 時閒 の 延 おのな 巧， かなり 砲な な-:‘： 舟が 向を 示した。 I 化己 
六 年の 半に をいて はお 茲は ニニ 八. 〇 を 示し •な 週の ホ も々 倒 時 閒は巧 十 ちん 時 巧であった。 一 
九 一一 一六 年の 半 じ おける 週な 銀の 巧な 力は 一九二 八 年 Q やわよりも 打く •一 化 1110 年 じ お注した 
巧 二な « をに わける 巧 K ホの 色 > 巧 ホな 田 I 二 
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» 巧る 巧 お 巧 巧！!! 則に 依る 巧 女々 のをの 時 脚 巧 錠を 
(1923 年 巧 月 一日 —— 1 化 泌年巧 月 一日） 

ほ 巧 —— « な 困 巧 か 巧 （巧 位 ライ ヒス ぺユ ヴヒ） 
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巧 二 巧 巧を にかけ るみ 働 ホの お濟 め 化な 西バ 
戲 をの 高 水が に 比して 少しく® いば かりで もる， 

この 結論は しかしながら 若干の 制限を 必を とする， 何とな れぱ •まづ 巧】 に > 巧が 巧は 一九二 
八 年 及 so 年に おける よりも 3 リ 商い 觀な〇 巧 所得を 化稅 ぶれを が おがと してを 拂 はれば な 
ら ねから •このが はな 巧のと 规所 巧の 分析に 閒顿 してが 巧され るで あらぅ。 巧 二ち々 の おの 
巧 入す る 巧な の おなが お干 巧 下した。 巧 S ちな なの 生計 巧 巧 おは】 九 一ニ ニ 年 U をに おつたわ 
巧の 具 度を ホ かに 反映して わない。 それな にや おめ むのを 巧が ぶの 生を お 巧は 巧* 巧 下した 
ので わる。 ほお 率の なせ 化 態は 不動の わ仍 水準に よつてけ はれなかつた •とい ふのは むがの 
巧 始計晝 はを 大な ル两 巧を 閒 巧を おおし， 図 巧な 巧时 的な をお货 さちおを のを 巧な 及 巧 巧な の 
非 巧な を 入 巧を よぎなくし たからで ある。 タザを 巧 お 度の ほ 下は を おさる ベを ではない •巧 
め 人口 Q 地位は を 巧と しては 改 をせられ ち ミことは を 巧 おが 巧と お 本が なの 巧 巧との 枚 
字に よつてを 示せられ て わる。 

を 巧 働 所得 

巧を にを ける 巧め 所 2 統が S いては 巧 巧 巧と が 巧 S な 宇が 則* におは S れて ねる • 

-德 所得は 巧 S を 5 £」 て 支が はれた 講 S 約を 一て •資 SS 置® た 《に 《妾 


を 巧が 充 をし ゥベき 巧を まは す。 兩 をの 差 巧は なを 巧 おお. 巧の 我錢 の 巧 .みが 救 巧 寄附を を 
巧の ま 巧 0 ために 巧 かを のな 缀所 巧から 控除され たがに をた る。 巧 五 おは 一九二 五 年ょり一 
化 一一 一六 年に 至る 巧 銀 巧 化を あが も 生を をのを 巧 所 巧を 税 かかが おみ 他© 巧 金 •純 所 巧を 示す も 

ので ある。 

巧 晒 中の 巧 銀 巧のを， 使用人 及を 公 まの おは 一九二 九み Q 一一 卞 二十 巧から 一九 己一 一年の- 卞 
四百た 十 巧に がち 二 七. 一一% だけが 少した。 同じが 閒 にお 所のは 巧な 一一 一十に ライ ヒス マルク か 
ら 二百 五十と た ライ ヒス マルクに 扭稅 となを 化 おがと をを 除した 巧 巧 巧は S ち 八十 五 化 ライ 
ヒス マルクから 二百 二十 五を ライ ヒス マルクに. 卽ち四 H ハ％ だけが 少した。 一人な りの 巧 所 
巧は ニモ 百 一一 一十ー ライ ヒス マルクから 干 セ 百 四十 九 ライヒ スマ A ク に. 卽ち •ー セ 九％ だけ •一人 
巧り が 所 巧は 干 九 百 六 ライ ヒス マルクから 卞 ちち S 十 ごー ライ ヒス マルクち 巧ち-み 六％ だけ 
巧 少して ねる。 

之に 致して 一九 S 二 年ょり 一九 一二 五 年に 至る 期閒 には’ 就業を なは モ 四百 セ 十な 人から 干 八 
巧 五卜巧 人に がち 二 五ん％ だけ 紐 所 巧は S ち 二十 二な ライ ヒス マルクに がち 二を S % ブけ •が 
巧 巧は 二ち 八十 一倍 ライ ヒス マルクに がち 二阳充 ％ だけ お 加した。 一人 巧り のな 巧 料 じな W 
上 同じ 化の 干 t 巧の 十ニ ライ ヒス マルクに 停まり’ 一人 巧り のが 巧 巧は なかだか りが じて 干ち 
巧 二か拓 なにわけ こみん ホの お 巧む 巧 位 口 九 
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巧 ニク « 巧に わける 巧 働 ホの 巧濟 か ホな 五 二 
ち 巧 十ー ライ ヒス マルクと なつた。 

一人を りの 巧 巧が を 巧 巧に 比例して 巧 大したな かつた のは •ちとして •一九 一ニ ニ 年 W ホ 巧の 力 
への 追加が ながの 巧 給 生活を よりも まに 巧 錫 巧が をであつた もちに み づ くむで わる。 一九 一二 
一 一年に を 銀 巧 街を はを 所 おの 巧た. 0 % ち 巧 用人は 一二 0 直％ ちな 公 巧は ニニ. 五％ をを わつて & 
た。 之に お應 する 一九 一二 五 年の お 宇は それぞれ 五 巧兰％ '二八 兰％ 及ぴ 一と. 凹％ で ホる。 しわ 
るに 巧银巧 おちの 平均 巧 巧は を 公 おと 使用人の それよりも 巧い から •一九 一一 一二 年より 一九 一二 五 
年に 至る 一人を りの 巧 巧の お 字が 下つた ので わる。 

個* の 巧伤 をのぶ かで なく， を 括と して 苗 民 所得の お 地より すると， 注目す ベを 巧 巧は々 化を 
巧の 巧员力 のぞし い 巧 加で ある。 がち •一九 一ニ ニ 年よ. リー 九 S 五 年に まる 閒の巧 巧の 巧 巧の 巧 
か ホ 五十六を ライ ヒス マルクで あつた。 义も 同じ 期 閒に闯 おのれを 的 ま 化が 十五を ライ ヒス 
マルク ザけ 巧 少して ゐ るかち 巧 巧 巧 巧の が 巧 加は 差 引の 十一な ライヒ スマ A ク となる わけで 
わる。 この 追加され た巧员 力は 巧 六 友の 示す やぅな •小 巧 菜に おける 巧 上の 巧が とお 木 巧 お 0 
巧 巧の 巧大 とに 反映して わる。 

所得 階 お 別によ る勞働 所得の みが 



一九 I 二 五是 2 急 SQ め S 11% がーケ Hs 十 セ ライヒ こ； 置 s 學る 巧 

銀々 樹を によつ て 巧お られ てゐち これら Q 人々 は 赁级を S を扭の ニー ニ％ になろ 之に お 
して 一九二 圣 li は C S 巧. S に？ る S 意を： 所 2 六 一 一玄を 受け •巧 倒 お 含 Q 三 I 电 
八ん を 示して ゐ た。 また 巧 七 S 明かな や ラち； 量年忆 はな 5 S を 促 S 五％ ご 
化 二 妾には を Q 四 量％ がー ケ巧百 四 ライヒ こ； 孚 S けた。 平均 巧 護 巧は； 

二 九 年には 百 一二 十五 ライヒ， < マルクで .1 九 量 年には 巧 四 ライヒ スごク であつ ち 

巧 給 化 巧 ホの 平み 巧 巧は 巧 鼓 巧が ホの それよりも かをりに 拘い 。それは 一九二 九 半には 二 
巧 セ ライ ヒス： クに •一九 一二 五 年には ち 八十 义 ライヒ こ ル クじ上 ぼつて むろ； 二 九 ド 

にを； は 巧た S 2 S 五八 矣 I 忘 比」 こ 九 一二 五 年に お S ては そ Q 六 男％ が 

— ーケ巧 二百 ライ ヒス マルク U 下を 巧け て ゐちこ QS 巧な Q 所 5 は j 九 二 九 年に を 

いては を 所得 Q 二 を 一% を. 一九 量 年に おいては そ Q ーニ寞 ％ を 受取つ た。； 二 九 年 こよ 

祷たホ S を捉 Q 五.； が •一九 I 二 五 年 C は そ 〇内 •二％ が 五 百 ライヒ スマ； をな 過す る" 巧 

巧を えて ゐ セ。 

巧樹人 DQ - K 産 ij よ ミ， られ了 ゐる胃 ライヒ こ A こ H 所 ぶ & そ 3 疾 & 

の 生 巧を 稚持 する QC は 直 かちで わる。 けれども 巧い 易 S 忆招 する 22 かなりむ 
を 一な § になけ る巧奠 のな 窝 なは 
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6> 有 霞 jHpt にかけ も Aitio 千 sea ヤー g —千 人中た 了 有 藥» は ホな E 十二 萬 置 r •入た C へ で 
&る. 


第二な 巧过 にわけ る 巧が ホの が お 的 か 化 がプ 
おを 0 をは 化ら のは 叙の-かに よつてを の お 巧を 立てて はねむ い。 巧ら はむかの なが 巧を， おに 
典 お 及 商 架から 0 をれ ゎ* •ねつて むる。 をむ 上* ぞくの おを 一 お 故な りに 二人 U 上の々 仿巧 がを 
る。 だが ピれら W お 楽 にも拘らずが 巧 おのかな 〇 の 部分が 相應な 生な を おれず る じ 化らぬ が 
をな 巧しつつ ある ことは 巧 ひない。 このな だは 巧裝化 態が 殆ん ど勉 かがに 速した にも拘らず， 
政府 Q 夕巧 なおが 巧が なが 沿が されつつ をる ことを ぶ 明ず る ものである。 この おわかに 一九 
一ニ ニ 1 一二 一一 一年む 十-を 五 干 ラィ ヒス マルクに 比して 一九 一二 五 I 一二 六 年の 十々 お 一二 干な ラィヒ 
ス マルクと なつて ゐ る。 む 巧 巧巧阶 なに おする 巧が ホは るく おが 牛み ぶ哗其 他の あおが かな 
のがに おいて 闻 みから おか 巧のを 巧け るので ある。 

巧 働 人口の 職業の か 布 並に 成長 

一九 S 一二 が〇间 巧調查 によればが 八を にぶされ る やぅに 六 卞五百 二十 一巧 八 干の 人口の 中 
で S 千 二ち 二 +九巧 六 干 〇が萊 巧が ゎつた。 一八 八 二 年より 一九 一二 一二 年に 巧る 五十 年の 巧 刷 
ち 人り が 六 S も％ 巧 加した に 封して 将裝夕 むじ 九 一三 一％ 增 加した。 た 子が お ホのを 人口に む 
すろ 剖な が 巧 0% 巧 加した eQ に比べて 巧 子が 業を の それは と％ であ ン た。 がむ 生 巧ぶ 巧は 一二 
六 六％ せ 加した タタの 者の それは セみ 二％ にす ざな かつた。 采^^ が ニニ 内％ 巧 かした にな 
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巧 八 表 巧柔 人口 （1 が 2 — 19 巧) 

出 巧 一 巧 な 巧が が 巧 
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第二 a ホ 有 業 人口 （18»2 — 1933) 
出 巧 一 巧 注 巧 巧な 局 （巧技 1 が 2= 100) 


■ 


ホ 申 巧 用の 面 用は 巧 ti 


家* 矩巧人 


田を にわけ る 巧 « 者。 經濟め 化 化 


••か 


化 


して 卖ま 使用人 數はセ 丸％ ガ けが 少した。 

一八 八 二 年には なお 巧 倒 おはを を 業 人口の 四 ホ 巧％ を 示して ゐ たが •一九 一二 一二 年には そ Q 四 
六. 一二 ％ を现 はすに 至った。 同じ 期閒に 俸給 生 巧 お 0 削 合は セ. 0 % より ー セ. 一% に 上った が お 
巧 巧 用人の それは み 0% から 111 入％ に 下って ゐ る。 を 巧 業を 中に おける お 主の 割合は 二を 六 
% から 一六を％ に洩 じたのに， 手 助 家 故の をれ はみ 九％ から 一六 も％ に 巧した。 

無 硬 業を なに おける S セを 二％ もい ふが 加 —— をれ は 一九二 五 年より 一九 sill 年に 至る 刚 
に 特に 額蒂 である —— はな 年を 救の 巧 巧の 巧 加を 示す 人口の 年 齡が分 ホに をけ る贷 化に】 な 
分は 起因して ねる。 この 因 素が 巧 加の 一半の 巧 因で をり 控 巧の 巧 索が 他の 一半を おおした の 
でを る。 

一八 八 二 年より】 化 一二 一二 年に 至る 有 業 人口 0 独 お 的 分布は 巧 九 表に 示されて わる。 この 巧 
閒 において 商業 及 交通 おに 從 がする をのを 巧 お 人口に 封す る 削な は 一一 九％ 巧 加した が 之に 
おして 自か蜡 粟を の 剖な は 巧 五％’ エ裴义 手 H 業從 巧ぶ 0 割合は 一巧％ ガけ巧 加した。 をな お 
人口 中に おける 度 お 企業家 及な 業 巧のを の 刺 合は 三 一二％ がみし •み 逝 使用人の 割合は 五一% 化 
少した。 

一八 八 二 年 じは 设業 はなお 人口の ほぼ 一が を 占めて ゐ たけれ ども •一九 S 一二 年には 二八ん％ 
が 二を 巧な にわけ る 巧 化 ホ S お ホめ 巧 位 五 九 


の W ♦巧 巧々 亨有 Att に# 金ぶ び 义業夕 ぶを な < 美« 々巧 の をな む • 
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を 示ずに すぎない。 巧 おは 他の 巧ち 巧 踊の ための々 力 供給む ホ 巧 巧みでぁつた •なま 上の 白 
な 白 足を 化 遊す る閣巧 化み ホ 巧 政 巧 0 ながと して. 巧が が これ U 上 山を より 板を 巧 おに 向つて 
巧 化する ことは 巧 待で きない。 それ かに •むい 口から 化る と 非な ちの 巧 化の 化む は 人口む 口が. 
巧 加に よ クて規 をされ るで をら ぅ。 

人口の 巧 加 

巧 巧れ々 ホ 茜巧府 Q あ 本 的 巧務〇 一つは お 巧 人口 のが 加 率 におけるが おを 抑止し. 旦〇 之を 
逆 巧す る ことで る。 この 人口 巧 加ず 0 が おは 本化紀 の 巧 城 W 巧 巧 はれて がた もので が 十 おに 
明かで をろ 一九 一二三 一年に おいては •山を Q 巧 じ な迹 は 一九 0 1 1 年に おける I 五. 六％ •一八 八 二 
が一 一八 八 五 年の 五年閒 における 一一. 一二％ に比べて がかに 一二. 五％ でしかなかつた 。巧な がか 
計 W の 推 巧に よるち 化 じ ホが-九 二の 年より 一 化' 二 六が におる 水 ホに 留まる ものと 假 おし •一 
化 二 t 年 におけると 同じを 巧 あを W てす ると. 人口は】 化 六 五 年 巧には お干 巧と なり' その 明か 
ら巧 少しが める で わらぅ。 おし も 一九二 t 年と 一九 五で がとの 閒に ホす のが や 力が 二 五％ だ 
けが 少し' そ QW 後は 巧り なきもの とおぶ すると. 人口は-化 五〇华 における 六卞 たち 五-;- 巧に 
たいて を 巧 助に 速し' その 年 W なが おして ゴ 000 がには 化かに 阳干六 巧 九十 巧を 巧す るに ま 
巧 二な 巧 巧に かける 巧 働 ホの お 巧 的 化な 々 t 


グ ブス r 人口々 た ♦ 々 ■! ♦ ぶ 》. V, G!a s."S む URFk for P< pula せ on •勺 ♦ 一％ su** 
-A —二 一 ja* ♦ア •♦ク >fr •ス r 巧#々 人口 —— 心の 凌 H とが グ 'IfigJ A. M. Carr- 
i« under, "A ひ r イ PipuUtkm.pAW Gr、,*th and Present Trenoi (•••碧 二十 B ■一 
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— ニー J ! — 

S« under, "VS ひ r イ i^^puUtioii.Paoi Gr',*th and Pr 

二 化 寅の > 夏， 

<10 iutg rftiUlUfj — だと 攀， 一巧 . a-il 


巧 ニク 扣巧 にかけ S ホ 働 者の お濟 めかな 々二 
るで ぁらぅ が 

人口が なの# ぶは おお 及扣 をを 巧 風す る ことを 目的と する 一 蹄の 方 巧に よつて お爭 されつ 
つ ぁる。 一九 一二三 一年 セ 巧には お 巧 巧 2 が 子供の 出を によつ て おに 贈 おされる ことを がたず 
る 法 巧が 通過した。 其 他の 方 巧は 子供む による 祖稅〇 化が もが 錢逍の お 刖お引 •巧が 市 おに お 
ける 特植の おな ひ お 五兒な 上の 化生 兒ピ とに’ 巧 化 百 八十る ラィ ヒス マルク 來说 をな W する ぶ 
庭に なして 丈拂 はる 每月十 ラィ ヒス マルクのを 巧义 おおのた めの おがを 山を が 化 巧む 创 なを 
規 をして ゐ る。 

一九 一二 一一 年から 一九 S 四 年に まる 邮ち 姑が なは 五一 六 •と 九 一二から と 巧 〇 •一六 五に 巧 加し •子 
化の 政は 九九 ち ー ニ 六から r 1 九 八， 一二 五 〇 に 上 姑し 生の 巧 C 应 ぶは 一九 华の技 化が 
五％ から 一九 一二 四 年の セ. 一% に 巧ち なした。 けれども 一九 S 五 年には なお 蚊は 六を 〇バ 五】 
にが 退した。 同年の 巧 生 おは 一九 一二の 年に をけ るよりも むかつた が 化 じ おに おける 相 おのが 
加が 出生 S 率を 七％ 忆 引を 下げた。 一九 一二 六 年 QSQ 5 において 結が おは 一九 一二 五斗 
の 同じが 閒 における 四 セ】. 六 一一 五に 巧 比して 四 一ー ニニ.- VM 11 五で をつた •子供 数が 少しくな く 化 
た わが 巧かつた ためち 人口の 自 巧が 加は 一九 一二 五 年の な 巧の 一二を にを ける 一二 六 八 •化】 巧から 
一九 一二 六 年の 同じ 期閒 にがけ る |二 九 六 > 八 五 〇 に 上 巧した。 
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巧； 一巧 巧 巧に わける々 《 ホの 巧 巧 的 ホな 
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巧 二を 扣这 にわけ る夕か ホの 巧 濟的あ 化 々田 
一九 一二 をが 及び 一九 一二 六 年に をけ るが おな のがな は 一が 分は 巧 制 おな のが 用に •一が かは 化 
巧昭爭 Q 刚 QW 生 率の 大巧 少 のな 巧が 现 はれ 始めた を 巧ち がせられ る •これら 二つの 巧 菜は 
一九 一ー ニニ 年 八月から 一九 一一 一六 年 十二月に 至る 閒に闻 おのす 化した 六 九 四 •一二 五と かの 巧を 巧け 
金ょりも ヨリ 有力で あつた。 出生を 巧 加の ための 政 巧の 對 巧の な果は 測を しがたい。 とい ふ 
のは おにを 菜 活かの 巧 巧 尖 おのが 去を 巧め をを の巧大 がそれ 自 みお 巧と 出生の なを 巧 加 せし 
めた であらう から。 出生率は 不まお U 前 Q 水が に 引を 上げられた。 しかし それでは まだ 人口 
中に おけるな 年を の 脚 合の 巧 ホ 的が かと その 巧 巧の お 巧と しての 人口の が 盤を 巧 止す るには 
不充分で わる。 

が來 における 勞 働の 供が 

閒近 きお 來に關 する おりに おいては •巧 化の 化む は 人口の 自が巧 加 0 ほかにを 巧の 巧みから 
巧大 されうる。 巧 十一 架に 现 はれて ゐる やうに •巧が 力の 可な 的 近 加は 一九 一二と 年に 百 八 w ’一 
化 一一 一八 年に 化-一-八 巧と おを されて むる。 これらな 教 のうち 一九 一二 t がに あつては 三 一十な 人 •一 
九 一一 一八 年に あつては 巧 かに 十 巧 人 だけが 失采 巧から を おへと 巧な されうる であら ゥ 。々の々 
へのを 乂 のを 加は が 人 巧 化をから 巧 巧され る。 化しを がめ® おへの 化ら 3 巧が は •お 人む が 巧 


11) ムプ 々ピ 4 ム ♦シ J ハム プ •一 Its ベ 年 十二 巧 一 8 •ミ とん 



巧 十— 巧 追加 巧が 供給の 細 源 （1 ミな 7 — むがが 
巧 m m —— 巧 な 巧 巧 巧 （單な 千） 

長 


み お夕巧巧の巧巧巧巧»年^^：め«なの巧きホの, 


巧 む 巧 巧 

1 

1 1937 

193 8 

化 巧ぶ よ り 

300 

100 

手 巧を 族よ り 

40 

40 

お ま：： り 

170 

170 

人口％ かよ り 

170 

じり 

夕子 巧® の 巧 かより 

200 

300 

其の 他の 湖 泣より* 

ゴの 

200 

1 

1,,) 神 1 

980 


巧な にかけ S 巧 化 ホの お 巧の 巧 也 


はま おであり .その 化 まは ホ 巧で わると なす W 
巧れ 合 ま 巧の 好 ホに せ だする もので ホる けれ 
ども。 を ホ 0 巧は 巧 巧め 染 曲の 能率を 巧 巧す 
る ことなし にが 少 する ことが でを る •何とな 
れば この 階ぜ はを お 的 お 僻が がされて わたす 
をな のが 問に 異常に 膨 股した から。 巧 化 化 給 H . 
Qm リな 上の 巧 乂はホ かお 蚊 数 3 巧少 にょり • ^ 
また おを 年限の が 綻と挤 巧 巧の 巧 なむに j | 
ょって ザ i , 能で あるが に 

近を お 巧に おいて 巧 逸は々 份 化 む 余 巧の-小 I 
化に 巧が するとは 多かないで わらぅ けれども. 巧 
みが 巧が のな 切な ホ 化と いふを 乂 なを おがが I 
在して むる。 この ことは 一 化 一二 六が にが めら 
れた巧 ヶ年計 巧のを け 上を じて 米た お別^ 么 け 
要を 考 がする と •特に さぅ である。 巧 株 巧 おむ 口 

ホボ 



。、 巧で IS ぶ、 . s 一； r ぶ* イ. 二、 二ー ニ* け屬. - ん: ィ が-, な B . 


巧 二# 田 a になけ る々 W ホの 巧 濟的ホ 巧 すブ 
不足は】 化 一一 一六 ザの 進 巧 と共にを* 痛 巧に おじられて 米た。 こ 0 す 化は 巧あグ .ィ设 巧げ 代に 
巧 練を おする 晒 震に 巧 かを を訓 株す るのを なつた ことと •夕 くの 巧 巧 略 1 がが 巧に 巧 化された 
ことと に •お 巧す る もので をつ た •工業の 化 巧に おける 不 かな W がの 水 巧を なぇた 巧 おは •を 干 
の 巧 巧に ぁつては. おを にを ける これ W 上の 增大 が々 のの 約が 俯に ょつての み W おで わると い 
ふやぅな 巧 遮を 巧り 化した ので わる。 

巧な 毋 巧に 助す るな ま 

かかる 巧應 Q 結 巧と して •政府は-九 一二 六 年 十一月と H が 米の ために 巧な々 化 者の ホ かれる 
供た をが 成し. 问 時に 现 なする 化む の！ 般に说 化め な妃 かを 巧现 する りめ を もつ 六つの 命令を 
巧す る必 巧を ぶめ た 刪 これらの な々 Q 1 つは】 切の お朽 にかして， がらの々 め 力の 巧 巧の が 化 
とが ホを でに 厢 入られる 見込の 见巧 H の 数と を 二 H + 五日 U 前に その 化义 の々 が ホ 務 所に 中 
ホす ベを ことを が 制した。 その 中 かに おいて 邱巧 紹介 及み ホ 化な « お艾は 化れ の 巧な サ るが 
はか 巧 巧の が邮 しなければ ならぬ 姑巧エ のむ を從 をし ぅる。 お L も 巧る む 巧が' お 求され た义 
巧エ をを 化 用す る ことが でを ぬと おへる お 合には 材 化の 化 巧エを 卵が する ために 必® とされ 
る 巧 川と 同じを がを 惦お 紹介 W にか 入し なけれ ぱ むら 化い。 

巧 二の をを はを 巧エ おに おける 巧が々 做に 巧ず る 巧 ホを 巧 除す る ことを りのと ずる もので 



闻巧の戍<^.と養0§^^|^を巧3巧现と忆とつ了$巧と夕 へ ら化る化巧のおホ0阳止サられる 
ことを 巧 ムサん とずる に ホる。 これらの 巧 まさ 二 おを 二み ぶ 链化立 ここを 受阳 巧 化のを ち さ « 
巧 六 巧が おおむ 奠 八) 佑 お 钱お進 梢 巧 化み お叟 - 0) 錢 .おが 他 3 ホ 巧 K なの 满巧 巧で わる •これ 
ら巧 ホ！ i ¥ ミづれ S をに おい 了 も. 護 わ a 巧 S 2 所 SM か ミ」 C 1 ニヶ H 刚に 4- 
人を 巧 ゆるみが： 丄〇が 加を なしえない 。この ホ W をがず るに ぶつて 夕 化巧扮 巧は 阳が 夕义 が 
おむ 化を 化が な巧資 がの 阴资 .々脚ぶ 化ち Q 巧浑佑 出に 脚昭 I て化府 のな々 を议い L つク ホる 
お 巧に 傳化拖 を 巧へ わ ばなら ない。 

巧 一二 Q か々 は 一巧の 巧 おめ お 巧 がをお エお义 化 巧ぶ における 巧が 一丄を そわ 训 巧され たるむ 
巧と 我る 化 おにが 州しつつ ホる おな には. すぺて 之を 慷 W ホる々 おか 務所 にがおし なけれ ぱな 
らぬ 行を がを して ゐる 。巧の 巧な 所は かかる々 のぶを ば そむ 巧な を 3 リょ <巧が し ゥるお 巧 
にがす が 能を 巧 へられて ゐ る。 

巧 SQ 命々 はが 巧め. 政治め 乂 化から 蓋で ホるな かむ 巧ず むた わ々 の ぶと 林れ とのた 分な 
る 化が を 化がず る ことを H 的と する。 この か々 むがた になへ ピ •一巧の が 間 ホに 公み のが 巧は 
かくと も そのぶ エ Q 码巧 削がち が 巧な かを 巧 化 わる々 化 ホな 所に 化ぶ L なければ なら A •そ 
して この 巧 吿は必 巧なる々 が ホ 必 とがが Qft と t 記が する ことを 巧す る。々 ft に 巧す るよ 巧 
巧 二々 拓 なにわけ る 巧 麵 ホめ か濟 め 地は 


巧 二 巧 » 泣に かける ホ 働 ホの 巧 » 的 化な 六へ 
として 五モ ラィ ヒス マルクを® ゆる 巧を 巧せ ざる 巧閒 のを 巧 及び 同じ 二 巧五卞 ラィヒ スマ ル 
ク をな える がを 巧せ ざる 公共の 巧 巧は このを 巧を 巧が される。 

巧 五の 命令は 一四 ヶ 年が 巧のを 行は 巧进人 巧の 巧の のを 巧が 利用され る 巧 合に おいての み 可 
なで わる 育を 述べ. 十 人な 上を 化 用す る 一切の 經巧 におし の 十な な 上の 人* の 一巧 比率た お 俯 
すべを ことを 巧 ホす る 巧 巧を 巧 おが 介； 5 おにが 巧して わる。 

巧な 巧の ホの お 持が にして お 巧の 巧 巧 引が によつて 四 ケ毕れ 巧の 遂 巧が 化 寒され る こよを 
防止す るた め. 巧 六の 命令は 田 巧 菜が 介 巧を のか 可れ くして を* 及を 巧 H おにを ける 巧 « 巧 働 
ホに 巧す る 巧 巧 巧吿& 化ず ことを 裳 止して わる。 

巧 お 及 お 言 

巧 おれを ま 巧の 巧が 政 巧の 下 におけるが お 化は ホ 0 やぅに 巧れ する ことが でを るで わら ゥ* 
j 尖 菜は 資巧上 排除 せられた •むしろ 巧が 巧 S おの 不 化が 现 はれて 來 た。 

二が お 率は ホ g に 化 たれた じかし 一時 閒〇 巧の 0 映 巧 力は を 計 巧 巧 度 0 ため 若干 巧 下した。 

ち 生な 巧の 增大 はたいて い 0 ま おにを いては々 « 時間の 巧 おによ る 巧な 巧〇增 かによ つて 
巧る 梧ぶ に 袖 巧され てね る。 



巧巧进 々のをの かれり 巧 山な 巧 分は な 小 化の ホ 巧の 么巧 を充 すには 巧* 不 化する ザ 所 巧た 
をけ てね る。 したがつ て 彼らは， 他の 瞄 裳から 巧 巧を えてね ない 化り. 闻 みの 扶巧 t ホと し 
て 巧 わの 形で 巧 ふので わる。 

五 •な萊 おかと を 巧 化 巧 巧と における ホ 巧な 巧乂 はなみ 商な のが かなわが 乂に 巧いた。 

六术 巧な 時化を 通じて 引が まな 俯されて 巧た 巧 勘 巧は そのを 巧 程 巧を 巧 下された。 しかし 
他が じあつ ては ，前には を 部め 义は部 かのに 失 おして ゐ たかな 巧の 巧の ホの 担 巧の 化 化 
がが 巧に か 海され た。 

巧樹 政ぶ のが 域に おいて 巧进が 巧が してなる 训 煙は ピ のな をな 类 のか 遊を ががず る ことと 
巧 巧 率の 巧 加 か 牛： なかの 巧な かによ つてな 級の 脾巧 力を が乂 する ことと である。 近を 麻 巧 じ 
閒 する おりに おいては.- 满お化 態に をけ るが 迅 はわり さう もない やうに ぶ はれる。 がつて々 の 
の 不 化が ヨリ】 なの ホ •采の 化跟に 巧して 制限を 加へ るで わらう とい ふことの 方が ぶかに 山り 
ゥベを ことで ある。 この ことは おじ 巧 株々 做に 關 してぶな する。 巧 お 率の I が 的 トー 姑は が。 
さるべ < もない。 とい ふのは 内地 巧 巧 巧な とたが 生巧构 とむな 乂 可能の 帖 化に 化 川して わか 
うとい ふ 政府む がが 政 巧に よつて 增乂 をよ ざな < されつつ あると ころの 化 ホ •巧の が 巧を 巧 止 
する ことが 紹巧 的に 必巧 だからで ある。 これらの 巧が なをの 化で 化 巧す る 巧 川は どれら を 化 
ん 二々 阳 なに かける々 ホ S が W 的 ホな ホ ホ 


巧 二 巧 » 巧に かける 巧 s 者の 巧 濟的巧 化 セ 0 
巧巿 おで 巧 ふが 格ょりも 和ぶな い。 この 巧 巧の 巧を は 巧 泣產柔 の 巧を 能力を 巧け •それが 巧 巧 
する 化り. 生 巧 巧の 其 他の 部門の 引下げを やらざる をぇない ことにな らう •さう して 冉が « 打 
巧は 化 巧ら 汾 の 巧が をが さない から. 阁 おの おお 的な 治が が 下にを いて ほ 化に 巧ち ゥる生 巧々 
中の ホ お 巧り は货お ザと いふ ことになる。 生計 巧に 閲 する 限りは， その 巧 下を が 巧す る 巧 由は 
少しも おおしない 。けだし’ 一方では 政府 Q なま 政 巧が 姐 方では か W 巧が 上の 曲な が •た パな の 
巧 巧の 巧 巧を おんど 不可 おに 近い ものと して わるからで わる。 

これらの 巧 巧は 巧进の 政治的 お 巧 巧たち にょつて 巧 巧に 把 おされて をり •一が 公 ホ 及び々 巧 
ホから 之を はがせん とする 何らの 企间 もな されて わない。 巧つ て 曲 家は 巧 巧ぶ にかして， み & 
巧を 强大 化し そ QW 巧め わがを が 盛 せんがた めの 巧：；！ 3 里を 遂行し うるた わに « なを 攝は 4 ば 
ならぬ 巧ち おしだて なく ありのままに 韶 るので わる •かやうな* 曲む への 巧へは 不滿 をが 少 
する ことに 巧 巧ので をつた やうに 具ぇる •とりわけ それは 姐ち で 巧 巧が が 里に 巧 止され > 巧 巧 
迫 求が 巧 巧 上がが された ことを 巧 做ぶ がかつて ゐ たからで わる。 それ ゆ 左ち々 « ぶが 化ら Q 
巧 巧に 巧して がず る 何ら かの 不 巧は. 大部 夕巧 巧れ みまを W おのな 化な 巧 内的を ホの 巧 巧に 巧 
ずるな おとして 巧 はれる ことになる。 しかし かかる 不滿 のか 及を み 巧す る ことは ホ 可 巧で わ 
る。 といん は それを 公 巧と 荣巧 する ことは 宙巧 にせ おであるから •ガザ なんらかの々 お不ぶ 



の 巧 巧ず る 可能 巧が がしない といん ことは がが iQ ことと 考へ ていい •け ザし •一つには w おが 
結大な 政治の 巧 力を がつて ゐ るからで あり •二つには なち 巧の 巧 巧 ホは 巧 巧され た 巧 巧 的 旧な 
にょつての おに 利な せられて ねる からで ある。 それに 加へ てが 音 巧の 巧 巧 人は S 巧め 巧 巧の 
巧が における 阁 巧れ々 まを 闽 ぶの 莱 姑に 巧して はぶかを なて 之に がちして わる。 がりに， が 入 
の 利益が 闲 おの 政 巧の 円のと 巧 巧す る おな には 括 人の 巧な を 巧な する ことなく •巧 巧の 巧 的| 
—が澗 .が 化生 巧控 巧义裝 俯の がおか 紀 .お 出入 —— に 巧して 网 おが 愤が 的な が 制を 巧な した こ 
とはが 打が QU がの が ホ ホぶ ぶたち もまた 化ぶ を W て 之を 迎 へて ゐ るので わる， 


巧 二な 巧这 にかけ- 3 夕佑 ホの 巧が 的 地位 ホ】 


» lt 妄を 巧の 肤 a . 

第 s 章產 業の 狀態 

を 業 復興のを 質 

I 九 I ニニ ザな 阵の巧 巧に をけ る產柔 巧 巧は •おとして 公# と 木 事 粟み び 巧 巧 巧への は 巧の ち 
なの ま闲 にぶ 因し ちそ sf して. 巧 巧は 主として 生産 おが 諸 產柔に 生じち； 一一 一六 年 
には •こ Q 種 S 產業忆 おける 生產 坂を は 一九 天年忆 比し こ 五 蓋 大したが •巧 巧が の それ 
は 五％ 巧 少した。 巧 巧の 生 巧は 一九二 八 年ょりも 一二 〇% 巧 加し おは】 一ニ ニ％ •工作 试 巧は 二 五％ 
自 葦は 六二義 5 は 五 五 含大」 たこと. 巧 十二 S? かくで ゎろ 他面 S いて 巧 巧 
巧 品， をが 品 •なびか 巧 品の 生產は 一九二 八 年の 水が な 下に 止つた。 

一九 111111 年の 初にを いては . S 巧 5 巧 斑は お 休 巧 巧 及び 逆が 資本の 巧 乂 なお おを 化 巧に 

ク かせ. お 巧され たが わの スト ブクを 化 ひなす ことで わつ た。】 九 __ ニニ 年の 一ち にを ける 苗 巧 
れを 巧のは 巧を お W がに 巧 消された 比較的な 少な 巧を 含めて •一九 一二 五 年 ホに 至る をでの 失 ホ 
あ 巧 上 木巧萊 巧は 凹 十八 ほ ライヒ f < マルクで あ クた囊 十ー ニ ま夕叟 。この 巧 巧 中 巧 A 困 《巧會 
なは 化 倍 九 千 一 百 巧 ライ ヒス マルクち 巧を 巧タ ホな お 局は 六 « 四 卞六百 萬 ライ ヒス マルク を、 


巧 十二 表 獨をェ 菜 生 產の巧 度 ひ 92^1 93 ;) 


なをむ 巧 板 I が ェ 巧生產 巧を 


の 

が 

巧 




卜馆 ライ ヒス マルク 


1 化 巧 =1 け, 


1928 

84 

46 

放 

放 

100 

100 

100 

100 

1 け 1 

iOO 

100 

100 

1931 

50 

26 

24 

23 

73 

61 

89 

が 

58 

57 

が 

100 

1932 

35 

18 

17 

18 

59 

46 

78 

汾 

40 

40 

29 

90 

1933 

38 

21 

じ 

19 

66 

54 

83 

45 

城 

巧 

60 

100 

1934 

50 

27 

汾 

24 

が 

77 

93 

74 

汾 

79 

96 

118 

1936 

が 

祗 

27 

27 

96 

99 

91 

107 

112 

105 

136 

134 

1936 

惦 

放 

30 

撕 

105 

115 

95 

1 撕 

133 

125 

本本 

162 

155 


# イタが • 

ホ 本 " h — 卜 月の^ 巧。 
夺本ィ 芭 二十 ニタ g 巧 > 


ホ 

丟 

を 

集 


ベ-本本 

— 力 

自なネ 
エか 墳找 

巧 

はが 
巧 女 巧 
ホを 助 
合 か 
を 巧 巧 巧 
巧巧财 
をを け 
を 巧 


巧 ！ S 困 巧 巧 局は 一は 一 卞一百 萬 ライヒ スマ 
ルク を， 巧 逸 田 自巧巧 道 おみれ は 一二 お 五 千 萬 
ライ ヒス マルクを まを した。 巧 巧 困 政府は 
直接 二十 セを ライ ヒス マルクを* 卽 ちを 巧の 
五六 兰 ％ を 支給した が' をのぅ ちめ 十を ブイ 
ヒス マルクは お 常な 巧から ま 化された • 

ホ まか 巧 上 木ま柔 々の 支 旧は 一九 一二 五 年 
にお 了した。 なお あぴ巧 巧に おする をれ の 
をが 巧は 一九 一二 一一 一年の 中頃から 一九 一二 四 年 
中 巧に かけて 現 はれた。 このが 閒 中に なお 
は ーヶ月な り 一六 八 ，〇〇〇 人の やみで 巧 加 
した。 一九 一二 巧 年の 十一月には 巧储計 巧が 
控巧巧 おにが# を及ぽ しおめ •一九 S 五 年の 
ホな をは これが おお 的な 因子と なつた。 巧 
巧 巧 ま 出 Q みおは 失柔 お巧尘 木を ま 計 巧の 

さ 二 


1) » が究 巧 ， git — 义 な >, XJI-H. 




第 sai を 巧を 工業 生產 の巧展 が が一の 36) 
曲 巧 一 巧を 田 巧れ 巧 （巧を 1928=100) 


ホ 平 線 田の I 巧 W は 巧 巧の 10 に 巧なず 
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9^ >933 1934 







巧 十 ちを 直接的 失 菜 軟巧上 木を ま 巧を をに おく 政 巧 ま 化 

(1931— 1935) 丰 

山 巧 一 留巧巧 « 局 （單 位， な 巧 ブイ ヒス マルク） 


I 巧 支出な 

ミト を. 名 をを 日 W S & 巧 用 i 1 化な I 化:! 4 I 化 が 

I じ 月が 日 !1‘2 月が 日 112 月 31 日 

巧 ホ 共同 往を 化を ホ 》 

巧 一々 ま 出を 
巧 ニ ホ ま 巧み 
巧 S みま 化み 
バ ー- ! ン巧畫 (按 •ぶ） 

なをを »钻 助な 
ル 家 思な 巧 巧 聚巧巧 
r 卽時 J 巧な 
r 卽巧 J なをの 巧 お 
住ち た 巧 袖 助を 

ライ ン ハルト 罰 ■巧 

住ち ぉ巧站 助を 
元な « かを 
巧子钻 助を 

巧を 田な 巧 まの 合れ 

巧な 因 维 巧: をれ 
巧ぶ 巧が 巧材 
巧 还巧扫 勘が 近路 含 お* 

巧 ご留化 巧 保な 巧** 


ホ 着 堅ち rr - i ま ミ*!? 巧 巧 ホ ♦狂 及 IW 公た t 木 nsAmiK 業の ffft と 失 
夕 B が术 MLL Deutsche Hau und bodeobftnk ん G. ard Deutsche GoselU.'haft 
fUr Offentlirhe Arbcimn A. G.: Die Entwirkltm^ der D^uischcn B'.uwiitsc^h 
ui^ ホ、 *\ib わ比 巧 chi が ung, — 义 ミろ — AHH. 一乂 SS ザ • 

丰本 S 急 巧濟秦 業と ホ 家 のた ♦の セ亩 ■ブイ ヒ b スマ ♦め 金 ■とを Atf . 


をを 日附 

巧 巧 用 

1931, 

12 月 

が 

U 脱， 

7 月 

25 

1933, 

2 月 

10 

1说 もがが W 

288 

1932, 

な 月 

50 

1932, 

9 月 

20 

1933, 

1 月 

500 

1933, 

7 月 

100 

11 )33, 

1 月 

50 

1933, 

ゎ 月 

1,070 

1933, 

9 月 

500 

1933, 

9 月 

332 



2,993 

1932 - 

-1934 

991 

1032—1034 

111 

1933, 

6 巧 

300 

1 蹤 2 — 

- む， 献 

047 



5,0 9;： 



♦め 金 ■とを Atf . 











《 s 産 巧の か！* ィブ 

をれ と 同 巧ち ホと してを 產 なじ 巧す る 得耍を 刺な する ことで あつた。 巧を おにを いては •一九 
一二 六 年 Q 21 阳 半季 忆 & ける 巧 菜を*^ は 一九二 九 年® 頂上ょ。 一七％ 巧く •巧な 巧衡を 中に を 
ける 矢 巧を 没 あは 巧 逸を 巧で •一九 一二 一 一年には 五十 巧 人で わつた のが •五 巧 人 W 下にが じた。 金 
巧諸產 菜に おいては 生を 能力の 九 二％ W 上が •一九 三 一六 年末には 利用され た。 錢及 巧の 生まが 
はすべ ての お錄を 巧つた。 巧 巧 巧 作業は 未を 巧の 巧忙が 態に わり •手 持注义 は一义 二八 年に 比 
して おんど 五 0% の 巧 加を 示した。 おを 里は 一九二 九 年には 一二 百 十 巧キ ロヮ ブト 時で わつた 
のに’ 一九 S 六 年には 約 巧 百ほネ 《 ヮ ブト 時に 達した。 

生 巧が 謠產 g はを お 力で 作 粟して わる。 それらの うちの ある ものでは 巧试は 巧ガし < 酷を 
されて 石る。 近い お 來に閒 する 限り' 巧 おな の 注 义と巧 ニ ホ四ヶ 年な さの t 巧とは これらの 薄 
產荣を 引き 巧き 極度の 夕化狀 態に 面 < のみでな く •巧ら くエ おお 力の 巧 おを 巧 巧す るで わらう* 

巧 巧ぶ 巧柔 合 巧の 石油' 棉巧 羊毛. 及ぴ ゴム のが 鼓と 巧 巧ぶ ぴ非巧 巧を g の 困 巧 巧 巧せ 

の 典 わ 的 採 巧とは. おたな エ巧及 ぴ搜械 のを 設 とおた な 合成 巧 巧な の 巧を に 適合せ しむべ をな 
を沒械 の ホ 法との ためち 資本を を-をと する で わらう。 この ことは •をが 巧 そ ホを の 巧 連の 可な 
せか 何. 及ぴ巧 俯を 設計 巧に をく 一巧 的 お 巧を ホす ために 生を 巧 力を 演 おする こと 0 巧 みか 巧 
の 巧 巧を 生せ しめる。 


資本の 供給 

一九 111111 年より 一 化 一二 六 年に 至る 巧 巧の 金な はまと して 政府に よつて， 一巧は 短 巧 借 入の 方 
法に より •一 却は 巧を 巧 そま 巧 お 局の 收 入を 含む お 入 中から ピ された •政府の 諸 ま讯は 生を 义 
ぴ巧 業を 刺な する ことに 巧 巧し •その おぶ 巧 問の 巧 巧 あびな 府 のを 入を 巧 加せ しめ •またが 巧な 
を 度 おせしめた。 が 同時に お 理を必 巧と する 政 巧の 短 巧 巧な にを しい 巧 加が あつた。 

一九 三 一 一二 年から 一九 一ニ セ 年に 至る 公の 巧 おの 巧 かがめ 百十值 ラィ ヒス マルクで あつた こと 
は ホ 政に 閱 する 章の 中で 指摘して S いた。 このを 巧は が 巧を 危 巧なら しわる ほど 0 ものでは 
なく. また 巧巧柔 巧の 正を な 方法からの 巧 本 的が 離を をはし もしな かつた。 しかし •それは 银村 
をを の 巧 格に を 大な巧 化を もたらした。 

织 巧の 巧 ま 資金は •巧 十 巧 まに 示さる、 かく •な 巧手 おみび 政府を 巧の 貫入に よつて， ホ 巧に 夕 
くの 部分が 公共 止木な 菜ぶ びが 備 の 金な のために 用 ひられた。 一九 一一 三年の 十 H には ペルリ 
ン の 五大 銀 巧の が 商莱的 信用 —— 諸 巧 付を 及び 荷な 巧手 お 1 は巧資 をの 六 二. 七％ であつた 
のに •一九 S 六が の 十 H には 巧阳 .八％ にが じた。 同じ 巧閒 中に •主として 巧 巧の 必巧 をを » する 
ために 巧 用され た 手 お •小切手. 及ぴ證 巧に 巧 ぜられ たまを のが 合は ゴを S % から 四网 .一二％ に 巧 
さ 妄巧 をのれ 运 セ セ 



巧 一二 やを 巧の か 巧 4 ク 
加した。 

一九 一ニ ニ 年の 十 H から 一九 一二 六 年の 十 巧に まる 間に •大巧 巧 お出ず がを 含む 手が の级巧 ホな 
は 五十八 億 セ 干 巧 ライ ヒス マルクの 增 加を 示した。 このな 巧 加 中二 十一 化 ー ニモ 巧 ライヒ スマ 
ルクはライヒス.バ ンクの手持巧加にか、^?。 ライヒス.バ ンク&してか、る巨额のホおの巧化 
を 可能なら しめた ものは •を义 びか 巧 爲巧巧 巧に わける 五 巧 ライ ヒス マルクの 试 か、 化 巧 巧れ じ 
おける 十二を ライ ヒス マルクの 巧 加， 及びず 柔 をせ による 無利子 巧 金の 一二を 一二 干な ライヒ スマ 
ルク の 巧 加であつた。 ライ ヒス. バンクの 巧 おは 巧 十五を に 示されて ねる。 しかし 金 あび か 内 
巧 巧の 巧 おな に關 する が 吿 のか 字の 正確さに ついては かなりの 疑 ひが ある ことを お 巧して ホ 
かねば ならめ。 

を 近 巧 ヶ年閒 にお 立 お 巧の 信用 化を をと してのを 巧 巧は 巧 下しち その 巧 もは •が 巧の 化 巧な 
巧が 的 化に 利用され たこと. 及 ぴ巧エ お をれ 方が における 信用の 必 巧が 巨 巧の 公の 注 义と巧 W 
な 巧 物の ストックと. 淹 おにより 巧 巧 日め のために 巧ち ホら れ しかも 不巧 巧陆 中に 碑 巧 下せら 
れ なかつ たな 化々 本と •のが W 可能に よつ てを しくが 少した ことに わる。 巧みの スト ブ ク は 一 
一 化 ぉ ぶには 約 二ち と 十を ライ ヒス マルクに 逮 したと 推ぶ されて わる。 それが 一 化 一ニ ニが 
でまで こは か 巧 下 巧の ためにめ 二百 佐 ライ ヒス マルクに 巧 巧した がピの スト， クじ 一丸 一一 一二 


わ 一乂 S ベ 年， 十一 J ! 宗 Ht で々 ♦の • 


巧 十 巧 表 ペルリ ン 五大 銀行 まを 巧ち —— 巧 しな f を 巧 照-おが 
瓶の ち 分 比に て お 示 （1 把 9, 193 2, 1 化り 及】 が泌） 

巧 巧 —— 巧を 巧 信用 會化 


1929 1 地 2 


巧 荣及大 《 巧を 出 ホが 
を 巧 巧 巧を 巧 

冉巧及 ホ ホ « 巧 





































巧 一一 島 巧 まの 狀 《 . へ 口 

年な 後に おんどを 巧が かれて しまつた。 ホに エ で’ 进值莱 .巧を 及びな 巧灾 における 圓 たか 本 袖 
域の' 5 はーヶ がな り 五十 位 ラィヒ こ ルクと 2 され ミる が •一 S 一年 乃至 一九 一二 巧が 
の 巧ヶが W には こ S 通 3 補 巧 S 四 分 三 •卽ち 五十？ ここ ル クは忠 らくが W されな 
かつた でを らゥ ぶを 養 金5 S 巧 SS 2 もま 2 墓が み SSS ょるな 用な 
违 Q 1 を お 巧 日を なした。 

これら〇を-^^諸お妓は 一 と二五年忆は烟渴する忆至つた。 固た巧本〇巧巧は涅化をかさな 
かつた。 巧 ニ ホ巧ヶ ザが 巧の 巧始义 ぴ诉惦 をな 計 宝のを 巧と 共に ♦•ホ 本に おず る 巧 巧は まとし 
て 固 S 芝が 巧. 5 SS £§ ホ 買な SS た & SS 2 G 泣 S ぴ现が 
設備 QS 買 品へ Q 2 *st て 葦る で をら ミ C Q る定は 5 〇可幫巧 みが 
ゎる。 そ Q 1 は おおの 稅收 入を 含めての 闽巧昕 巧で ぁり •そ 写は 巧 かの々 本 市 おで ゎろ 
H 巧麻番 の蓄巧 巧进 には 六つ C ホ 巧れ々 本 巧 巧の おが ホる。 (一巧 巧银行 S を 立巧隨 せれ 
雲 れ會 巧な 巧閒 •《1 利 企まの 非々 配が 巧 置) 公を への 巧夕巧 5 六 巧刖— による 巧 格 化 忍。 

一九 一ニ ニ 年末から 一九 一一 一六 葉 S る閒 SS 巧に 右け る 揭を は 巧 + S ライヒ： ル 
ク から 百 四十 六 僚 ライヒ こ ルタ 忆が 加し. 生命 化 おみれ® 巧を は 一一 一十 セ 位 ライヒ ニル クか 
ら 五十のを ライ ヒス マルクに が 進し' れ をが お 巧 M のな 安は】 二十 セ 化 ライ ヒス マルク々 ら巧十 


1 ゴ」 


端 


1- 

I - 

奶 

I" » 

庶が 

苗：； 

巧し バ 

品 化 

ミ & な 

明ぶ 

If 去* 


化を ライ ヒス マルクに 巧 加した。 巧丰蓄 巧の これらの 一二 巧みは 一九 一ニ ニ 年から 一九 一二 六 年に 
至る 四 ケ年閒 に 六十 五を ライ ヒス マルクの 迫 加な タタを を 供給した 。もしが 菜 巧 動が 巧 下し 
ない とすれば お 二十 二 巧 ライ ヒス マルクの 年* の々 本ち 巧が お 巧 巧を の 增 かと 公な の 巧な 《 
閲 のは 資 Q 巧 加と から 巧 待され 巧る でぁらぅ。 

巧を ま 本の 補填と 新規な 本の 巧設 とのた めに お 巧 化な 中から 巧 立てられる 巧ち 巧 化を が 巧 
何の 投資を をを もたらず かは’ 正 おにに おなお 測 不可 おで わる。 巧 逸税か 村の 巧吿 によれ ぱ ，一 
九 S 五 年に おける 「正常 的の 巧」 はめ 六十を ライ ヒス マルクで わつ た。 一九 H 六 年の 補 巧 約は 
ヨリ 大 でを つたと 佔 じられ てを り. なお 硏巧 所は それを 六十 八 あ ライ ヒス マルクと 见 巧つ てね 
る。 お 巧な 巧は 該硏究 巧に よつ てな S 十八を ライ ヒス マルクと 推を されて ゐ るから •め セ 十 巧 
ライ ヒス マルクが 巧な 設に川 ひられ 巧た わけになる 。このは 抑 中め 二十を ライ ヒス マルクは、 
巧巧錶 巧と 公な のが おから おられた。 め 五十な ライ ヒス マルクは 巧巧津 巧に よる) •商 巧 級む 及 
ぴお佩 人に よつて 化む された。 しわし その 大部分は ながに より， その 巧な 巧 入 中から かがされ 
た 0 

间巧 化を 巧の 政 巧巧拖 後には が 十六 おに 示さる、 かく. 年* のな 本な 3 0 五 0 乃 巧た 〇% は 
於 かによ つてを 巧され た。 一九 一二 一一 一年 乃 お 一九 111 六が の 巧 ヶ年 非を 掛 中に' な府巧 巧は 一一 巧 一一 
USl 二れ-巧 巧の 化 巧 へ I Iv 



第が * 巧 逸に おける々 本を 設: 本 （19 お一 1936) 


出 巧 一 田な 用み た （* 化， 百 萬 ライ ヒス マルク） 
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本 本* の 數 ネ BH に* ■の々; 巧々 乂 さの 巧 巧 4 击 ♦にと' fib . 必 ♦し* 圧!！ でけ ない • 


巧 己な 虫 巧の が 泣 


八 二 

ほ ライ ヒス マルク. 巧 閒巧設 はな 八十 一: に ライ ヒス マルク 
と 推ぶ されて ゐ る。 お 間な なの 大 がかは 间ぶ 々本の 補 巧 
を 日のと ずる もむ であつた。 政 かの 借 入必娶 はが 化に E 
が 且つ おなで わつた ためち 巧拙 企まは 株ぶ 化 巧の 公な 及 
びを な 機 脚からの 借 入を を じられ た。 株ぶ 巧が は 巧 十と 
をに 示されて ねる かく‘ 一九ニ セ 1 一九二 九毕 には 年 や も 
十二を ライヒ K マルク U 上で わつ たが’ 一九 三 一二 年 なをは 
がかに】 ヶ年 なり 二 化 ライ ヒス マルクに ムク た。 化 巧の 
巧 巧は 一九 一二三 一年には なかに 二 巧 巧 ライ ヒス マルク •一 乂 
一一一巧 年には 巧 巧 巧 ライ ヒス マルク •一九 S 五 年には S 巧 萬 
ライ ヒス マルク •をして 一九 一二 六 年には 約 一を ライヒ スマ 
ルクで わつた。 一九 一二 六 年 巧 におけるれ 巧の 巧 巧に 巧ず 
る 政 おのが 可は •巧ん どを 部 •を 本の 巧 加な しには おがの 注 
文に おじられな かつた をれ と’ 巧た ななは 巧 かなのを ホに 
お 巧す る 企 おとに 化つて 巧 へられた。 
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巧十ち - i 巧 巧證お 巧む が >28 — 193 け） 
化 巧 —— « 巧 苗 巧れ 司 （巧 位:， 巧 巧 ブイ t 


巧な 朽巧 
市の‘ がな 
巧 巧 巧' 安 
ち 巧 巧 巧 
巧 式 

をが 


1 り 如 1 ザ 29 1930 1931 1 が ;2 j い • は！ 19；W 1935 1936 

かほ 620 5 叫 说 5111 1,0 - 叫 拟 4 が ぉ ; も .， 71 

489 *J66 548 ご 巧 说 5 (•か 1 了み 1 说 

1,459 899 1,814 993 ゴ 8 〇 ；';71 かめ 8 ； u| 724 

294 8 が 1 1 り 2 4 31 47 

979 55r> U35 150 91 14：； 156 :; 96 

が ぉ も 6 が ろが 1 1,973 974 1 が 5 り 》 15 が 11 が 90 


巧 巧に ょる 資本 建 巧の 大巧み はなな 歲入 中から なされた。 
々本 おがの この 方法は 巧 間の 巧 巧を ほが せしめ， 巧閒 の 巧 巧を 
が掩 ぶ柔投 々にが ぜ しめた。 巧 おがな ホ 巧 我の が おを 必 おと 
括 じ' そして 荆餘 のを 入を がが 说 巧に 投下し がける 化り はおを 
々本の 補 巧 •エお 並びにな 俯の 媒 お. あびが 巧 諸 巧 巧 0 ななに 巧 
する 巧 閒審萊 の 巧耍は 到を 十分には ホた されな をい。 H 巧 及 
ぴ 設備の 拽 おに 巧す る ほが のぶ ひ 切つた】 巧の お 止は ホと し 
てこの 資本 か乏 にあ 因して ねる。 一九 三 一六 年 一一 一巧 一二 十一 日の 
かき •一二 十 U 上のを おが 生 ホ 能力の 巧 加を おじられた。 それら 
のぅちには ホの 斑を おが ぁつた お 巧な 紐な， 贿モ巧 品 お當巧 や， 
找及ぴ パルプ 接 滞 巧， 细巧巧 お 巧 巧 •ラず 才 巧な 拽 .は 中 時 かが i 
ぶ おおな •及び 七メ ント。 この 上に なほ 一九 一二 五 年の 巧が 材 パ 
法は 巧 猫 巧 おか •巧のを 巧に 互るな 化な 制規を をんで ゐ る。 巧 
に H 巧义 びな 饰 のが 巧に 3 する 巧 巧の がが は. 巧 巧の 化な 及ぴ 
分 K におす るが 制を 洒 して •が 巧の お 則を 止な < してむ はれる。 

八 一二 




第ー ニ ♦巧 巧の 化 巧 ク— 

を 後に わ 巧 •をを 巧 —— 特に 巧 お —— 及び 利な 率に なして な 巧が 巧ん 巧 制は 法め 政府と 打を サ 
その ホ認 をち ける ことなしに 巧た なま 本 巧 下を がふ ことを 巧 閒企裝 におつて 巧を にを ななら 
しめてね る e 

第ニ ホ 巧 ヶ年計 « のを 巧を 巧が し’ お 巧 化 計 巧を ぶ 巧し' 且つ 逊巧 なが 巧な 巧を 巧理 する 必安 
がを る W 」」. 政な は. 巧い 巧來 において ホ 本の 自由な 流のに おする 制 撤ぶ ずる だら うとは 化 
はれない。 政府は 巧-にはが ヶ 年が 畫 中に ち 巧され てね るが 興 巧を おのを 巧の ために お 二に 
は巧需 諸を 柔 のた めち 巧 一二には おか 諸を 裝の ためち そして 巧 四には 必 おなか お 及 ぴを巧 おむ 
生を のために •十分な をを を 巧が する ことに 巧め るで わら ゥ 。資本 0 巧 巧と その 産お刖 かなと 
についての 龄 巧な 政 巧の が 制 も おを なおを における 巧 おの 補 かを とに ょつてを らく々 本の 巧 
給は 技巧が その お 巧が » のをが にれつて 不可 かと 認める 巧を ホの お 巧を 光た すには 十み で わ 
らう。 資本の か乏 にょる このが 巧の 瓦解を 期待す る 理由は 存 しない やうに 化 はれる。 他面に 
をいて. 利 川し 巧べ を 供 もに つきが 巧を 巧 ひ' その 大部分を 単 巧な 义ぴを 巧 巧 巧 品の 生 巧に 巧 巧 
するな 產 おと' 巧 わ 及びを 巧の 巧 巧 巧が の 開 巧 0 ためとに おり 向けるな 巧は •生 巧 おおの 巧 上を 
持げ. そしてを らくは お进巧 ホの 俩 にを ける ョリ U 上の 巧 おを 巧 求す るで わらう。 それは また 
を まの 自由を ョリ 化 巧し. そしてな 巧と 巧 脚を おとの 閒 における 3 リ おを 的な を « に 巧 < で わ 



らう。 この ことは おに 巧 巧 諸 巧 まに おける 巧を の 巧 合に わて はまる。 

合 巧な 巧な の お 巧の ための： 丄 お及びな 俯への 投 なの 巧 皮に 危 おなけが を考 ぶして W 刚 かお k ん 
は 生を された 新たな 巧 巧な がが 巧 巧. 利子. あぴ巧 下々 本に おする 合理的 利 澗’を ま 給す るに 化る 化 iji 
巧 おで 市 巧を もつ で ホら うこと を鼓府 がが 斑し ない おり. をのな 設に 巧手す る ことを 化しない 。 |jj 
企 おのまを は 『收 を 巧 化 證巧約 . i として 知られて なる 特 巧の 夕 むを 故 かと おおしつ、 わるが •を ^ 
れは五 乃至 十ヶ华 のな 巧 巧 限を もつ もので あり， それに よつて 化が はお 训か おにがし ザべ ての 
巧 用を な ひを つ 適正な 利 巧を 巧し むべき •生を の 巧 格を 化进 する ものである。 利澗 のはは 化 巧 I 一. 
义補 巧と 工^み び設惦 の 巧 張との ため 〇將 かの 必 耍じ捉 つてげ々 み 化される であらう •また 柳の 
政府は 特別の々 をを 資 お及び 硏究 がと して ピれら の 企業の が W に 化する で わら, ffo この トク い J 
にして お训 かおは 政府に より がかに おして 巧證 される が じかし この 丈 持の 代 化と して. 自らの 
行動の ち もを 巧 巧し 挺が じ お 巧 上の 疑 昔 化を 巧へ るので わる。 || 
巧 巧：' みを 巧に よつ て お 何の 巧 本が 么巧 とされる かは 推測で をない。 一九 己 お 年 こ H に •巧 I い 
多の お 巧み 社は， なが ガソリン あび 其 他の 油 巧ぶ Q 生を のた めの エ お及びな 侃の 巧ぶ をを なす 
る：！： 的を U つてぶ 部 か 化 佑む おで •一 化 巧 干が ラィ ヒス マルクを たおず る ことを ながから ホ 

)B 

された。 この 一な W 干 巧 ラィ ヒス マルクは 合戍 油の 生 巧に 化讓 する 化* 五 みれ じよつて 公 お C 
巧 r ! 巧 お 巧の か 巧 言 



さ 二 巧を 巧 のれ 態 

されち これら Q 含 班 1 クル， プ独作 巧； セン 石を をせ •へ！ 二" ケこ •ノイ ニ， 七ン特 
式 をれ’ ミ* 1 ル ハイ マ ー 如 粟 株式を を マチアス. スティン ネス. 及び ゲル ゼ； ン キル ヘン 巧 ホ 株 ま 

をれ 一 は 姑エ黑 の 建設に 自己を 金から もまた S を 巧 じたに 巧るな い ，。質 四 雲 1 石- 
油 '結 花. 羊毛ろ ひご 1 とを 5 S か QSSS がめ SS と S た & S 至 5 稱 は^ 

， - 二 
かくてな 大 ながに 连 する ものと あはれ る。 a . 

巧 

を 業の 化 益 性 I 

ん 

巧 逸の 產 5 企 2 利洒 S する が S 5 S 且不 2 で & ろ 巨 S 養 2 金を 化^ 
あする巧逸をかの巧巧は'をれらの2收ぷ力を知ることを不可能ならしめる。 がおし巧る報 
ぶに ょれば’ 一九 一ニ ニ 年な 來 利潤に をし い囘 ながを ク たが， しかしが 潤 造は 一九二 八 年の 水が に^ 

比する とな ほかな りの 巧 化に ある。 ^ 
一九 I ニーを は •約 百 括 ライ t : ルク S 柔を 巧す る 約 一 •五 お 式を かが 五 任 一一 一千 五" 
百巧ラここルク£失を5」ち 一を二五定巧をれらは巧空ハ12ラ：/マ 

ルク の 利 酒を ホし ちす ベての を 利 企まの 利 巧の S は’ 一九 一ニ ニ 年に おける 二十 五を ライヒ い 
K マルク Q 拱失忆 比して •一九 一二 五 年忆は 十九な ライヒ こ； でを つたと 2 されて ねる。 



しかし 一九 s 五 年の 巧が 巧は】 九 二八 年に 比べる と 十 s を ライ ヒス マルク >卽 ち 四 0 .六 X 巧 か 

め. 

つた。 

一九 一二 一 一年から 一九 一二 五 年に ちる 問の 利 巧の お 加は 巧ん どを 巧’ 化資な fiQ が 加に ょる もの 
であつた。 けガ しみな ぶびな 用は を 巧と しては 不受で わつ たからで ある。 ある 搜 のみが エを 
除いては 貸 銀には おがが なく •また 巧 巧 品の 巧 格は がかに 兰兰％ 上 おした に 過 ざない。 利子ち 
巧には ましい 巧 減が わつた が じかし 巧搏を 巧の 巧 加は をれ を お消しに して あまりが あつた。 
利 巧に わけるな きは 大部分 •生產 能力の 3 リ 十分な 利用と •化 資活 巧に 比較しての ョリ 巧い 巧 街 
巧 用と におく 間接 巧の 巧 巧の お 巧で をつた。 

巧來 における 利 巧の 見込は を まり 有望では ない。 夕<の 方が にを ける 生を 能力は おがに 利 
がな 巧され つ、 るり. 從 つて m リタが のが 巧 巧が 化な 中から お 巧され ねばならないで わらう。 

巧 巧な の 巧 格は 巧ら くもつと 巧货 する であらう •特に 政府が 生を を 巧 励し つ、 をる 合ぶ 巧 巧な 
巧び 闽を 天が 巧が 品の 場合に さう である。 巧 巧を 巧は をれ 巧 巧を 举 の 引 上に ょつてを しく 巧 
かした。 この 巧 巧は】 九 二八— 二 九 年には 化かに 六む ライ ヒス マルクを 巧ら したに 巧ぎ なか 
つたが， 一九 己 七 1 S 八 年には め 二十 佐 ライ ヒス マルクを 巧ら すべく 巧が されて ねる。 

利潤の 前途に ついての お 巧 的な ぶ 通しは •事 まを おの 大 々的 化肢 にも か、 はらず 巧 巧が それ 
巧 己 や* 菜の か 擅 八 セ 


か M 巧 9 M , 一 AHA 年 十二た B . 



第 十八 巧を 类别株 巧 指 か （19 •ぶ一れ >30) 

旧 巧 一 巧 a 臣巧 ご阳 け 犯 4— 19 が >=100) - 
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« 

と ホ 溯を 介せ て 上がし 巧なかつた とい ふ 巧 
巧 じだ 映せられ てむ る。 一を 一 S I 一九二 
六が を 一 〇〇 とずる が 巧 巧 わは •一九二 八 年 
には 一巧 八み •一九 一ニ ニ 年には ぶげ 五で わつ 
たのに 比べて' 一九 一二と 年 二 H には】 〇 八 •一 
でぁつた。 一九 一ニ ニ ザな 巧の 上：： i ： はお 小 八 
をに 明かれ かく •ホと してみ ホ 及 ぴ生巧 財が 
巧 巧に 化 じたので ホる。 

巧 巧は •巧 巧を 进ら W 上な けて はならない 
とい ふが 化は 巧け ない がし かし おが 六 ％ (化 
し ホ 巧 ホ おがが に 八％ 义は それ 3 上が ま 巧 
はれた おかには 八％) をな ぇる K 巧 fc か K す 
るすべ ての が 式を 巧は 六％ 文は 八爹 をを た 
る お 過が をを が 引 おがを 巧 巧ぶ としてせ 理 
される ぶを 中に 巧 込む ベを ことを 规巧 する 











ことによ つて •利 巧の 自由を 巧 用を 禁止して なる。 加 之 •著しい 利 巧 巧 かの 空は •をれ を 巧 化に 化 
つため に 政府が 用 ひて ゐる夕 あの 閒あ的 力なに よつてな 弱なら しめられて ねる。 巧府 の 注文 
は 非常に かい 利潤の な ホし か殘 さない やぅな 巧 格で ななは される。 政 巧の 何 格が 制ぶ じたい 
ては 利潤は 巧 ニ ホの なおな 巧 巧に 迎 ぎない。 网の巿 巧の ために 生 巧す るな 利企类 はず 通むな 
巧 貧 巧の 上に なほ •その 利 巧の 一部を 檢 出を 菜に 巧して おお おおに よる W 欠 補 巧の ために 义巧 
ふこと を 巧 求され る。 なをに、 政 巧の 巧が 政 巧は ぞくの 企 菜を お 制して す お 巧な が 部を が 持せ 
しわ， をして それらの かおの すべてから .固ら Q ： g 俯 計ぶ を 鼓な 能 ホの な-お 求に 適な せし わるち 
由を が ホす る。 

固 民 所得 

巧 巧 お 巧 0 な巧虚 中に をけ るず 本の 分け前で ぁる 所 0 利潤の 巧媒 はな 巧に を じた 现 みでは 
ない。 それは 化が 大戰 をが 百 巧の 人々 が两 をのな 招と なつてから 生じた ので ぁる。 一九 
年には がを あぴ 利子は 阐巧 所得の 一二. 五 糸を 占めたが 一九二 九 年に はげ 一二％ となつ た。 M じ 
巧閒 中に 種々 の网を 年を を おちな 巧ち 失業を' 及びが 他の 巧ぶ かがを 巧 巧ぶ の 分け前は お 十九 
まあび 巧 二十 おに 示されて ねる かく’ 111.1 % から】 二 •一% にが 加した。 巧が 及びが がの 分けが 
タニ ホ 産 おのれ 巧 八 九 



第 十 允 表 巧を の 國巧巧 巧 (1913,1929-1938) 

出 巧 —— 巧な 巧锭巧 •局 （軍な， 十值 ブイ ヒス マルク） 
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第 四 曲を 巧を の 因 民 巧 得 が巧 192^-1936) 

出 巧 一 aa 田 巧れ 巧 （ホ 化 十值 ブイ t ス .マルク） 




タニな 巧 まの 化 泣 丸 二 
は 巧を S % から 五六 も％ に 上がした。 なおる び 巧 エホ 宮 山の まを をむ) における 企 お 装の かけ 
前は 一一 一六 •二％ k ら ニニ も％ 仁 巧 下した。 一九 一二 六 年には 闪が所 巧のを 巧 巧 巧ぶ 巧への か 曲は 
一九二 九 年 におけると 大描 巧が でを つた。 この 期閒 中ち 商工 ま (円か 巧 おを なおに おけ こ 企 お 
をむ 分け前には 巧 下が あり •な 萊义ぴ 林で における 企 巧 おのみけ 前には が 加が ホつた。 

要約 及 結言 

巧 巧れ みな 制 下にを いて 巧进 の 巧 巧は 舆 巧な 巧が にまでな 巧に 化なず るに ち-つた。 巧 巧 巧 
のの 巧 骑は公 お ± 木 巧 おへの なが 支 化に よつても たらされ たので あり •かくして もたらされた 
巧い 巧 動 水 巧は 政が 3 巧 巧な 义 によつて が 巧され て わる 0 で わる。 か 巧 ー ニケが 間は 政府は 
引き 巧き •そのぶ 備計 金と. 巧种 Q ホ 巧 巧 防がな 特に ゴム 柄 巧 お 油' 羊毛' み ぴを巧 巧に 巧す る必虫 
を ほが 又はな あすべ そ 新興 巧 巧を 〇创 なを H めと する 巧 ケ年か 巧と •によつて おお お 巧を ホ 右 
する ま 把め 裝索 としてな まるで あらぅ。 

ち氣巧 巧の 問が はな 巧には な 休の 巧试 とが 巧 巧の たまを とを 化が につかせる こと •及び 巧 巧 
な 巧 かの スト ブ ク を 巧 ひぶす ことであつた。 か、 るな 件の 下にを いて 尘を あび 化 巧な 巧の 巧 
かは なち 閒あ 巧の 巧 下と 收益 ぶび 利 巧の 巧 加と を もたらした。 巧 おには 巧 化が をく， かの の K 



巧は おんど 巧ら お 入 •厮 巧な にお 巧され た。 利子 巧は 引き下げられた 夕 しかし 巧 巧の ち ホには 
ましい あ 加が あつた。 を 巧と しては 利洒 Q お 地は 满 みされ た。 

巧 巧に ついてい へば •利潤に ついての ぶ 通しは あまり 香し くは たい。 大夕 かむ 巧 ホは を 力ぶ 
轉を 巧つ てね るから 巧 巧 補 切む ために 3 リタく のがが 巧され ねばならぬ であらう。 巧 稅巧お 
は 引き 巧き « まるで あらう。 •厮 かなの 巧 巧は そ Qh _ みがのを お 巧す る ものと 巧 かしてよ いで 
わらう。 巧が 0 上 おはな 巧 巧 巧な Q 巧 合に 特に おしいで あらう。 の 格が がは 巧 かに よつて 化 
ホされ ないで あらう。 技 出 補助な じかを もな ほ’ 風の 巧染 のために 生 ホす る 巧 企 ホの が 巧を 巧 
ひ么む 一巧 巧た るで あらう。 

み 本の 化 給は 政府 巧を 0 巧 おのぶ 礎の 必 巧を ホす には 恐らく 十分で あらう。 巧 ニ ホめ な 巧 
巧 巧し かもたない とお へられる が產 おに おける エ おぶ びな 化 0 巧 巧を 巧 止す る ことによ つて 
政府は 利用し けべき をが 資金の 供を を それが 不可 超のに お 求され るホ莱 乃至 企で におり 巧け 
る ことができる。 いづれ にせよ •々本のが さがな 府 をして •かが 0 をな なかを 巧る ために そのが 
佈計晝 及ぴか 巧な 巧を 巧 正す るの がな なきに 巧ら しめる やうな ことがあ るとは 巧 はれない。 

巧 まは 化 だしく その 巧 SQ 巧 かを えつた。 そのが 勘のを お 描は-巧 された。 が 巧の ために 
が < 代りに ホ 菜は ホと してを 巧と しての 巧 巧の ためにが く。 何が 脚 巧の 巧な となり またはな 
巧 一二 巧を 巧の 化 巧 ホ III 



タニ さを 巧の 找 a 々0 
ら ないかは お巧网 民肚會 なな 巧に ょって ホを される。 政府は 巧 お 曲巧义 びが 人 ザ 巧ぶ のな お 
を ホめ そしてな* それを 採用す るが じかし 如何なる 巧な に 利 巧を をが 己め で わり 反れみ めで 
わると してし りぞく ベネ か， また か 何なる おな に それを 巧な でれ り 曲 おのげ をと】 をす る もの 
であると して 設 むべき かは ひとり 政 巧の みが これを みを ずる。 

肉 巧れ を まを はお 刚 企ま 及び 個人 倒な に 巧 巧で わり •ホ 菜の 供が あび W をに 巧が で ホる 。 W 
巧杜 をぶ の お遵 をを は 巧 おの おを おな の 巧 巧を 巧が だ 及び 腺 巧， 巧 WQ 巧 一 f 及 ぴあホ お 单〇巧 
か. か妈巿 おの 资み 巧め 力の 巧 ホめ 利用 •巧 ホめ 巧究 にょる 巧 巧 法 及びが 巧 巧な の 巧ぶ， 等に 0* 
巧 巧を とる ことを 化しない 。これらの 仕 巧は 巧閒〇 お© にを かせられる •巧 巧は そのな ホ 巧 
と ラィ ヒス. パンク 巧を とを 通しが ニ ホ 四 ケ年計 巧の 遂巧 黄な ぶたる ゲ ー リング 巧 巧た 巧し •そ 
の わ 巧を 贝を迦 し •またを の 巧が を 巧を を 通して •巧閒 巧 巧が 田 巧 0 巧 生の ために か 巧なる 巧 巧 
を 巧す ベを かを 化を しゴク をのな 治 的が 力の なわを 通して‘ それらの 巧 巧が 遂行 さるべ ま 化 件 
を 作り 化すので わる。 

ホ 菜は 曲 巧な 化 化に 立たされは したが •かなりの 巧 益を も 巧 巧した。 巧 巧は それち 巧の 爭巧 
及び 巧 お 値上に 巧し. また ル 巧 0 巧爭に 巧して 巧进 する。 化 巧は® 化 ホ ザに 袖 巧 金を 巧へ る • 
巧 巧は’ そのち 巧 か畫 中で 巧 ニ ホ 的ぶ 巧 性し かもたない 巧を ホに をいて 巧 巧な » 業た* むこと 



をぱ西 巧なら しめる けれども 利 巧 0 巧 巧は これを 巧 进し巧 巧す る。 政府は 黄 本と 巧 « とを ば 
田 民 お 巧に わける 等し < を おな 要素と 巧がず。 む府 はな 方から なをた を 求ず る。 な 巧は これ 
ら の 雨 ホを ば お 立 せしめない。 巧 洞 及び 巧 銀が 但い にしても お 巧は そのが を巧閒 かおに 巧 さ 
うとは しない。 巧 巧は 自らを 巧な をと るぶ も それは お 逸の 闲巧〇 多くを ば 他の サ ホみ W む责 
にがして， 彼等は 巧 巧の 巧 巧を 理 •解かず をた 巧 逆© 巧 求の 巧ぶ せを 理解し ない‘ とま おする むで 
は あるが • 


巧 一二を を* の巧边 丸ち 
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第 因 ♦ a 历 K ホ j ブ 

第 四 章 國際收 支 

化み 大巧 前 0 化應〇 やぅに 白山 化 巧 ホ 巧の 巧く 巧 はれて ゐ たと をには’ 巧 巧は 而 おの 化 ホを 
闽 との 巧ぶ をが 巧し. をれ にょつ てながす る 人口を 巧 ふこと がで きた •巧を のエ おを 巧な の 一二 
分の 一 乃 おのかの 一は 闽 かに 版 致され， 工業 巧 做 者 干な 人のぅ ち 一二 巧 巧 乃 おの 百 巧 人は 松 化な 
のお进 にが 巧して ねち。 が郎 おとお 裝 とを がけば •エ巧 生を にを 巧な 瞄 巧な は乂 がか これを W 
ルに 仰いだ。 その上， 巧を ではぶ おなが 夕 がのを 入 お 過であつた •なおな の 法 化な 巧を U てし 
て も ピほ化 巧な あびを 巧な の 镜入 にぶく す 化た 柿 ふには 十分でなかつた。 しわし お あは 巧が 
田で あつた。 一九 一 一一 一年に おける 问巧 Q 巧 ル 巧資 がは 約 二ち 七十 皮 マルク •これから ホず るれ 
入が 年* め 十ー ニ 巧 マルクで をつ た。 おお 化 入は む 六を マルクに 速して ねた •これらの 二つの 
巧 目は. 巧 品 巧 巧 勘を 0 マィナスを 袖 切し， 且つ 巧みむ々 とを まなと にあ てらる ベを が* わなな 
をを ずるに 十分で あつたので わる。 



巧 權國狀 態ょり 倩 務國狀 態への 巧轉 

大巧 巧 巧みは 巧な 困と なつた。 一九 一四 年から 一九二 一二 年までの 十ヶ年 閒に材 巧の ル闽巧 
餐 はめ 一一 一十を マルクに 巧みせ しめられた 。その上 巧 逸の 闻 力を ホし < おめ たのは •网 上の 大牛 
をな 失し 《ことで ホろ 一九 一 一二 年には このが 失地 域は •巧 巧に おける 鉛な 石.： ムぞ S . 亞纷巧 
石が 巧 石 . n I ク K Q 級 生 巧が 0 それぞれ 八 〇% •二 六％ 四 111% •六 〇% •一一 一九％. 九％ を 巧识し •また 
かか 面 巧の 一 五％ •ホ 林 01 1 % をな をして ねた》‘ たと へ 賠巧ま 巧の 過 巫な を沒 がなかつた と 
しても か阐 巧みを 巧務网 としての 必 '虫に 巧應サ しめが 巧な 0 巧が を： みび 光た し' 阁 巧の ために 
ホ 巧を 巧 品を 巧 ひ •を まを や 時 生を がに 改組し ぶ 風 中 徹底め にが 送され たか 两ガ お路 をな てな 
す ことは 巧 逸に とつて は 西 巧で あつたで あらぅ。 

一九二の 年から 一九二 九 年に 至る 閒 Q ® 逛〇國 巧 巧 借は 阁 かからの 借を にょつて バランス 
された。 巧 逸が 自由に 田な々 本 市 おにを いて 借款を 起し 巧た 間は •をの 巧な 巧みの バラン K Q 
拥 巧は がりの ぺる ことができた。 か 巧からの 化な の 巧 巧が 不可能と なり ピ つか 闽力ぴ 白闽の 
々をが 巧 巧から ホ 化し はじめた とき' 巧 おなおの バランス じ おする 化 ひ 巧つた 闲# が 巧 はれた。 
巧を じを かとして 巧な Q R がな 賠出お 過を かぜし むこに おつた。 そして ピ のが 倘 が' 化が Q a 
が w た W 巧收支 九 ♦ 
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# 四 章 田 巧 度 ホ 

巧の 變 巧を 巧した 要因の 一つで あつた* 

一九二 五 年から 一九二 九 年までは '征 を は 年* ル 固から 十 度： £ いを S と •十五は ドル 
な 上 Q 買 品と 五 ほ ドル 〇完お 品と を麟 入し ち これ •か 困へは 年 こ 一十を ドルに 巧い 
完お 品と 五を ドルな 上の 巧 巧 品と を販 巧して ゎた •この 五ケ 年 閒に妇 逸の 輸入 巧は わ 百 五十 
を ドル 挺 化 巧は め 百 一二 十を ドルを ザし， 差 引きめ 二十 ほ ドルの お 入超 過と なつた • 

1 九 二 化 年を における 巧を 商品な 2 バラ y ス Q 巧 おは' 巧 逸の 按入 なの 衍 格が 链 巧 おのの 
格よりも 一ち 寞 しく 下を した ことによ クて S にされ ち 一を 二 〇 年には 巧 逢の 農 《化 
巧 過は 巧 ほ ドルな 上に 上つた が ピの稱 化 超過の め 六 〇% は 巧ぶな 直の 變» によるよりも むし 
ろな 格の 巧 おにぶ くもので あつたの コ ー ヒ ー の例 について ぶれ ぱお をは’】 九 一二 0 年には 一九 
二 九 年より ニニ％ •一丸 一二 一年には 一九 一二 〇 年より 二 五％ ザけ 3 リ少 いを 巧を 支み つてし かも 
m リタ ま Qn1 ヒ 1 を 購入す る ことができち® S を羣弔 •ハ*; 巧. 巧 油 用 巧 巧 ホび に資 
于巧〇 巧み Q 下を によつて 巧た 巧な もまた どれに 劣らない ほど 著しかつた •これに 巧して 獨 
を〇货 化する を 巧 品 Q 巧 巧の 方は 比 巧の よく 綻括 された。 主として この 巧 ホな 巧 巧に よつて 
巧を よ j 九 I ニー 年には 六に 八卞 巧な な ドルの 巧 化を 巧を 巧す ことができ たがし かし か W 資あ 
を 巧の 巧 ま 义び 《 巧は ホが したので ある。 


の 翁爾 書 •第二 g * 五 一 JS . 



の 一々 • SB •雌 十!！ 二十 乂 B ブイ マ—*^ に ♦いで 巧 れ It ド#ク* 
围 ■に ■す tgR を 》 f » ♦よ. 

5) 11 上 ■ 


シ命八 卜の化 


一九 一二 一 一年には 夕 お品價 おぶ ぴ巧巧 品 巧 格の 九天を 下の 下を はおりを 吿 げたが. ま» お價稱 
は 加速な 的に 下 巧し « けた •巧 巧な 巧は 一一 巧五卞 四ち 萬 ド 乂に« おした。 遂に 一九 =11 一年に 
はお 惠は » 化な 巧を 巧 持 もし < は增を する ためには 挺 化の： i 进 よりも 一 » ななに » 入 t 引* 
下げる のでは あせ わを < なり •お出の 數五 义び價 巧を 增 かする ことによ つて これを 巧は なけれ 
ばなら ない 对 目に 立 至つ たので わる。 

國民 社會ま 義計晝 

一九 111111 年 一巧 末の 困 巧な々 黨 による ほ 巧な 巧は. 巧濟巧 巧に おけるな 本 的 巧ぞを 巧す る も 
ので ある。 ド クタ！ ブリュ ー ニン グ の お 政 中に 巧 はれた デフレ，. シ ■ン巧 巧は 化窠； され > その 
代りにが 政 ま 化に よる 「巧び 水 注入 J つを を另一 すち ョろ) 巧 かが とられた。 巧惠 Q 巧 ホ 巧務を ♦ 
宝し どれに よつ て その 對 ホな 用を お 持し よぅとす る ド クタ！ ブリュ ー ニン グ Q 必死の 巧 力は 
—— 因みに ド クタ！ ブリュ ー ニン グの 治な 中は ど 巧 巧に 多 巧の お出® 巧を ぶた ことは なかつ 
たの ザが ^ — 無 巧で わり 且つ 危お であると 考 へられる に 至つた。 ドク ク！ シャハトの 靑 巧を 
巧り て 言へ ぱ •闽巧 おを なな 巧が この 巧 巧を 抹 巧した のは’！- を 高ぶの 文化 接な 巧の 文明を もつ 
* 巧に ま那を 力の かを 生 巧を 巧 ホす る ことは. をが 不可 巧で あつた】 からで ある。 のみならず. 

ザ 四章团 巧な ま 九九 



お K 冷 二 祝 紐 55 誠. 巧ろ ブ巧 ぶ郎 脚ぶ 芭註が むん 


《巧 章 國 B R ホ _cc 
ド クタ！ ブ リュ， ュングの 方 かの 巧窠 は’ 巧 巧 巧の 闲じ稱 巧の か 意から 見で もを なガ つた 0 で 
わる。 

巧な 巧の 下で おを は 白 田の 巧 おお 化に よつ てまみ ひ 巧る W 上には ル 巧 巧 おを 巧 入 しないと 
みを した。 ド クタ！ シ* ハト はがが 畫の特 をを 述べて. 忌む ベを では わるが 不可 贷で わると い 
クた W CQ 巧 計畫は 一九 一一 一四 年 九月に 揉 用され. その 實 巧には 淸巧 なをの 方法が 川 ひられち 
ル围爲 をせ 理制 巧は これに ホ なつて 一乂 S 1 年のを なを 巧 中に が 致された。 巧 制 巧の 下では 
か 田 商品の 巧 入を は 一を 二 一年が にを ける 夫* のな 引 巧に ホ じて か 田 巧を の扣 巧を 巧 へられ 
た。 そして E 分され た 巧を 巧を をな て すれば' ル 固で 何を 篇乂 しよぅと しても 輪 入を の自 もで 
わつた。 巧が 新 方法の 下では 挺 入を はいかなる 對ル 注文を 巧ず る 巧 合に も’ 巧が にか 曲 島を わ 
可 もしくは 證明 をを 巧なければ ならない。 す ぺて〇 お 引は' 同 お 巧 巧の ために 妍 巧され た 二十 
セの か 困 巧を 管理 巧の いづれ かによ つて •一 お 引を に 巧め 巧 可され 化けれ ぱ ならない。 を 巧け 
《.<を2墨ける£は現をお引2合£ら化てわた が.を 5^はわ4巧蓋；；^:1^もな巧巧 
用される£つた。 わ5换2巧が必？乏る5つたミそれ55て 2爲を管 
理 の 目め が巧大 されて •ル 困 巧 おの 品目と ま 種の 巧 入 おの 仕 入 ホと に 巧 ひ 切つた 變 巧た 持ち 巧 
すため 0 主 巧手 段に なつて わたからで わる。 



巧 品で ま 巧 ひ 巧るな 上には 巧な を 麻 入 しないと 規 をす るが 巧の 下では が 出な 巧を を ザし わ 
る ことは 不可能で ある。 けだし 巧 貫のを 逊は 自分が 欲しない と 同 巧に 相手方 もな しないから 
である。 そのぅへ 更に この 制度は •か两 巧ぶ 金な から 倍 用を お P まること にょつ て， 巧 品の 巧 お 
をを 少 化に 巧少 せしめる。 ド クタ！ シャハトは， 巧ち をが な 上 0 お 巧を お* おす ことを ホ 分か 
クてゐ た。 巧は 一九 一二 四 年 十月 ワイ マ I ルに わけるな 說 において 洁巧 あを はお 出を 遏 をな < 
すると 同時に 巧ぶ をを 少 巧に 试少 させる ザら ぅとな ベた。 巧算 なおの これらの 巧 巧は 巧 二十 
一 乃至 二十 一二 表に 明白に 示されて たる。 

貿易の お 價額及 热お置 

巧を Q 栓 出入 合計 巧 巧は •一九二 九 年の 一一ち 六十 八を ライ ヒス マルクから 一九 一ニ ニ 年の ち 巧 
倍 ライ ヒス マルクに がち 六 一. 二％ 巧 少した。 同巧閒 中に 《入の 巧 巧は 六 网 •九％ お出の それは 
丑 セ 立％ 巧 少した。 巧ぶ 巧 巧は 一九 一二 五 年に そ 0 唐に まし •そ 0 巧ぶ かに 八十 四 ほ ライヒ スマ 
ルク となつ た。 をして それは 巧 出入に ほとんど 等分され た。 これを-九 11111 年に 較ぺ ると お 
出の 巧 巧は ほとんど 十五 倍 ライ ヒス マルク’ を 入の それは 五に ライ ヒス マルクの 满 ホであつた。 
一九 一二 五 年ぶ ド クタ！ シャハト はお 巧の 括 入の 巧 巧は 「巧に これ W 上の. 進 巧を 巧さない ほど 
策 巧 巧 田 巧软ま 101 


8) シ争ハ h , 貧 賜 霧 二 五 a ， 



け 91 も 1925—1936) 

(巧 化, 巧* ブイ t ス マルク） 
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巧な 巧 M ル 田 巧 お 分配ち み 比 (1»1 3,1925 -1936) 







































































《四 ♦國 巧れ ホ 

の 水 単に 達した. さもないと をは 吾 西は 巧 巧な の 不足の ためには とん どせ ホ 度 おの 巧 伍から か 
ホされ て 了んで ぁらう 1 となべ てね る。 •一九 三 一 五 年から 一九 三 一六 年に かけて は •《入は 巧 巧の 
巧 入が 五モ巧 ラィ ヒス マルク 巧 加した のを ま 因と して 巧ん ど 云 ふに 化り ない は どの 巧 加を 示 A 
したに 過 ダない がな 出 巧 巧は 完 製品の 脏責 4 進 0 お 巧五馆 ラィ ヒス マルクの 增 巧を ホした。 ^ 

一九二 九定 比較 すれち 一九 一二 六 年 K は S 品 Q ミ 寡は 七 一二. 九％' 買 夏び 5 ぉ Q W 

それは それぞれ 六 一二 •九 妾び セ 六. 八％. そ」 て 《人 & かは 六 八 •六％ S 下を 示」 た。 同 S 中 W 

にれ 含 Q《s 八 奚％ •買 要び 5 夏 そ S それ ぞ S 四 麦 及び 五 冕％ お化巧 W 

かは 六 四 •六％ 试 かしち 巧 巧に 現れた ホ 田 5 ご 九 一一 九 年に 比較して こ？ うな 極 巧の 化か 
水 ホに t と： C とは.*」 これを 無れ S5 芝ら ち sa は SS な菱原 ss W 
給に不足」おつて昌民はぶ度5快ぐ化賣わ5といムおを忆4く-#*それ：&わろ しかし 
第五 巧に 示す やうに ピ の おおは 巧資 ではない， W 
巧みの巧さ义び供巧の巧數は巧二十ーニホに巧げてぁろ それにょると一九ーニーニ年な巧爾乂 ^ 
數 貴が 巧 巧に 比して 巧 ダし <增 加して わるので 换 解を 巧く W れ がわる が これは 一巧は A 入口 B な 
目の ホ 巧； tQ で わ0’一 巧は か 南 通 巧 SB 忆 ょる も Q で わる •すなは ろ. ss 格が^ 

比較的 5 奚 #0買夏 5 f 增加卞 ると 共ち 比 RS5 ちそ」：， 小 治 ss 



麻 頁 量を 满 少しつ わ 0 た 0 である •.例へ ぱ、 石の 輪入數 i はおん ど 卞巧百 萬 w がち 一二 o 
巧％ 巧 かした が •そのの 巧は 一八の •セ 策增 かした に 巧 ダない •木が のみ 入 巧* の 巧 かは 巧 一二 十 
萬 ザ ー 〇〇% で わつた が 去の 巧 巧の 巧 かは 二 巧. 一二％ で わつた。 これら ニク 0 巧 目の みに ょつ 
て も •をみ 入 あ最增 加の 大が 分が 說峭 される。 これに 反し’ 一九 一二 六 年には 羊毛© 輸入 數* は I 
九 一ー ニニ 年ょり S 六み％ W じたが •その 化 巧の 巧少は 一三 一ん％ に 巧 ざな かつた。 また これに 巧を 
する 棉花 〇數 字は 三 一一 •己 父义び 一六％ であり 挺 油 用巧义 ぶび 巧 子の それは 二 屯 五％ 及び 一六 
% で ホる。 ゴム 0 お 入は お 置に おいて 一二 六. と％ 估 巧に をいて 一六の％ 增 加した。 

な 易の 地理 的み 布 

巧 巧の ル 夏 あの 大巧々 はか 洲諸 田と を まれる。 一九 一 一一 一年から 一皇六 年に 幸る 期 問を 
通じて 巧进 品の！！ 巧 ホ 兼巧进 への 巧 入 お供 お ホと しての 肤洲 のか 化には 大した 巧 化は 生じな 
かつた 秀 二十の お多叟 。一九二 一 一年には な洲は 巧ぶ のを 巧 0 セ 六. 一% を 引き 巧け たが， それは 
一九二 九 年には わ 一二. わ％. 一九 S 六 年には る 化. •八％ であつた。 また 巧 巧は 化 洲諸闽 から •一 化 一 
三一 年には その お 入の 五 巧 も％ •一九二 化 年 じは 瓦 二み％’ 一 化 ご 一六 年には 五 ホ 八％ をが 入して わ 
る •かがからの 冷 入の 抑 合 0 巧 かと 巧 巧の な 洲向巧 巧の 巧を のが かとは， 曲 氏れ みなむな 巧 巧 
第 田 巧 苗 巧 枚 ま 1 0 ぶ 
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# 巧 ♦ H 巧 R ま _こク 
にを じた 現み であるが ピれ はまと して 巧な 巧ぶ お 巧の 作用に ょる もので わる。 一九 三 一六 年に 
はなが 巧 巧からの 巧 入 巧 巧は 二十 丑を 二 干 二百 萬 ライ ヒス マルクで あつた。 お出は 一一 一十ー ニ 巧 
セ 千 一二ち 巧 ライ ヒス マルクで あつたから •を 引を 八を 五 干 百 巧 ライ ヒス マルクの お 巧巧进 がを 
じた。 

巧 巧 巧ぶ 格を のな 巧は. 巧 逸と W 餘 の 化洲巧 因との 閒の 輸出入を 巧 おせしめる ことで ホつた， 
肤洲 からのを 入は 一九 11111 一年に 減少した 巧’ や、 巧 加した が お 曲の 方は 激试 して’ 巧に 一九 云 五 
年には その 巧 もなか 一二 十な 五 干 セ 百 巧 ライ ヒス マルクに 进 ダない £ となつ た。 この 巧 閒に巧 
巧の 《化 巧 巧は 十五を ライ ヒス マルク U 上ほ试 された。 一九 三 一 五 年から 一九 一二 六 年に かけて 
6 ぶ 置 過は 一を 一千ち 巧 ライ ヒス マルクから 五は 五 干ち 巧 ライ ヒス マルクに 巧 かした が とれ 
はまと してが がな 用の 巧 方な をと して 巧 ホに 巧 巧して わた お 巧 QK おがを 淸巧 する ためにを 
じたので ある。 

S おの 地理め か 巧から ぶたを も おしい 巧 化は 巧 化 アイリ カの 占める W 合に 生じた •巧 a の 
» 入の 中 これらの 大陸が 占わる が 合は •一九二 九 年の 一ー セろ％ から 一九 S 六 年の ー ホ 九％ に « 
少した •また 同規閒 中ち 巧 AQ お 曲 中 巧 化 アメリカ 巧 苗が 巧 入した 的 合は 一 五を％ から 一 そ 
二％ に试 みした。 アメリカ 巧 大巧との 及ぶ の 巧少は •まとして お &と合 衆 W との 問に おつた 巧 


10 ) 


•MHML 



巧に 因る も® で t 。 一义一 一九 年には •巧这 はを むを @入 おご 一二. =1 % を 合 衆 g に 仰 V * た そ 
Q « 出な のち 巧％ を 同 困へ 資 つた。 一九 一一 一六 年のを 該巧 字は を 五％ 义び llH ハ％ で ホる •を 衆 
田からの 巧 巧の 投入 巧 巧は 一九二 九 年の 十 セ 值九干 巧 ライ ヒス マルクから- 义 一二 六 年の 二な 
II 一千一 一ち 萬 ライ ヒス マルクに 满じ •輪 曲 巧 巧は 九を 九 千ち 巧 ライ ヒス マルクから-巧 七 干 二ち 
萬 ライ ヒス マルクに 试 じた。 かくて 合 衆 巧から 0 巧 入な 汹はセ 巧 乂干九 百 巧 ライヒ スマみ ク 
から 六 干 巧 ライ ヒス マルクに が 少サ しめられ たので ある。 

を ホ 田は 巧を と 巧 巧 通商 巧を を これまでな ばむ かつた e Q みならず 一九 一二 五 年 十月には •ホ 
巧の 巧ぶ に 野して 巧な がまが 待遇を 巧へ たと 云 ふので それに 巧す る 巧な Q 1 手段と して’ 獨遠 
からの お 入に 從來 巧へ てわたを ぶ 田 待遇を 撤 ほした。 お 巧义涉 にを いては •合 ホ阁な 巧の ホ 位 
はわ まりち 利では なわつ た。 それは 其ぶ 尻が アメリカに とつて 夕巧〇 出な となつ てわた わら 
で ホり •また 巧 逸に わける アメリカの 巧々 が 巨が に 上つ てわたから である。 巧 巧は. そ 0 9 なる 
巧な 巧な 巧の 紀巧 として •合 ホ 四へ 0 お出に ょる W かには ドル 爲 をを 巧 巧す る ことは できむ か 
つた。 がるに 货 巧は 不可 巧で をり* 信用 も 巧 へられな かつた から •合 衆 困からの 话 入は 激減 甘 ざ 
るを 巧な かつち。 

巧 巧は オ ー スト ラ リア 及び カナダに をしても 问じ 巧な をした。 オ ー スト ラ 9 ア について は’ 
第 巧 章 H 店 R ま 一 0 九 


11) 值»» 巧め 支 挪 についで tt — 义 頁 ぶ. 



策 田 ♦ ■ R ft 丈 二 0 

» 入は 一九二 九 年の 一二を 一千 四ち 巧 ライ ヒス マルクから 一九 三 一六 年の 四千 一二 亩萬 ライヒ スマ 
ルク に试サ ると ともに. 巧 巧は 八 干 五 百 巧 ライ ヒス マルクから 一-一千 五 百 萬 ライ ヒス マルクに 城 
じ， をの 結 巧 货入巧 逊は二 吿二干 化 百 萬 ライ ヒス マルクから 化か 一 干 八亩巧 ライ ヒス マルクに 
な 少した •カナダに ついては お 入は 一二を |二 ち 巧 ライ ヒス マルクから 一千 九 百 巧 ライヒ スマ ル 
クに お出は 八 干 五 百 巧 ライ ヒス マルク わら 一二 干 五 百 巧 ライ ヒス マルクに 巧 じた。 一九二 九が 
には 二位】 千 八 百 萬 ライ ヒス マルクの お 入を 過で わつた ものが •一九 三 一六 年には 一 干 六 百 « ラ 
イ ヒス マルクの 弦 巧な 巧に 货じ たわけで わる 1。 

を 衆 巧， オ ー スト ラ リア， 义ぴ これょ 5 程度は 巧い が カナダ Q 一二 田に 姑す る 故り お！！ 9 政府の W 
巧政巧は巧みを巧巧する上に巧巧でぁるとはいへない， ル田をの巧花.ラ ，ドんホ羊毛义び巧 
ホ 巧 巧の 巧 用を が® しょぅと する 巧惠 の 巧 力は •それまで 巧这 とが おな 两 ものな あ 〇主臺 とな 
つてね たものを 巧へ す ことと なつた •もし これらの 巧 おにつ いて 0 ち 巧 的 自給 政 巧が 放棄 さ 
れ ない とずれば •お 巧の 巧ぶ 巧 巧は をく 巧し いち 巧の 上に 巧 はれる かは ないで わら ゥ。 

巧る 品の 巿巧义 び 巧 逢の 輪 入 ホと しての 中々 及び 南東 31 B ブ パの 巧 おめ！？ 化は 一九二 九 
年な 巧增 おして 來 た。 同地 方に* する 七 ケ田 •すなは ち才 I スト リア バン ガリ I •ユ I ゴス ラヴ 
ィア •ル I マユ T •ブルガリア' ギリ シマ 及び ナ * n K a ヴ T キアは I 九 二 九 年には 獨 &Q •巧の 


12 ) ♦少グ と々 MU — A が > 十 d 十二 ん 



藥二 十五 g 中 か あ 巧 刺 氏の ホ 巧ち 君に をけ る 巧 逢の 分が 

(1929 A 1936) 

0 出 巧 ー サ 氣 W 巧 巧 


巧 

ち 

箱 

A 

«fe 

巧 

19 2 9 

19 3 6 

19 2 9 

19 3 5 

ホ— スト 

リア 

20.8% 

16. 6% 

15. 1 % 

巧 .6% 

- ヘン ヴ 

リ ア 

20.0 

22.6 

11.7 

23-9 

ュ ーゴ— 

スブ ヴイア 

15.6 

1 も 2 

8.5 

1&7 

ル — ▼ 

ュ ア 

2 ん 1 

2 ん 4 

27.6 

16.5 

ブ ルガ 

リア 


53.6 

29.9 

48.0 

ギ リ 

シ ア 

9.4 

18.9 

23.2 

29.0 

♦エブ a 

スロ パ今ア 

2 ん 1 

17.2 

19.3 

巧 .7 


一二 去％ を 引を なり •獨 遠の » 乂 のみ 〇 % たか 給して 
わた。 一九 一二 六 年には 巧 遠の 輸巧 及び お 入に わける 
かお 巧《の が 合は】 一二％ 义ぴ】 一二. セ％ で ホつた • 4 
た 巧 巧が これらな 巧の ち濟生 巧に をいて か 巧に あ 巧 
な 巧轨を 巧ず るかは •それらな BQ 巧 巧 入 中に わける 
巧 巧の かがを 示す 巧 二十 五を を ぶれば’ 一な 巧 かに 巧 
る ことが でを る。 一九 一二 五 年には， か妃巧 苗の 《化 中 
にを ける 巧 逆の 扣 がは オ ー スト リアの 一 五み％ から 
ブル ポリアの 四 八％ に 及び •また そ Q » 入に わける 獨 
をのが がは ォ ー スト リアの 一六 六％ から ブ A ポリア 
の 五 |二 .五％ に 及んだ， 一九 一二 五 年に 巧 巧は ブ兄 ガリ 
TQ 輪 化の わ 二み Q 1’ ギ リシ TQ 輪 出の わ 一二 か 0 r 
< ンガリーの輪出の巧ど四分の 一’ユ ）ゴ スラヴィア 
の 輪 巧の 約 五分 Q r ル ー マ 三 T 及ぴ チ* コス n ヴ 7 
キアの 輪 巧 のめ 六み Q 1 を 引を わつ たので わる。 







第 巧を H お K ま ここ 
な 上の 巧 田と 巧 巧との 巧 おが 相互に 致ました まな 巧 因は が 进が巧 巧 巧を お 巧と したと 同時 
に これらの 困々 がその 代 度と して 巧 逸の 完« 品 •巧 中 自巧產 ホの 巧 まに を 巧な 生 產» を 其んで *■ 
まあつた ことに わるの。 しかし 一九 S 六 年中に を 大 化する に 至つた 巧 借 巧に H ずる 阿 巧は 巧を が 
困 巧な もので あつて •その 解み は 多大の か 巧と 善を とを を 巧と する。 一九 一二三 一年な 來獨 4 は 巧 W 
ち これら Q 巧 围 が巧进 から 巧 入す るよりも 3 リタく の ものを 購入して 巧た •その お 巧 ピれら W 
の巧 困は 夕 巧の なお 巧樓を 巧な 巧 有する こと、 をつた •け ザし « 巧 巧みが 巧 はれて わる 現 化に W 
をいて は. それらの 巧樓 はおを からの お 入の 巧 加に よる か， あるひは 自坦の 輸出 〇试少 によるは 一 
かじは 巧 現のを がない からで わる。 巧 巧と しては どれら 巧 田が 巧进に 巧す る 巧 巧な 及びを 巧 
品の 輪 化を 巧满 する ことなく •獨 巧からの お 入を 增 かずる ことによ つて#* してな 推を 巧 ひみ け W 
す ことを が お 合と する わけで わり •さゥ した® 旨の おねを 巧 おしたいと 熱まして わるが この や ご 

W A 

ぅにを のよ いおを のを 諾を 中央 及び おお 3 1 ロブ パな— に 納» さ ホる ことに 獨 A が どの 程 巧 
までぶ 巧す るかは お 巧を をさない ので ホる • パ^ 

* し 

徐 出超 過と 外固爲 をの 供給 

) \y 

一九 一二 〇 乃至 一ニ ニ 年 01 ニケ 年阳 におを には 五十 五 巧 八 干た 百 萬 ラィヒ スマみ ク 公な 巧 おぶ 



IS ) MummmM . r 一が 

mtkcm Boar ん The Satoi _ 
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17 ) mmm . 


こ* け NaHonal IndnttrUl Confer- 

Genamaf at Uic Becifuuag of 1983" •••一先 


巧 巧が あつた。 わ < して 生じた ル巧爲 をの 菊 おは •をの 一が は 巧 巧の 巧 ルな 巧 0 巧 ♦のために 

巧 

用 ひられ 去た 一が は •一九 一二 I 年 五 巧に をの 巧を 巧した をな 巧な 巧 中 0 ホ 本の 巧 か にょつ 
て央 なされた ホ困爲 をに おする 莫大な 巧 虫の 一巧に 巧ず るた めに 巧 巧され た •困 巧れ 會黨を 
巧 0 巧 一年 巧には 六を 六 干 八 百な ライ ヒス マルクの 《田® 巧が ホつた。 一を 1一 四 年 Q 第一 四 
半 巧には « 曲を 過は をを 消し' 巧 お 巧みの バランスは 逆にな つた •同年を 巧では ゴを八 干 四百 
巧 ライ ヒス マルクの 輪 入超 過が あつた。 一九 一二 四 年 九月には »巧 入の ち 巧 化に 閱 する r 巧 打 
畫」 が 採用され た。 しかし 入 巧は 巧を 一九 一二 五 年の 第二 巧 半 巧に 至る まで 一一 一巧に 互つて 麵 巧 
した •すでに 巧 逸と 淸 巧な ちを おんで わた 巧* はこの 巧閒 中に を獨巧 樓を黑 « しつ、 わつた 
ザ それは を お 因が 巧进 品の お 入を 增 加す るか あるひは 巧を に對 する 輸出を 试少 する ルには ホ 
其 0 をがない ものであつた。 巧 巧 おを における 巧 &Q 巧みは 一九 S 五 年 一二 巧 ホに 五 巧 六 干 わ 
亩巧 ライ ヒス マルクのを 奋巧 にました。 一九 三一 を 年の 一を 一 卞百萬 ライ ヒス マルク •一九 一一 一六 
年の 五な 五卞萬 ライ ヒス マルクのを おな 過は •まとして U 上の 巧な のが 巧に 巧 用され なければ 
ならなかつた。 自由 巧を についての 巧な のが 態は 大した ホを はされ なかつた。 一九 一二 六 年末 
の ライ ヒス. バンクの 巧吿 にょるち ル 田 爲巧六 百 巧 ライ ヒス マルク. を 六 モ六百 萬 ライヒ スマ 
クに 過ぎず ’一 九 一二 五 年 十二月 S 十一 日 現在の 化 巧に 比して 島を はち 萬 ライ ヒス マルクの 巧 化 • 
C . 四 章 田 巧 R ホ ーニ ニ 


香 章 a R R 支 - - 
をは 卞 六ち 巧 ラィ ヒス マルクの 试少 となつて ねる • 

夕 くの 淸巧 おを では， 巧 品の 輪 化 巧 巧は' 巧 本 W の 巧を のかく •これを 獨 &ホ« のが » に 充用ず 
ベ し と 巧 示 す る か*わ るひはスィス*オ，ストリ ア*ィ クリアの巧をのかくこれらな用へ 〇獨&人 
巧 ホを に 一定 巧の なをを ま おする ために ホ 用すべし と 明示して わる •お 0 て •現を 支 梅を ま 巧 
する を 衆 曲やォ ー スト ブリアの かを 田* に 巧す る獨 & の 巧 丹 力は 巧 ザし <财化 されて 來 たけ 
だし これら 巧 田との 寅み では 獨 & は 多 巧の 輪 入巧进 たなず のをな 巧と する ので わるが そのす 
巧に 必 巧な ホ 田な をを 他の 方面で 巧る ことが か妃の やぅな 規を のために 不可 巧と された から 
で わる •かくて 巧 ホは. 巧 米 及び おるな をの 手な がで をれ れつた ために •な 化 OW 化 地を な 衆 W 
から ブラジルへ ，羊毛の 頁が 巧を オ ー スト ブリアから 巧 アフリカ， 7 乂 W ン チン 及 ぴ关本 两に巧 

の 

さなければ をらなかつた。 

巧 油は 巧を にょつて 除 巧 口 S 及びを 巧な にお 卞る自 面 0«丰 的 巧 巧た 滿 たずこと はで* 
たが， 巧な の 輸化巧 巧に ょつて ホ H 巧 巧の お餘を 巧み 曲ず 可 巧 巧を 巧 4 しおつ て® 3 が 輪 入 tt 
巧 QM なを 巧つ 巧* にがす る 巧 ホ 巧な 0 ホ 梅 巧 力を ホ 減ずる ことと なつた •この H めに 巧 《 
しぅる S5Q&S 主 S 夏は. 2 人 sf&ss #•£ i 光春 S 巧 田 ホな 
巧 及びみ 巧を 金で ぁる， 


U ) » に一 乂云孤 ♦十— Ji かけ 



巧 外 倩 お 


獨进及 巧の なました おを にょれば •一九 111 四 年 二月 二十 八日 现 在の か 《 は ホ 0 通りで わる 
化しな 時の 巧を 巧 巧で 换 巧し •百 萬 ライ ヒス マルク 巧 位で 荣し たも© でれ る • 

ち 巧. 

巧が 
れ 


セ， 一 五六 
六’セ 五 


一-二 •丸一 五 

を 巧 巧 中 十® ライ ヒス マルクな は ライ ヒス マルク 在で わつた • i たがが 巧のぅ ち 一九 云 五 
年 一二 月滿 巧の め 十六 巧 ライ ヒス マルク も ライ ヒス マルク 巧で ホつ 巧 •この 用夕 におす る まな 
巧樓 をは スウ イス 义ぴ オランダの 巧々 おで ホる， 

右の をれ 百 111 十九 巧 ライ ヒス マルクの ほかにな はお 15 な 巧の 巧ました ところでは r 其 化の 
か 两人巧 ホ J が 四十 二 化 ライ ヒス マルク ホり. その 大巧 分は 巧 ホの 巧 巧 上 地 •及び おかの 巧 巧で 
ホる。 一九 一二 0 S 半ばから 一 化 一二 六 年の 二月に まるまでの 巧！ R Q 巧 か 《なのを B 推 巧 巧は 
巧 二十 六 おに 示されて ねる。 

こ Q 巧 ネ に ょ れ ぱお 油通巧を：5てを示された《巧巧4をか<か巧は前妃巧抑中にめ二ち六 
第 四 ♦ H 巧收ま こお 


巧 


巧 




M 


ご I 

十 

二 

■ 

— 


9 


，か 


||=寸ホ巧 巧 巧 かなの 推を （の撕 牛ぱ- 
出 所 — m な 巧 巧れ 巧 


-1936 二が 


a 

巧 

*♦ 1 
1920 牛ぱ ： 

1931 
セ 月 

1932 

二月 

1933 

一巧 

1934 

二月 

1935 

二月 

1936 

二月 

巧 

巧 

巧, 500— 1 も 00011 も 1001 

の, 10 U 

も 700 

も 7 け, 

も 7け> 

も 30 fi 

巧 

參«» 

巧 S 

•- 

も 300 

も 000 

も 100 

も 500 

も 000 

1,600 

を 

巧 

の, 800 

10,700 

10,500 

10,300 

了, 200 

も 400 

い〇〇 

を 

か 

2 も 300— 2 も 800 

2 も 》)0 

20,600 

1 も 000 

は, 900 

巧, 100 

12,4011 

1 某隹か 画人 巧 有め 








1 IM.fl 

巧 .tAW 

も 800 

も 900 

も 300 

も 200 

4,200 

•• 

•• 

C の 巧 アイリ 々のか 

规 

巧 

- 

も 143 

もが 7 

も 537 

1,462 

" 

" 

巧 

据 S 

" 

も 06 了 

1.808 

1,504 

715 

511 

419 


»##» 

巧 

•• 

も 33 ti 

も 165 

も 1 斯 

も 644 

•• 

•• 

か 

か 

" 

みが 9 

も 392 

7, 733 

ん 1 か 3 

" 
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ザ 

巧 

巧 

巧 

巧 

も 

支 


け 4 1 


ん ■ m i か》 » 香 巧 場に よる • 


本 9V4tm 

丰な a 熟纔な よ 扭 だ截ぉ 112 


兩， 但し ♦寬け 31 かれた る 巧 かな— 
ブイヒスマ；|^ク么«表ミれ^で&る. 


i 

十 巧 ライ ヒス マルク からち 二十 巧 
化 ライ ヒス マルクに 试 じた ことに 
なつて わる。 このめち 一二 十六 巧 ラ 
イ ヒス マルクの 试 巧は 大巧 分が 巧 
かの 试少 にょ クて ぜク たもので わ 
る •長 巧 巧の « 巧は 四十と 巧 ライ 
じス マルクと 巧吿 されて わる。 

巧 二十 セ おは •巧樓 巧 M 及 ぴ«務 
a 巧 則の か 巧 巧を 示す 獨逢政 巧 巧 
あの お 字で ホる •この 巧に ょるち 
を 巧な 巧の 四 九み％ おお 巧みの 二 
タニ％ 其 他の 巧が 巧み 0 1 九ち X ’ 
ホ 巧« 巧 0 三 10% は アイリ々 のな 
資 をから 借りた も Q で わり’ 巧 巧を 
拍 Q 一二 一一 三 一% は アイリ々 人 0 手に 









第二 十七 表 か 度に H する 巧 巧の 宮良數 字 1 妨 4 二ぶ 二十八 曰 現が ;> 

(軍 化， 巧 萬 ライ ヒス マルク） 



朵 一九 SS 年 二 二十日の ♦によつ で»， 

♦ザ •夕 をの 賈巧 たたる シ—夕 朱 ートめ 奉*々 巧 お « は， 之を 度 IM となし • な S 入の M のな 
無 ♦巧なない 《 


本* 本 一九ち ち お_=^! だ B 3 HW の* の • 

幸丰 本 •ザ 巧の IW 1 入が 巧 有する セ 干 « ブイ 


>んク ♦ホ わ. 


♦** 夫 お. 拳責上 のぞ ■のみで 巧た <• « i « g«aw 巧 W の 巧 A の 有 ai にわら サ巧 a とし： お a は 
ム た ミ* のを ホむ. ♦貢卜 •め g 置 疆« は 二十 二 fltAfS さ 萬 ブイ t ス マルクと 知ぶ さたで A る* 
: ♦♦♦♦本 ター 公 5 田 年 ミ 巧 一日 S —力ぶ 五 年 二月 二十 八日. 用 >人 々ホ 有に** る 巧モた •こ 
をを に t 朽 されろ 件 ■*» 證に « 巧々 た A に « 巧を it 化する ことによ ウ で] E 立てられ かべ 9 


巧^* ••• ftMT， r 一乂 ミミ ける M 々巧 JB 1 •奇， — 单 ， SO 

頁％ A ぶ， 


入る かがに なつて わる。 

たジ問 巧は •巧 巧のを 底 おネが どの 
巧 巧に 正 巧で わる か？ といん こと 
でを る。 巧に 一一三一 Q 巧務 々巧で 明か 
にを 巧され たやぅ にお 沒 政府は 巧进 
のが かなな 巧を 进乂 にな 巧る 巧が あ 
る。 と < にを 巧は. 近年. 巧 中一义 1111 
年ょり 一九 一二 五 年に 至る 脚の か巧闻 
內巧迅 高を ぞ しく 過小に おな つてね 
る やぅで ある。 

«» 倩の BAtts % び 其 他の R 因 

にょる gll の «■ 一九 一二 四 年 二 H 
现 ホの ものと して 巧进 政府が おちし 
たと ころに.^ れぱ .ホ值 忍の 巧 进を巧 
供 巧の 巧 面 巧 巧 五十二 お |二 卞 八ち 巧 

一ー セ 



















呈； f ミ V 乃な 巧? 巧な 錠み こ 百*， ィ け，*,。— クー*- •化に が* 

M な MC ♦ぶに ホ 4 たない • 


第 巧韋由 巧れ ま 

ライ ヒス マルク 中' 巧 法人の 巧ち する もの t を 五卞萬 ライ ヒス マルクで わつた。 この おを 巧は 
少く とも 十一 一谊ラ V ヒこ ル， 5 受れ なければ なら ミ •一九 一一 一四 年中 Sg 2 巧が 
は 巧 面 S 巧 ライ Kt < 1 -ルク ii 上る とおを しゥ るから •その お 巧 ホ 田 人 巧 巧の お 巧 巧 巧は 一一 一十と 
笛一一一卞八百巧ライ ヒ ス マ ル クに巧じたことに&る。 其^政府の巧をでは十九をライヒ ス マ ル 
ク Q 長 巧 巧 おが あつた ことにな つて わるが どれは め 二を ライ ヒス マルクた W 巧され わ ば 化ら 
ない。 すれは ち •一九 一二 四 年末の ル 田 人 巧 巧のを 巧 巧は 政府の おを ではれ 六十 四な ライヒ スマ 
ルク となつて わるが 货 底には める 十四 ほ 三一卞 八ち 萬 ライヒ スマん ク であつ た。 

一九 一二 五 年中には 巧み Q ル两巧 巧の 苗內 M 巧 巧は 巧ら <1 一巧と 干 萬 ライ ヒスの マルクに 上つ 
たと おはれる ザ そのぅちめ 一巧 セ 干 巧 ライ ヒス マルクは を ホ W から 入つ て 巧た •ロンドン •ア 
ムス テル ダム 巧び チユ 1 リヒ にを ける 巧进 のな 入が はめ 八卞 K ライ ヒス マルクと おを してょ 
い ダら ゥ 。その上. ベル ギ ー 巧の 滅 巧は ヤング 借み 中べ ルギ ー 宛の ぶ 接 分を 約 五ち « ライ ヒス 
マルク 轻试 した •巧みに •加を 借 まのを 期ぶ 巧 巧は 約 一千 巧 ライ ヒス マルクに 违 した。 が 化の 
を 巧 其で をけ るが 少 巧は® らく 一を ライ ヒス マルク か 後で ホつたら ゥ •かくて 一九 一二 五 年末 
のを 巧な な 巧は' 五十な ライ ヒス マルクを や、 をす 巧な に试 せしめられ たわけで わる 

一 化 三 一六 年に ホけ る 巧を な 巧 QW 巧が ちは 巧 ダ 僅少で わク た。 ユ 1 ク巧巧 わ 引 巧に 



»=+ A « か 巧 人が をの 狼 a 長期 巧ぶ 勉 ts 巧 
(1934 末 一 1说 け） 

四 （がな, な 萬 ブイ ヒ义 マルク） 


年ず 

巧 巧 

i 

其 化の; ft 巧 及 巧 合 か 

! 

巧 

巧 

な か 

合 か 

巧 ほ 

iy;u 

3,738 

1,700 * 5,43d 

5,579 

1，734 

U, 川 7 

1935 

も 454 

1,60 0 ! も 054 

5,041 

1,423 

10,0 y5 

1936 

も 323 

1,300 j も 623 

も 08 が 

1,055 

8,707 


* 一丸 S 六 年の 滅ホ ■中 巧 Sflt セ 干 ブイ t スマん クは 通餐 の滅 なによ る • 


おける 巧を 巧 ホ© わ 引な は •一九 |二 五が にはめ 一巧 二ち 巧 ド 
ル •一九 一二 巧 年には 一を 五 干 一二ち 巧 ドルで わつた のに •一九 一二 
六 ザには め 二 干 セち 巧 ドルに 逊 ダなかつた。 アイリ ヵ 市 巧 
における 巧 巧の 巧 入な はを 分 一千 八亩萬 ドルすな はち 巧卞 

か 

五 百 巧 ライ ヒス マルクで わつた であらぅ。 a ン ドン •アム K 
テル ダム •チ* 1 リヒ における 巧 巧の 貫入は をら く 二 干 五ち 
巧 ライ ヒス マルクは 巧え なかつ たで わら ゥ 。加里 借を のな 
忍 离は五 音 巧 ライ ヒス マルクで あつた。 

一九 一一 一六 年 フランス •オランダ. スウ ィス. イタリアの 巧 巧が 
巧 巧した 結 巧 お 巧 Q かがは わ 一二 度 ライ ヒス マルクの 巧满と 
なつた。 しかし. 借を 巧が の 二度 巧 千な ライ ヒス マルクの 借 
を 供が を 巧 巧した から. かの 满 巧は 巧を されて し i つた。 

かくて 一九 一二 六 年に わける 謎が 巧 巧む 媒 みはめ 一 住 S 干 
巧 ライ ヒス マルクと 推を する ことができる。 共 他の ち 巧 巧 
巧に ついては 巧ら くが 巧に ょつてめ 一位 ライ ヒス マルク •通 

二 九 


巧） 他々 II 定 でが， 一乂 ミべ 年の f ん fia 々 iuwu な ミ 干 Jtf * となつ で* も • 



巧 四々 田 巧 R ま こ】 0 
义磁 巧に よつての 二を ライ ヒス マルクの 试 巧が なされた であら ゥ 。がつて， 一九. 三 一み 年 ホに を t 
ける か 持 人手 持の ホ 巧 巧 巧は お 二十 八を の 示す やうち 四十 六な 二 干 S 百* ライヒ スマ* クで 一 
わつ たわけになる。 また 同を には 短 巧 巧の 推を 巧 も 化げ て わる。 が 
お 巧 巧は 一九 一二 巧 年 ホ 五十 五を と モ九百 巧 ライ ヒス マルクで わつた が’ ~ 化 一一 一六 年 ホには 巧 M 
十を 八卞 四百 巧 ライ ヒス マルクに 巧 じた •この 试 巧のう ち 六 巧と 卞九百 萬 ライ ヒス マルクは ^ 
据抵 おを 適用 巧 困 巧の 巧 巧に 生じた。 ：；’ 
ル 巧 揉に して 旦 つか 巧 人の 巧ち にか、 る 巧 巧の ル 供 巧 巧は •一九 三 一四 年末には め 百十值 ライ け 
ヒス マルクで をつ たのに おし •一九 S 六 年末には め 八十 セな ライ ヒス マルクで あつた •この 數 ぶ 

化し 

す Q 中には 世み 乂巧 にを 因す るな 府閒 のが 務は 含まれて わない •そ 0 中には まを お & の證 お 
並びに 上 地 •か闲 をせ 巧* エお 及ぴ 巧る 巧 企 粟 中の ル 囲 人の 持 分 巧に おする 所謂ち を ル W 人投 
々もを まれて わない •を 巧 巧 巧は 巧 巧 政な の おを によれ ぱ 一九 =1 四 年 二月ずに をいての 十二 
を ライ ヒス マルクで あつた。 一九 三 一六 年末まで には それは 巧ら <1 二十な ライ ヒス. マルクな 下 
に 巧が された であらう。 がつて 巧 巧の 巧 ホ 巧 巧は 一九 一二 六 年末には をよ そ 百 二十 巧 ライ ヒス 
マルク どころ にあつ たわけで ある •因みに それは. 一九 三 一四 年末には めち 五十二 巧 ライヒ スマ 
ルク ，一 化 一二 〇 年 半ばには め 一二 百 一二 十な ライヒ スマん クで ホつた. 


な 獻な 



巧替 の 必要 及 ま 巧 

一九 一二 五 年に おける 巧 巧の 巧 巧が 巧 巧は め 九 巧 五モ巧 ライヒ スマみ ク であ ク たと 巧ち して 
ょいで わらぅ •その 巧 巧を 示す ちか 巧の 巧 巧 一二 巧 五卞巧 ライ ヒス マルク •巧な 货ぶ 巧ち のホキ 
二 巧 111 千 四ち 巧 ライ ヒス マルク. 巧ち 巧み 巧 定のホ 巧】 な 五 干 巧 ライ ヒス マルク， ち 巧 巧の « ホ 
を 接 ホ 困 人 巧々 のかを 巧 进か貨 巧の ち 入 一巧 六卞 一二 百 萬 ライ ヒス マルク おも マルクな 巧に 基 
くま 巧 二 干 六 百な ライ ヒス マルク、 おか 宜度資 め 二 千 巧 ライ ヒス マルクで わクた • 

一九 一二 五 年に おける ホ 田な をのを お 高は め 七 ほ 六 干 巧 ライ ヒス マルクと 推を される •そ 0 
內津を 示す と •がな お 入 一一 巧 一二 千 巧 ライ ヒス マルク， ソ ゲィ* 卜 •ロシアに ょる 手 おのま 冷 一二 巧 ラ 
イ ヒス マルク おを 巧 ホな 資化入 一吿六 千な ライ ヒス マルク お ホを 巧 度 ーモ巧 ライ ヒス マルク • 
をち 送を 一二 干 巧 ライ ヒス マルク •船舶 資巧代 二 干 巧 ライ ヒス マルクで ホった •な 上は 巧 二十 化 
表 Q 示す 通りで ある • 

め 二を ライ ヒス マルクの ホ 字は せ 巧なら ライヒ K . バンクのを おぴ にか 田 巧を 单 巧から まみ 
はれた で わらぅ。 巧が 巧 除には •その 大部分は ま 巧 はれなかった •それは ユ ー ゴス ラヴィ ア ’A 
1 マ-ー ア .ブルガリア •ギ リシ* •オランダ 等の 巧 田の 巧 巧 お {先に 入れられ. そして-九 三 一六 年には 
巧囚 巧の 巧 化 ま ニニ 



ホ函 なをの 必要 及 をれ (1935 A 1936) 

(軍な. な 萬 ブイ ヒスマ^^ ク） 


巧 目 

1935 

193 け 

も 巧 



外 《 巧佛 

350 

320 

か 巧巧狀 « a 及 ハンブルク •アイリ 々巧な 化值* 巧 

13 

5 

特巧ち 巧 巧の fits 

50 

20 

獨 • な マルク « を によ る ま » 

26 

26 

か 人 巧 有の ag , 巧み ： fc ホ ♦の® をに* 込む ぺ iR な 

50 

斯 

外 巧 巧# R 上に よ 6 るな 惟 出の のぶ 

50 


一九 30 年 米- 巧 償 »» をに よ る « 巧價 巧の 利子 

•V 

7 

亩巧巧 を モ濟み 

150 

" 

か 南* 巧ん 巧 

234 

" 

巧 ホな 》 


20 

を れ 

950 

448 

受 巧 



海’； S たん# 

撕 

260 

« ホを 化ん 


の 

巧 巧 送金 

か 

300 

撕 

B 宙 ホお滿 巧み 

60 

« 这 K か巧資 たん 

160 

1 斯 

« 舶資巧 

20 

の 

を れ 

750 

530 


巧 四 章 因 R K ホ 


これらな 田に ょる 巧を 
巧 おの 巧 入を 促を する 
ための 巧 巧と して 巧 用 
された。 

一九 一二 六 年には か函 
島を におす るか 巧が 一 
化 一二 五 年に 比べて ザし 
< ほくな つた。 をのた 
乂 Q 巧 因は’ 巧 品 巧 おが 
入 巧の 代りに •丑な 五 干 
萬 ラィヒ K マルクの 巧 
巧と なつた ことで わる • 
なほ その他 0 巧 目につ 
いてなる も. 利 巧 I 二は 一一 
干 萬 ラィ ヒス マルク ピ 









を 巧々 のが 忍及ぴ 化な 五 干 五ち 巧 ライ ヒス マルク おも マルク おを 分 二 干 六 百 巧 ライヒ スマ ル 
ク .お出 促を のた めの か 巧ぶな 入が を 巧 巧 二 干な ライヒ スマ ルス お ルを な 二 干な ライヒ スマ ル 
ク ー九 三 一 0 年の ホ 巧 巧 巧な 巧に よる 級 巧 巧 お 〇ま挤 t 巧 巧 ライ ヒス マルク どの 巧 か 巧な 巧 干 
八ち 巧 ライ ヒス マルクと 推を されて をり. 一九 一二 五 年に 十を ライ ヒス マルクに 近かつた のに 比 
ベて おだしい 巧少を 示した。 

五 巧 瓦 干 巧 ライ ヒス マルクと いふ 夕 おの 瞭 化な 逊を おれば . j 九 S 六 年には 巧 逸に かする か 
巧 島を の 化が は® をで あつたと 想 ホされ るか も かれない。 しかし どの 巧 巧は 巧つ てね むい • 
けだし 巧进 はを 爭 の 必巧上 信 巧を 六ヶ 巧まで 班を しなければ ならない のにが お 入に かしてよ 
六ヶ月 爲忆ま 巧を する からでを る。 一九 一二 五 年下 半期には 巧 入に 巧す る お出の な 迸は 二臣 
八 千 セち 巧 ライ ヒス マルクで わつた。 巧 巧は このを 巧の 大部分を 一九 I こ 六 年上 半 巧に なつて 
巧 あつた。 一九 一二 六 年上 半期 中の お出 巧 過は 一位 一二 干ち 巧 ライヒ K マルクで ホつ たが •そ D ホ 
みは 同年 下半 巧に ホ 巧され た。 かくて I 九 S 六 年中に 右の 財が から 生じた ル 巧 巧を 0 巧 お* 
巧は わ 四を ライ ヒス マルクで あつた。 しかし ピ のを 巧の 乂が 分は 巧 川され るに 至らな かつた。 
め 一な 五 干な ライ ヒス マルクは •一九 三 一四 年 あび I 九 S 五 年中に 巧な なをに 巧 巧した 巧 粟 巧な 
のが 巧に 向けられ たため •手に入らな かつた。 わ I な ライ ヒス マルクは •巧 化に よる 巧 おと ft \ 
巧 四々 田な 化 ま 二-ミ 



第 田 ♦■巧 度 ま 二 1B 
に 巧す る ま 巧との 閒 の 巧閒 の 距 りの ため •利用され なかつた • t ため 八 千 巧 ライヒ スマ* クは 
を ブロ ブク巧 通が のが 巧に よつて 巧 失と なつた •そ 0 上 •二 干 巧 ライ ヒス マルクは 併 蘭 西に 巧 
するザ ー ル 石巧給付としてを引かれゴ干巧ラ イヒスマルクはスゥイス'イタ9ア.オ，ストリア 
のかく 巧 逸から ぶて 巧 品の 巧 出巧掛 となつて ねる 巧* とが おしたお 巧に おそ •巧 & 人 巧 化を の 
巧 用に 供せられ たなを かとして ち 引かれなければ ならない •を 後に •め 一卞巧 ライ ヒス マルク 
はか 巧に おける 巧 ホの お 巧 巧 失と なつた •な 上の やぅな 巧* の おおが をな ずれば •一二を 八 干 « 
ブイ ヒス マルクに をす る •か < て 一九 111 六 年の 巧 &Q 巧な なぶから 巧 巧手に 入つた ホ 曲 巧 巧 
總巧 はめ 二 千 巧 ライ ヒス マルクに 過 ダなかつた • 

お 巧 化 入は 二な 六 千 巧 ライ ヒス マルクと お 巧され' 巧进 ななが 一九 一二 五 年 巧 分と して 巧 ホし 
た數 字より】 〇% が 加した。 巧 巧の 送々 はガ いたい 一一 一千 巧 ライ ヒス マルクで ゎつた •なほ •お 
» まがの 浦 巧到來 によつて め 六 干な ライ ヒス マルク， か W 人 巧 ホ ホの 巧々 によつて 一 干 巧 ライ 
ヒス マルクの ホ 田 人に 巧す る賠 か 巧 巧に よつてめ】 モ巧 ライヒ スマん ク のか 入が ホ じた • 

一九 一一 一六 年に わける 巧这 QW ホ 巧 女 巧 巧は 金ブ P 7 ク巧 巧貨 QW 巧に よつて ホが なが 響た 
受けた •しかし' 他方では 巧 巧の 巧な のために 巧な 巧 かもした にな ひない •巧ら < これらの 巧 
因は 巧 巧し 合 ひ' がか 巧資巧 巧は ダいたい 一九 一二 五 年と 同が •わ-巧 六卞 K ライヒ スマん クでゎ 


25) ■ホ 審八 んど MM マ* ♦によつ で贿11た*グ， に AS 替 ♦♦た 

むい， 


つたと 巧 « してよ いで あら ゥ， 

一九 S 六 年には ル H 爲 をの 必要 巧 巧は 四 ほ 巧 干 八ち 巧 ライ ヒス マルク. そのが 給 巧は めを 巧 
五 千 萬 ライ ヒス マルクで わつて •差 引を I 值 二ち 萬 ライ； マルクの 巧 おとなつた • 一九 III と 
年には おおが 巧が として 巧を をな 巧 するならば •ライ ヒス. バンクの 爲 をが 巧は# しくが がする 
であらぅ。 I 九 =1 六 年下 半期には « 出 巧 巧は 巧 巧 二 干 百 巧 ライ ヒス マルクで わつた •また- 
九 一ニ セ 年の 一巧 义ぴ 二月には •輪 化を 巧は 一を 一二 干 八ち 萬 ライ ヒス マルクに 上つた •ホ g めを 
に 巧 巧して ゐた夕 巧の 巧務 は-九 一二 置 年ぶ び-九 S 六 年の ニケ 年 閒に大 が分辨 巧され てし ま 
つた •不正 巧な 巧 吿が巧 はれない 化り •ライヒ K . バンク 0 を 义ぴか 田 巧を 単な 巧 巧 巧は-九 III 
セ 年中には なが 增 加を 示す ベを 吿 である。 

しかし 巧进 は. その 巧爭巧 田が それぞれ Q 巧 巧の 试巧 によつて 巧 巧した 巧 巧な 巧な におれ す 
るた めに. 多 巧の 巧 州を. 虫ず る 巧 助を がが ぶび 特巧お 式の マルク 制 巧を 按 用し. それによ つては 
じめ て 世 ホ 市 おに おける 自阅〇 ホ 化を 維 おして わるので ホる。 

輪 出 補助金 

巧 巧は •苟 くも 巧 西になる ほどの 两 のぅちで， I 九 二乂年 W が 巧 巧を 试巧 しなかつた 唯-の W 
巧 巧 韋田巧 枚 ま 二； 



が 四 章冉巧 ft 变 t 二# 

で ホる。 巧を 政府が 一方では 通な 巧 化を が 持し 他ぶ ではが 軍 傭と 巧濟的 W 寒 主 巧と いん 柏 巧 
な 政 巧 をれ は 用 巧 わの 义ぴ生 巧 巧の 上 おを もたらした 1 をを けす るに かを したれ 巧 •巧 
油の 世 巧 巧 お におけるね 巧 力は おしく 试 巧され るに 至つた。 

かゥ いふ 巧 巧の 下では 政が の 巧 巧がなかつたなら 巧 巧の 输化卖 をは ル W 市 巧から 的め 出さ 
れて しまつたで わら ゥ。 この 巧 かは 夕 くの お 式を とつた •獨 &の 巧巧會 れはモ QW か 巧 《Q 
責上 をを もつて ル 由 人 巧 巧の 巧 & 巧 ホを 巧 入 ずる ことを かされた •これらの® ホは •巧 子が マ 
A ク でを がまな はれる から •ル 尚に をけ るよりも 巧这 において はるかにな 化で をつた •巧 A の 
» 出 おを は 巧 ホを 自 田に » 巧せ しめ どれを 巧ぶ で 巨が を もつて 巧が し‘ そして か < して 巧ら れ 
ホが なを ル 巧 ホ おにを ける 巧 品の 販 巧に よつて 巧つた おみの 袖 填に 化 てること をれ された， 
同 株な 巧の がか 曲 人の お 钮银巧 勘を についても がされた •お W 巧 ホは ル M で こ 0 か 巧を « 
巧な か 引牢を U て 頁 入れ •それを 獨进で 一 〇〇% に 巧 巧し’ そのが な tu て闻 ル化資 による 巧み 
をの ふこと がで* た • 一九 I 二 一一 一年 六 巧の モラ トリゥムに ぶ*， 巧み ほ夕 のか 田 人 巧 5 は その 
巧 巧の 一が を か苗爲 巧を なて’ 一巧を ス クリップ 巧 おを U て {その 比 巧は 時* 巧が された 至 A は 
れ た。 スク リブ プ巧 券は マルクで をが まが はれる もので わるが， 巧 & 々扣 引な けによ つて 巧が 
Q 半が でな 入れられ •そして こ 0 な 引から をナる 巧を はお W ホを にがす る 巧のを として 巧 州 さ 



26) t •かし « しな 上の ♦ろな M い 貢ん がな かつ Iti'f れ tf. ■ &巧《> の 手 ifg け > A ♦ ♦ 
ヴ 1 少な かつた で ♦ ら A ， 

27 これな に* r ク I イ シピ シグ M の ta と しで か， « れ も* れ 々 f 集*々 で • &ら< AK 
化 マ も れ ，パ 


れた •この やぅに して！ g 进 のか 巧は ぞ しい 媒巧 をみ 政府に 何等 0 巧 巧を ホせ しわない 袖 巧 金 
が 巧 没の お 化 おを に 巧 へられた 。がそは か 巧の 巧々 ホが 负# したわけ である；。 

一义 吉巧 年 六月 か 巧が 巧のを 部的モ ラト リゥ A を宜 すした のちは .ス クリ ，プ 巧みに よるな 
巧 巧 巧 金がず 可 おとなつた。 巧 巧な がの 巧な による 利を だけでは 巧 時 Q 巧 &«讯 巧 巧の 巧が 
を かふには 不十分で あつたから’ む 巧は 曲の 巿 巧を 巧モ とする がまに 巧 巧す るな 巧を とり ピれ 
によつて お 川 巧 » をのぶ ををから なけれ ぱ ならなかつた •このぶ 巧 お 巧の 巧 巧及ぴ その 化 入 
巧に ついてはな 巧は 何ら 巧 亥して わない •巧 菜を もを の 白め 0 ために ま 巧つ たを 巧を ホ巧 巧 

巧 

照 ホ 中に 圳 なする ことを かされて たない が •合理め なお W によればめ 十五は ラィ ヒス マルクに 
上る とぶ はれる。 袖 かを 巧は お出 伯 巧の や 均 巧 〇%. 卽ち通 巧 減のに よつて か 闲巧爭 ザが 巧た 
利を に ほで 巧し い， とか へられて わる •加 助を は 凡ての » 巧に 巧して 巧 へられる といん わけで 
はな < .また A ての 巧 著が 巧 巧の 袖 助を 巧け る わけで もない。 袖 かを はお W 柔 巧の 化 化が 
政府のを 巧に よつて# な はれた 程 巧に. また 化み 巿お におけるみ 巧の 巧ぶな 巧む 化 化© 化かの 
ぅちで どの 巧 巧の 巧 化の 巧 持を 巧 巧が 里 巧がず るかの 巧 巧に 化る 0 である" 

封 巧 マルク 

第 巧 9 H 巧 R ち ご； 



ホ 巧々 曲 巧 度 ホ ニー 八 

封 巧 マルクの な 在は •一九 一二-年 巧 0 をな 巧悅を にわこつ たか 曲 資金の 巧！ W 引 巧げ におして 
巧 巧が 创設 したが 制の 巧產 である。 このを をは これを ホ田爲 をに 换 へて 巧み 田 かに 持 化す こ 
とはで きないが か 巧 人は それを 巧* 5 でち 入を 行ん ためと か， まは 巧 巧 巧 ± 巧に をけ るを 巧 « や 
お 巧に 巧て るた めに 使用す る ことができる。 

特巧 マルクの ゥ ちもク ともよく かられた 扭巧〇 ものは をを マルクで わる •を録 マルクは， 一 
九 11 二 年のを 慌 前に か巧银 巧が 巧进 において 巧 あして わたな 巧を を 示す る ものである •この 
マルクは ル 酉に をいて 巧を の や 巧より め 五 0% も 化い « 格で 貫入れ る ことが でを る •この マ 
ルク の 化 巧から 生 サる爲 をは 据 あな 用の 泌 巧に ホを される •を餘 マルクを なて ル 由 人は 巧 a 
にを ける 巧 巧 及び 生を サ をま辨 し， 巧进 の 證券ぶ びが をに 巧 ホし •巧 入用の わ おを W 入ず る こと 
がで をる •また 特巧 のな 巧 小切手が 巧 光を に 封して 致な される。 これは 巧 その H めには 化 用 
し 巧ない ものであつて ピつ 一巧 ホ ホが お 巧し ぅる 旅行 小切手の 巧は を 巧には 一日な り 五十 ラ 
ィ ヒス マルク •特別の 巧 合には】 日な り 百 ラィ ヒス マルクに 化ら れて わる •獨 & 巧に をいて 巧 
巧され ない を 庭 マルクは H ルに 持 出す ことを 巧 止され 巧& 巧に をいて 巧 託されねば ならない 
ことと なつて わる， 

W 引取 巧され るもぅ 一つの 巧みの マルクは いは ゆる ア スキ マルクで わる •ル 田 人の 巧 » に 



か、 る 企 おは •巧 品 0 化 巧に ょつて® を內 にな 用を 設 をし ピ〇倍 用を 巧を 巧な の 巧 入に 巧 用ず 
る ことのが 可を 巧 巧の ル 巧 巧を 巧 局から 巧る ことができる •「ア スキ」 とい ふ 言 美は^ 1£1 を】 der . 
Son を rkoln f を 是： S を- ZIUngen 卽ち国 巧 まが 用 ホ 人 おがな {里の が 語で ある •か 田 人 お出ち ホ 
は その 有する ア スキ マルクを 巧を 巧な を 購入し ょぅとす る 企 ホに 資る ことが でを る。 しわし 
その 巧 巧は 公を 島を 巧 巧 U 下たら ざるを 巧ない。 さもないと ピ由 マルクを やめて T スキ マ A 
クを S ふ 利を はない ことと なる からで わる。 ア スキ マルクの 巧 用は ナチ ス あな 巧 一二 年 及び 巧 
四 年 0 ニヶ 年閒 にを も 巧 < 巧 はれた。 巧を それの 巧 川は 夕<の 巧に おしては 少数の 巧ち 巧 お 
宙 目に 限を される やぅに なつた が じかし を 干の 困に おしては ア スキ マルクは 依な として 巧を 
の 唯 I のま 礎と なつて ゐる • 

この 化に なほ. か 酉 人が 巧 逸の 證 お 义は图 巧が 産を 巧が し. あるひは 利子 由を 及び 化 化を まれ 
する 巧を に 生ずる 巧 巧 0 おお マルクが ある •こ 0 郁 類に 巧す る まな 型の マルクは な 用 お 巧 マ 
乂ク Krod を pcrnn ミ k •银巧 おお 绍 マルク 多を ミ porrirk 义ぴ理 を お进 Effck ミミ P 马 rm ミ It マルクで あ 
る •これらの のをを か阁 人は U 下の 目め に 使用す る ことができる •卽ち おを の 巧进 S 巧 •巧 巧 « 
及ぴ生 巧の 巧 入 おを ま 及び その お ホ 0 を 行 受並ぴ にを 巧 巧 0 すがお 稅徊人 及び 曲 ほへの 寄附。 
この 他に なは 巧进品 入に も 巧 用す る ことができる：^ > 原則として その 化ぶ はを 化 面 巧な 0 
巧 田々 田 巧な ま I I て 


巧 > ■♦巧 11 マん クは A んど鹰 A 々購 义にな 使用 < わない， 



ホ 巧 ♦ 围 巧な ま ニニ 0 
巧 わ 二 五％ までと されて むる。 まりのと 五％ は 自由 マルクを « 入し ル W 巧を tw てす みはな 
ければ ならない。 

U 上の み理 おが 勘 化からの 引 柏は ル 曲な 巧ぶ 材 の 許可せ がなければ これた なすこと がで* 
ない。 

特巧 マルクの 巧 用は ななな せ 巧が 巧の 巧 生を 巧した •それは 巧 A に巧實 上城價 した 一種 0 
通 巧を 與へ •それによ つてが 估〇么 巧を 者し <巧« した。 マルク 巧〇试 巧は ち濟閒 苗と いんよ 
り もむ しろな 治閒 巧で わる やうに 化 はれる。 か W 巧な 0 おがと g 入の 管理と を けんか 巧が ホ 
るのは •巧 逢が 巧廉 なか W おのか 水に 見 巧 はれる せな がわる からでは 化い • これらの おがは •か 
田 並に 自 田の 資本が 巧 & から 大 なめに る 巧 しないと いふが 巧を 巧 治が 勢が 與 へない のり， 撤》 
不可能で をる。 そしても しか 巧 巧を 斤 巧を 獲 巧し 度いで マ A ク の 減價を 巧ん ならば •それは 巧 
进 の 田 巧 巧 化を 向上 さサ るよりも むしろ® 化サ しわる ことに 众 るで わらう •それは か债 t 增 
加 させ •輪 入 巧 巧な 及びを 巧 品の コスト t 苗め， 巧 & Q 外— 巧 ♦のかな た试少 さサる じと と 化る 
であらう •巧 巧と しては， その 曲 巧な お M なが 改善され て •冉び 世み のま 巧を » 中む 地 ホる 》 ン 
ドン， ニュ 131 ク 及び パリに をいて が 用を 钟 をし うるに 至らない 化り， か、 る不 巧な にがへ る 
ことは® らくで ホない ザら うと 化 はれる， 



巧 巧 及 お 言 

國 巧れ 會黨政 巧の 外函 巧ぶな 巧 Q 下で お！！！ は •人口を 寒 ムに必 巧な* 少脏 巧の 义巧 おと. そ Q 
H 巧の 巧 S を 沿 巧し 括 軍 傭 か 畫を遂 巧ず るに 十分な 巧 巧な とち か 田から* 巧す る ことが で 》 
た。 この 目め は « お 上及ぴ を « 上の 凡ゆる 巧 かお 引に 巧す る おひ 切つた せ 巧に よつて 建 成さ 
れた •すなは ちな 巧は それに よつて •大 ホの 資的 生細泪 Q お 持 と-巧 3 と からぶ てす かお 
とぶ はれる 凡ゆる 巧 入を 持 除す る ことが でを たので わる •何人と 雖も巧 ホでは お 巧 巧 W の S 
* のが 口に 夫* 巧 西され たなせ 巧の 一つから か 曲な をを 可 巧の 巧附 をを ける ことなしに •か 巧 
な るれ も « 入す る ことが でを ない •しかも 輪 入© ホ 可は. か H 爲 をが ラィヒ K . パンクに をいて 
を 巧の まみ 用に 十分で & い 披り巧 サられ ない。 

世 ホ 中の 巧ん どず ぺ ての ま 巧 田と 巧 おされた a 巧淸 巧な 左に よつてが おの 巧ん どを 巧は •か 
田 おに おしては 巧 巧は ちと いんれ* 巧みの ぶ 巧の 上に 坦 かれた。 巧し い 例外は 合 ホ W •才 IK 
ト ブリアぶ び _ ー ウジ ー ランドで あるが ピれら の 两 の 巧 合に も わ* 巧 &Q 方法は 化* の ホ 者に 
よつて 用 ひられた。 淸巧 なをの 度した を も 置 大 なお 巧は •巧 W 义ぴ その 化の々 お QW 巧め々 ホ 
によるが 巧を 獨 逢から 巧つ ホ ことで わる •巧 A は. 巧みが を 廉でお « が たなの W から » 入ず る 
第 四 章 ■田 ft 支 ここ 



第 田 ♦ ■ R R 支 こ 一二 

ことが で ♦ホ. 獨 *5 Q 巧 巧を 自田 〇を產 物と 巧 A にを も をんで をけ 化る 國 から •入ず る こと t 
な 儀な くされる •淸赛 みを のを】 つの 至大な 不 がをは •巧 お « ぶ による 獨& のか W 巧を かた 及 
びを おな 0 巧 ホのを がそれ によつて みを めに 阳 塞され る ことで わる， 

これらの 事* は獨 & Q 责巧 わるな 財を や經濟 ♦をが はつをり と 霞* して わる •巧み 06 出 
を 巧 おする 必 巧は » 巧れ 會ま 巧の 巧 巧を# が强 M して わると ころで あり ピ かも 推に もまして 
これを 焦眉のを としてが 巧す るを は ルなら A ヒ トラ 1» がと その 經濟巧 K クタ！ ヒ ♦ル マ！ 
シ ♦ハト で わる •巧进 の. 現れに 對 するな 等の 巧 度は お 泣の 見地から すれば たしかに お理 的で 
わる •化 巧は 大义そ ホの やゥ にお おする •「 巧 泣は ル H 人に 多 巧の 巧 巧を なつて わる •獨 逢は 
ホ 田の 民間 巧々 まから 借りた ものは ー セント も 巧 さ 卞を濟 したいと •一方なら 卞 焦* して わる 
ザし わし 巧 品の 輪 化巧邊 によらない 限り こ 0 ま 巧を なず ことは 不可 巧で わる • にはを が 
なく •ル W 巧を 巧请 がない •これらの ものは 一九 三 二 年のを « 巧な 中と】 九 一ニ ニ 年中と に 巧 ひ 
塞され た。 卽ち このが 間に 獨&は •その ル 田が 樓 をのが をを 巧 皮す るた めに 巧乂 な犧牲 た拂ク 
たので 4© ミ ー九 11111 年には 巧&は 遂に. を 及 ぴ告爲 をの 凡て 〇时 巧を 巧 巧して し* ムと间 
時に. 巧 巧の お 化を 巧を この 上が 持す るた わには •人 ホの 生を がで をない 程度に 走で 貧 引 》 
下げる ことによつて， 獨 a の々 働 人口に せへ* い犧 ちを 拂 はさねば ならたい »に* で 立 巧つた • 



社 ♦革 かの 巧れ が あつたた わに 巧 巧は やむなく デフレ ィシ •ン政 巧を 化 おし c •生 ホ 及 f なお 
を 巧 進す る 方れ をと つたので ある。 ル 巧の 利 巧は 乂巧 分化 巧され たが •私め 巧 おた をな したの 
では 決してない •獨进 はか HQ 巧 脚 巧み おにが する すべての 巧 巧を 尊重す るち 巧を もつて & 
る •しかし 化 巧が 巧を おで まみを 巧け る ことを むむ 巧り. 巧 巧は それ fc 資巧 する ことが で ♦な 
い のみならず 巧 巧は を 巧 巧の が ホに ましい 切 下げが 巧は るぺ をで ホる ことを •また 巧进 Q W 
巧を な 上の 巧 化を 巧 固なら しめる ためには 巧 巧 Q 么 巧が ある ことを •感じて わる 。 J 

か闽 のを 巧 巧 巧 ホは これらの 所見の 多く QK について そ のぞな 巧を S むる じ をで ょな レが 

しかし 同時 S 妾が gsc ?」 た 一 ISQ 巧 S が 望 Q ホ S 勇を 後？ る C 至つ たこ 

とを お 巧ず る •を 巧ぶ 巧を は 挺 巧の 巧 巧 巧の 樓 利には 巧 閒 fc をし はさまない けれども. 巧巧请 
が. 巧 巧と 巧 おの サ みを 苗との 問の なをな 巧 巧 M 巧の 巧 ま にげ 巧を とはを はれない 巧を した 0 
巧を 治が 勢を 生ぜし めた 0 みで なく •を 巧に も 4 たおを の お出 力を をな つたこと をな つて わる • 
彼等はまた巧巧が息のま にか何なる程巧〇巧巧め自化自給をもむひ巧る任おがホることを 
否 巧し はしない が じかし この 自足 自 をの 目的を 津 する ために 從ホ なされ また 现 になされ つつ 

をる 巧 力が 胃 Q 寡と 化 ホ： 巧. U & 夏. 置エ S か 52 C & ける？* 3, 苗 g ならし 

める に 至つた •とぶ るので わる。 



第 因 ♦画 R R 丈 こ-口 

さらに これらのを をは. 化 巧が 巧 巧 品を 頁は うとし ない •といん 巧惠 脚の 巧 巧に 巧 巧を ちしは 
さちむ しろ 獨巧 こそ 計畫 的に. を 巧 生を わを 代用ず る ことによ つてを 千の おれな の 輪 入 fc 阻止 
しようと 企て、 わるでは ないか， とま おする。 なをに 化み は ホの 巧を 巧 巧す る。 曰 < ，巧 巧 巧が 
ホ 近 ニケ 年の やうな な 速な で « 度す る 化り •巧 进を柔 は ’ W 巧货 おに 著しい 快 巧が 生じても それ 
を 利用す る ことが でを ないで あらう’ 何 化なら ぱ巧軍 巧の 巧 巧 t 充 たずた わにを 柔 能力が を 巧 
用 ひられて しまん からで わる. と。 埃 言す れぱお 巧の 輪 的の 快な はお » 政府が その お 巧め 巧 巧 
な 巧 中の 或 物の 役 かと 肤洲平 か 巧 持の ための 滿化 なな 治 おを のが おと t を 尾よ < むひ 巧る か 
どうかに， 主として か、 ク てね るので ある。 

か W 巧 お及び 一 股两巧 M 巧の 分 巧に わける 巧 法の 政 巧の お 巧を なおす る ことは むづ かしい 
が， を 千の 巧 巧は 巧 巧で わる。 お 入な 里の 現を U 上の® 巧は •一 化 K 巧のを 寒 水单 のな 下と 巧 ホ 
への' ■ホ 巧 巧 化 給の 不を とを 生せ しめる ことなしには ピれ をけ ふこと がで* ない。 生 巧 水 巧の 
巧 上と 產柔巧 巧の 巧 おとの ためには を 巧な あ ぴ巧巧 巧の 輪入增 かが 必 巧で ホる。 輸 化の 巧 か 
は » 入の ための ま 巧ず 段と して 必 巧な ぱ かりで なく •かな 利 巧の ための おおを もたらず ため， 及 
びを みび ル 巧な 巧の# 巧を 捕 ホす るた わに も か 巧で わる • 

巧 巧の ホ 田 巧ち の すさまじい 猫々 と 一が _二 六 年に 至る 不 巧が 巧の 續 なとは 巧 ま 活かと 巧 巧 



とには これと 云つた が 巧を 巧へ なかつた 。それは. 公共 主 木を お及び 冉 巧のに おする 政府の 支 
W がち 巧 化 巧を を 力な 巧の 化 巧に 化つ たからで わる。 が 巧 巧と 政府 支 化との おがが 巧 下す る 
にな ひ •巧 閒產 まは 不振の 化 止に 巧め なければ ならなくなる であらぅ •輸 化は か、 る お 合に 巧 
巧が 巧 はれ 得べき を 巧な 分 巧を 提供す る。 

をを にお 逸の 不安を な 苗 巧 的 化 化は •巧 貨銀巧 おの 粒 巧め 必巧 とな 府が巧 用した あ ひ 切つた 
巧 巧が がが 巧との 大を なお 因を なして わる •巧 銀 率の 巧 加は 巧み 巧 おの 巧爭 上の ホ 化が を 者 
されない 化り 不可 おで ホる。 巧 巧 統制の おかは’ 輸入の がな が必 巧と される 松り， また々 本を 巧 
巧 止の ために ル 田 巧を お 引の 思 ひ 切つ たお 巧が 么巧 とされる おり， また これを 望む ことが で* 
れいので わる。 

ホ两 巧ぶ の 問題は 巧 巧の 直面して わるみ 巧め な 巧齒で わる •この間 理は 巧迅政 巧の 一方め 
/>- 1 ， 5 、- こ L I } 

巧爲 のみでは がみず る ことが でを ない •が畫 とむ 府 のがが とは® 力を おおし， 打擊 をち 巧义ぴ 
れ 々の 巧 制を 巧に 分 おする ことは で をても •か 均 巧 巧 品と ホ巧巿 おとの かを をな くす る ことは 
できす また この 必 巧を ホた すため の扭* な 曲 難を 巧 服ず る ことは できない。 もし 迎巧 QW 仍 
を 巧ん ならば •それは 《出を をぶ じし お 巧を を不 をを とする であら ぅが ピれと 同時に かぶを 增 
かし， 两 ホから 巧 ふ 巧 巧 お及びを 菜 生 巧 わ 0 巧のを 昭 がさせ 巧 逢の おかお ホ 化を を泌少 さサる 
第 巧々 國 R R ま ニニ お 



第 田 ♦田 巧 R ま ご 三 ハ 
でぁらう。 のみなら ナ •それは 大* め々 本连 をのせ なをな くずる ものでは ないから 正常な 田な 
巧みの ホた る 巧 巧 わで わる 巧む ホ 田 巧を わ 引に おする が 化の ホ 《 には 巧かないで わらう， 

この か 巧 巧 あの 問 巧は 本 K 上政沾 めな もので わる。 この 閱涵は W 巧れ# 黨の をな 巧と を 政 
巧 —— 巧 巧 併 お 巧め 自給 自 ちを 巧 まを' 反 d ダャま IT 反 ボル シ * ヴ ィズム •だ 自由 ま ホ •植巧 地 巧 
ホ ー にお ぴク いてを り •巧 巧のを 巧の 解み はお 局 W 巧れ 舍ホ巧 ホ かのを 巧に ょって ホを され 
るでぁらう。 たジ近い巧巧に»する眼 り.苗巧的經巧力の おを のためにが |5のち巧柏巧の巧能 
に 巧ら かのを をなら ぬな 化が おる とた ホる ひは 巧 逸のは 治 » 梢に 何ら かの 至大な 巧 化が せる 
とな おする 巧 由は ないやう にぶ はれる • 


第五 章 か國賓 易と 生活水準 

I 田の 巧 巧め 巧 度は 究桂 的には •义巧 品の 生 巧と 巧が 巧の 巧 おとに 利用し 巧べ を 上 地面 巧に 
ょつて ホを される。 此等 二つの 巧 巧は. おお あび 人口と おにち 濟め生 巧の わ 巧め 去 巧を 爾 巧す 
る。 特に. それらは おちのを を 水# を 上昇せ しめる 一手 ほと しての ホ 巧 及 おの 必 巧を ホ 巧す る • 
困 巧れ 會 まを お濟な 巧の 化 目の】 つは 哀お生 巧 W 争ち ある。 今 1 つは. おかから 輪 入され る 基 
本 的 巧 巧な のま わに 代は るべ を 合 巧 生 巧 わの 巧まで ある。 此巧一 一巧 巧の 目的は 巧 時に わける 
田 巧の 巧が 力を 巧 加す ると 共ち か 困 巧を に對 する 必 巧を 试 かする にある。 巧这お 巧の 現れ 化 
ぴに その お來の 巧が 的 巧な を 巧 解す る-ためには •义 巧な 义ぴ巧 巧 巧に おする 巧！！ 8 0« 入必 巧が 
困 巧の 生を 水 巧を 抑 K する ことなし にどの 巧 巧 4 で 巧に 引を 下げられ たか •また お 巧 引を 下げ 
られ るかに 巧いての 巧 巧なる 理解を かおと する ので ホる。 

食 巧 品の 供給 

第五 車 外！ ！«« と 生 巧水牟 1111 セ 



第五 章 ホ と 生を 水# ニニへ 

巧 巧は 一 笛 一千 六ち 萬 玉！々— の 面 g を もつて わる。 このな 面 «のゥ ち， 二 卞八亩 萬は 巧 作 
地で わり ゴ卞百 二十 萬は かを 化 及び 巧 巧で あり •巧 巧 十 萬は を 团に州 ひられ お 十 R は 巧が 曲 及 
び葡巧 苗で わり •巧 林は ー ニモ ニ百 萬に 及び’ 八 巧を 十 萬は 巧 巧# 巧 •含 巧 公 因， 巧® 化义ぴ 運動 巧，* 
地 •巧 お 湖 巧で 占められて わる。 巧蕉 巧は なか 巧ち 八十 萬 エー々1 にる ダない。 

か 何なる 生を 的 用を にもを てら てれわない 主 巧 面* がか 少で わると いム ことは 拍» の ホ 巧 
によつ てな 案 生を を 巧 巧す る 可能 巧が 巧 巧に 化 局され て わると いんこと t 示して わる。 それ 
故に 尘 巧の 增 かは 主として ± 壊の 巧 作 上 あび 利用 上 0 ホな 及び » 種並ぴ に動妨 « 餐 のな 奇 に’ 
よつて* ら されね ぱ ならない が •その他に もな は， 必 巧が 充分な 上に ホ 化されて わる かわから か 
乏が 特に 巧 切な 作 わにが 用し 巧べ を ± 地を おりを へる ことによつて ■り 均 街の とれた 化 獲が 
» られ るで わら ゥ。 

獨 <9 が ル 田よりの をが お供 おにが なして わる ことは ホ 表に 示されて わる。 

巧 品 巧 巧を かに おする 田 巧を 巧の 百分比 

巧麥 みび 小 ホ 点か； か 巧 粗夕巧 巧 •羊肉’ をみ 九 五 乃 ま- 00 

巧 巧 をれ 化 〇 力 至 九 四 

巧 巧 巧を か 九 〇 乃至 九 巧 


1) mmmwK . ■«. 十二, が。. 一〇 二!!. 


卵 巧 八 〇 乃 ま 八 化 

巧 か 巧合扑 八 〇 乃至 八 化 

かおな を： t ， おみ 八 〇 

パク I 义ぴチ I ズ セ 五 力 至 八 0 

か 巧 セ 〇 

ベ ー コン 及び ラ ー ド 六 〇 乃至 六 九 

巧肪 をむ’ 五 0 乃至 五 お 

巧 巧 一二 〇 乃ち S 九 

巧 豆を 計 二 0 乃至 二 化 

人进 バタ ー 五の ち 一 〇 

一九二 九 年ょり 一九 一二 六 年に おる 巧 巧 0 をが 品 お 入 0 巧が 及ぴ& おは 巧 一二 〇 おにみ されて 
ねる。 を 巧 おつた を もが 著な 巧 化は. 一九二 九 年を を 後に して •小 ホ 及び 大麥 のな 入が 巧ん どな 
< なつた ことで ある。 巧 年に がける 化 等 二 巧な の 佑 入は わ 巧 五 ヤ百巧 ライ ヒス マルクに 上り 
度が おぶ ぴか 巧お Q 巧み 《入 巧が Q 一ニ セ. 巧％ を 占めて ねた。 一乂 一二 六 年には •巧这 は 巧 か セ 巧 
巧 ライ ヒス マルクを か 巧 巧 小 ホに また 巧 か S 巧 萬 ライ ヒス マルクを 同じく 乂麥 に々 したに 进 
ホ 五 かか 困* みとを 巧水牟 ニニ か 
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102 7 ミ 
109 5 き. 
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803 一を》 
205 154. A 
67 1 ミ ■な 
巧 2 130. 3 
14 130. 0 
ち 一 寒.》 
12 ミ • 7 
一 器 .A 


ち 巧 曼 

2 ミ 曼 

沒 W m 
ご 5 g 



377 I 1 き： 
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ミ 143. 
84 宾 
74 ータ 
ち 定. 
98 ミ • 7- 



養 • 7| 一ー ド I 
ミ . \ 
だ 芦》 120. 
18.0 18 J 
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賽 

100 . 

86. 

8 ド 

泛 .41 1 ミ. 


49 a 》 一与 T 
352 .s 一一产 
罢. 

m:oa 

78, 巧 S . 

ミ 賓 
さ • W 45’ 

9尸 な 49. 


塞 I を 7. 

巧を 

1 S 賓 
一 装を 
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100 
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> ち 表 ■ を 料 •品 ft 入れ 量 (1929-1936) 
化 巧 一 《 &函 « ttJ 9 (巧 巧 1032-100) 

度 

3L 
な 


国国— ■田 

一 HMiL 一 

画酵— 国— 


巧な 




巧 お々 ホ w 巧みと 主 巧 水準 こ 
ぎない。 小を 巧 入 か 直は 二百 十 巧 巧から 七 四’ 〇〇〇 巧に， また 大ぞ のをれ はち 八十 萬 > から 五 I 王 ■ 
八. 00 OW に滅 少しち 小夕# 種 面 巧は； 二 六—; 一二 〇 年？ 均一’ 六 九 ー ペー 八へ ク * III か 
，から； 一一 一四 年には 一三 九 七. 六 七 0 へ クタ— にお 加し ち 同一が 脚 《にがけ る 小 巧 化 巧® _一||| 
は 111.111 セ ごス 〇 〇 巧から 巧. 丑 一一 一二， 丑 0 〇 W に巧大 しか。 一九-- 一-一一 年には. 化な 巧は ち 六 〇 巧 一-一 {^齡 § 
00 巧で わり •そ Q 面 巧は 511 七 •五 8 へ クタ 1 で わつ ち 一九 量 年 义ご九 一一 一六が 0 化^ん 
巧 苗は. 巧 輸入が 年 やちめ 一 •八 00,000 斯で わつた 一九二 六 I 一九 一二 〇 年の 時 巧よりも わ 一‘ 

五 〇 0,0 〇〇 巧 ザ 大した 〇 それな に •田 巧 生を の 巧 加は お入孜 をの W おと A * 巧 等し か 0 たの 
で わる。 

大麥 にわつて はお 入の 试 おは 田 巧 生を 〇增 加に よつて® はれなかつた ので その お果ピ ー み 
の 生 を义 び 巧 巧は をし くが？ る S つたが. 巧 巧は ピ， ルを ばち 街义 にかくべ からざる 物資 
とは 設わ てわない。 

バタ 1 .餐卵 及ぴラ IF ® 《入 2 はもつ と 痛切で わつ て. その 紀 S 化 等の か々 の 巧 期 的な 
乏 として 現 はれて ゐ るが バタ ー にわ 0 ては •その かまは •度 おで 0 牛 化 巧 « のより 一 R 0 巧 下 お 
巧 巧に がける 一を お 率 的む バタ 1 Q 生 巧に よクて •またが 祥クリ ー ムや巧 巧を 巧 辛の ない チ ー 
ズ の 生需 化に よつ て 募 巧 はれち パ* 1 ; 巧り の 巧 巧せ は不 おお 前と 同じ K さた 巧つ 



のの 


"ぶな 嫌け むの,*—。 ユ*ん = のでい 、. w - だか， 


てね る。 巧 巧 や ラ ー ドの 巧 巧は 巧 あを 示して ねる が •巧を 水# が 巧 ダし < お 化した ことを 示す 
は どまし いもので はない。 甫 固を 巧 わ 及び 巧 巧の 巧 入 數モは 一九二 九 年に 比して 巧 かを 示し 
て わるが， その 巧 巧は 便 巧 下な のた め 非 巧に ほ 下して わる。 

巧 一二 十一 袭 はを 巧 品ぶ び 化 巧な Q 1 人 巧り 巧 巧せ を 示して わる。 化 等の 巧 宇には， 巧 ま 水# 
が 一九 一二 六 年に かいて 不 景氣ツ ホの 年に がけぶ ょりも ほ 下した とい ふことは 示されて わない。 
まま 巧 巧の 毎 入は 卖 一二 十二 おに 示されて むる やうに‘ な烈に ほが された。 巧 巧 生を© を 干の 巧 
加に も 巧 はらず. この おおが 態は おなおに 巧 巧な 田 巧を 生ぜし わたので あつて •一 化 牛 巧り 牛乳 
の 生 巧が-化 I 二三 一年 Q 二’ーニ セ 五 リブ トルから-九 一二 五 年の 二 •一ニ ニ五リ ，トルに 满 なした 巧 因 
の-半は こ 文に あつたので わる。 巧 逸には め 一千 巧 頭の 化 牛が わるの だから この ことは 牛れ 
の 年 供給が 五 干 巧 リブ トルが あした ことを 忘 かする。 ル 曲 巧を Q 現在の 巧 あが 旗が 持な する 
限り おを はが 巧み お 巧 まの 不化 にょりが 牛 頭數及 牛乳 生を なの 增 加を 不可能と する であらう。 
あ 巧の 現在の 货入 必要を 代 面せん がな めには •巧 进は的 巧のを 巧む ために 二ち 萬へ クタ 1 Q 迫 
か 的 止 地と 一二 干 巧 立方 メ ー トル Q おお まスぺ ー ス とを 必要と する で ホら うが •現在の 巧では 巧 
か 一二ち 五十 巧 立方 メ ー トルの スぺ I スが あるに す ダない。 め 再 瓦卜萬 立ち ィ ー トルの 巧た な 
巧 巧 まスぺ ー ス が-九 S 五 年に 巧 てられた が’ それは- ヶ年閒 に 六 五％ む增 加を 示す も Q であ 
巧ぶ ウか みとを 巧 水 ホ ー田 一二 
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本 巧 11 用 栗實を 含を ■ 


雜ち 十二 表 « をみ。 をを ぶ 巧ち 巧 脚の 入 

第 (1927, 2 k 1932—1936) 

五 田が 一 ft な W 巧 巧 

幸 


巧 在 

軍 化 

1927 

1932 

1933 

1934 

1935 

1936 


ち 度 巧 

の 田 

巧庄 

巧 





巧 十值 リブ トル 20.0 23.6 2ム0 23.7 23.3 2 ん 4 

類 千夕— トル 頓 も 893 も 124 も 165 も 班 5 も か 8 も 221 
巧 干イ —卜ん m 1,932 1,975 も 030 も 272 も 179 2,146 
巧 千 イー トル, 臘 6 が 6 864 964 が 2 749 

類 十な ん 97 も 巧 も 24 も 24 6.21 もが 

巧 千 ィート が « 16.0 1 义 6 12.9 13.1 1 ん 4 1 け .0 




家畜 « 冉の « 

【乂 tt a 




油 

n * 

干 ィート ル 唯 し 480 

2,290 12,045 

1,553 

1,1 傲 

1,079 

魚歡 

巧 巧 

千イ— トル g 126 

91 116 

1 が， 

126 

79 

巧 

な 

干 イ—ト ル g 汾 

24 27 

04 

84 

の 

家畜 巧 科 度 《麵9 1 

千 ィ—卜 知頓 4,079 

1,727 444 

1,070 

676 

246 

巧 


干 ィ-ト ベ 1,173 

226 79 

1 说 

181 

40 


ク た。 巧 巧は 一 立方 ィ ー トルに 
つ* 四 ラィ ヒス マルクの 扣 をで 
I 臭 巧 當り最 巧 一.000 ラィヒ 
K マルクまでの 袖 かを 典へ て « 
なま 0® 巧を 巧历 してね るが ど 
の 巧 巧は 巧を 巧來に 解かされ 得 
る も 0 ではない。 巧！ RQ 化# エ 
巧は 現に 木材 パルプから K 巧 目 
的の ため Q I 種の 巧 巧を をり 巧 
す ことに 巧 わつ X わるが •巧 巧 生 
をの 段 巧には ホ 巧 巧を する に ま 
つてね ない。 


外 田 S * とを 巧 水 ♦ 




第五 幸 外 函« みとを 巧 ★準 】 田 ホ 

農產 原料 おの 供給 

巧 S 十ー ニ 表ぶ び 巧 一二 十四 まは ホ 巧 « 入 をを 巧 巧 巧の 巧が あお gt 示して ゎるが ど、 にな 產 
巧 巧 おとは 直接に •叉は 巧 巧 t 通じて 問を にお 民の 巧 まに 必 巧と せられる ものでは な < して， エ 
柔 生産の 巧 持の ために 括ち めに 必 巧な 良 巧 巧 巧な を 指す ので ホる。 巧 =1 十五 まは 化 等 巧が お 
の 巧 巧 •巧 入ぶ ぴ困內 生を 吃數 i を 示す。 巧 巧で 生まされる 羊ち 黄麻 •巧 繊維 > 楠 花 •生な •ゴム， 义ぴ 
巧 陪は必 巧 巧の】 〇% にもぶ りない。 巧进で 生を される 巧ち 巧を 义び 大麻は か 巧 巧の 五 0% 
にも 足りない。 巧材 の 巧 虫の め 四 分の 一は 巧 ルからの 巧 入に よって ホを されねば ならない。 

か 巧 巧を の 必 巧と いふぶ 地から すれ ぱ挺も 里 巧な 良 產巧巧 おは 楠 花， 羊モ •木ち 巧 ホ‘ 及び «店 
である。 

天が 棉花は 巧进 では 栽 巧 不可 おで ある ザ « 巧が 用な たる ステ I プル •ファイバ ー が 化 巧 工美 
によって 木材 パルプから 生を さる > ，に 至った。 こ QK チ ー プル •ファイバ 1 Q 生產 はな 巧に よ 
クて巧 巧され ク 、ある 〇 々ブャ ル 附近の ベナン ハイム (曼す 己を 3} •ダ-一 ブ巧 巧の ヶ 
ル 《イム ( Kelheis }’ 义ぴ シレジア にがて 大工 巧が を てられた。 このを まわは か 何なる K にがて 
も 天が 棉花に 劣る ものでは なく， それが 巧柔 生を として 生を される やぅに なるやを や •それは 天 



2 

•4 


雪， 壌 


.ii S t £2 ggli £ 2 ミがミ£； ミ ¢5 


な 


2 きち ま ggEI g ミが £ お s^lsi si 


« ss さ £ ち 6 ま g £g 客 客 《 養 夏 g ミ si 5 賽 


グ ダタ ご 

S !! ! 5 ミミ g ミ舊！ 3 ミ さ ミミ £! iiisi 5i 


なさ 宙巧 s、 ま 3 -巧 さを 
» さ奇を 2stsM 

を 巧 泣 巧 か 
ホ 巧 it S s 
端# お 担## 

居 » ホ Aaffd 奇巧か 
巧# み 
ff 哉み# 巧 
a 巧 A 奇巧 
曲 两 
おを 8 巧# 

泣# iSt a # 

巧 《 巧 巧 

升 夕 
巧 ま 
>• * 7 "巧 
« 巧 立 ホ 巧- ats 巧 《 

S 赛 

資奇 ' ul 、， y で H 4々々# 
ご'，； こ， •！；# 

おさ SAW お 

宙夕 か、 ホ 3 . 

か、 aT;t、 S 巧 S 巧* 

>» 夕 - 雲す 


gw + w ♦巧 辣奇 さを 9»>\ 巧 S るを で 929— 1 S 

ち 巧 —— 璋 《« 巧-田！ イ*; >) 


第五を 外 H —* と 生 巧ホ牟 








一 


一 一 化べ 巧 
ム g 一； «ぺ た。 

M クぺ 度 一ら 巧な 


.二 5 罢 を罢ま S 宝 る 泛罢芝 


COIO 巧 

さ ミ 養 ミ I ミ i ミ ご ESts ミ ご ミ •爸 S 8 ミ 


咨 苦| 舅 


: ts 云 


t 二な 00 


一 一 W 一 
一 な 占。 

なぺ ジ〇 一一 


to CO な . 

を S ミ ミ！ i ミ g SS ：* ミ* i 旨 i ミ CO 賽ミ S ま 


ー ミ 9 


巧 置 ♦ホ 田 KA と 生 巧 水 摩 

JHH+B* » « 巧 ま ifS 日 巧 函 茜 な » 

ち 巧 —— #*1«»哥 《《 巧- 4、 I マ >蓋) 


巧 ま 立# なぎ お «"?■ 

ま 9 

宙<^}^|6み窗导 

SS 奇 さみ SS 

穿 g 9 或 か 
か 巧み W S 

おさ Q 坦 さ# 

ホ お 

巧み 巧 
ろ ザ W # 巧 
» 巧 & ホ 巧 
# 巧 
ま 3 巧 # 

泣 # a # 

巧 巧 巧 巧 

井 巧 
巧 せ 
えそ S 夕 
«巧| 巧 W 巧 巧# 

9 奇 

巧哥 - U !、，•>- 夕4 4 ?>々々 







gH 十五 表 なを 巧 巧な。 供 お 及 r 正 巧 J 巧， 
W 巧 # な 巧な 巧 



画 

IMM 聖昼 ■ 






十 

メー ■卜 

ル " B 

百み 比 

羊 モ 

160 

145 

15 

9 

西 麻 

45 

15 

30 

67 

大 麻 

35 

30 

5 

14 

巧 麻 

11 け 

110 


天が ぉ織输 

80 

か） 


一 

其 化の B » 維 

♦> 

40 


•• 

稱 花 

160 

360 


•• 

虫 巧 

10 

1 け 


•• 

人 逆 巧な 

52 

2 

50 

96 

ス す— プル •フ アイ パ— 

70 

•• 

70 

100 

織 巧を， 合計 

962 

! 792 

170 

18 

巧せ 用 種子 及 巧 ホ 用* », を K 

1,450 

1,330 

120 

8 

( a ) 獨 なにて を產 される もの 


巧 穩巧子 

100 

巧 

95 

95 

西 麻な 子 

275 

250 

25 

9 

( b )«& にて ホ產 されざる もの 

大君， コプ ラ， 巧 巧を# 

1,075 

1,075 

.. 

.. 

ホ 巧の 巧 か 

1,300 

1,225 

75 

巧 

tt 相抽の 巧を 

000 

555 

4〇 

8 

木が ■(口 萬 立方 ィ - トル） 

45 

11 

34 

76 

スヒ 々プク 

20 


20 

100 

巧 HI 

S 00 

け 

みが 

100 

た冉用 

が 

け 

45 

100 

なみ 用 

170 

•- 

170 

100 

ブ ム 

75 

70 

6 

7 

ゲ 7 夕 .パー チア 

4 

4 

•• 


が府， シ ュラ ブク等 

80 

77 

3 

4 

'す レ ピン か 

05 

65 

け 

0 

巧 モ 

11 

7 

4 

36 

两 巧 

5 

1 

4 

80 

包を 材料 

150 

25 

125 

83 

牛 巧 

225 

20 

106 

47 

M 化 

46 

24 

22 

が 

其 化のを ザ 

49 

26 

23 

47 

化 巧， を か 

おけ 

170 

150 

が 

ゲ ゼイン 

40 

20 

20 

50 

なな 田 巧な 

200 

IbO 

20 


ホブグ 

8 

0 

8 

1 け） 

巧 革 

120 

85 

35 

29 


1 

1 

む 

0 

植巧 « 

1 

I 



3 ルク 

♦> 

か 

•• 

•• 

藥 互 

54 

18 

36 

が 


度 お ♦ホ Rx » と 生活 水！！ 


男 

















第五 章 外 5 ♦と 蓋 ま - ac 
巧 生を 化のを みならた 巧爭 まとを るで わらぅ •とま おされて わる 》 生 產« の數 字は 手に入ら 化 で 
い’ また 現在の 資 をの 生ま 巧に 閒 しても 信 巧し 巧ぺ ネ巧吿 はを 巧 巧ら れ ない • ^ 
棉花の 巧 輸入 巧 おは】 九 二 九 年から 一九 一二 五 年までは おんど « なを 示さ 化かつた。 巧し 乍 ^ 
ら 一九 三 一六 年には 一二み 000 #0 巧少 をみ た。 祐 巧の « 入 代 巧は 巧な 崩 巧の ため 一九二 九 年 ^ 
から 一九 三 ニニ 年までは ながした。 巧 近 一ニ ヶ年閒 にがけ るな 巧のを ホな 度 貴は 充分な かおせ をが 
巧 巧す る围 難を 非常に 巧 大した。 一九二 九 年には おを は 棉花 四 セた ‘0 00 巧に 巧して 八 巧 一 5 
干 五ち 巧 ライ ヒス マルクを まみつ た。 一九 一二三 一年には 四と 一二， 〇〇〇 巧に おして 巧 かご 一を セち 一 
巧 ライ ヒス マルクを 必巧 としたに 巧 ダな かつた。 巧し 一九 一二 五 年には S 九 セ， 0 00 WQ 代の 化 
は 一二 巧 ー ニモな ライ ヒス マルクで わつ か。 棉花 《入の 代 巧は がみ 市 巧 巧な の 上 B 0 かち 巧に ， g ^ 
お 通 巧 協定 制 巧の 作 巧の ために 巧乂サ しめられた。 アメリヵ お 化の 代のは 一九 一ー ニニ 年 Q 10 g 
0 巧を り セ 0 ライ ヒス マルクから 一九 一二 五 年 Q 100 ライ ヒス マルクに 上 K した。 同じく.- が 
九 一二 五 年ち 巧を は ブラジルとの 濟 巧お定 にぶを’ 同 因からの 輪 入 棉花に おし- 〇〇 巧な り _ 一 
I ライ ヒス マルクを まみつ た。 

羊毛の 巧 お 入の 巧宜 もまた 一九 一二 五 年が までは かなりに 巧 持せられ た ザ 同年には め】 六 〇’ 
00 OW から】 巧 九 ，〇〇〇 巧に 试 少した。 一九 S 六 年には， その 數 i はちに 一ニ ニ ‘ ooow に 




试 少した。 所が その 閒に闻 巧 生產は 化かに 一 五' o 〇〇 巧から. I 八 .ooo 巧に 增 かした に捆ダ 
卞 •それは 巧內巧 巧を 巧の 巧 か 九％ を 占わる に 止る。 巧 巧に めける 羊の 巧 おは 現在め 四ち 萬で 
ある。 この 技が 六 百 巧にまで 增加 すると すれば‘ 田內 羊毛 生を はお 巧の わ-五％ を尤す ことに 
なる で* らク。 -モ萬 頭の 羊を なつて しても 需 巧の なか II 五％ が ホ 化される にす ダないで ゎ 
らう。 羊の 巧 おはを 巧 S 年 巧に 一二 百 巧 十 萬からの 四百 巧に 巧 加した やうな ホ 巧で ゎるから. 巧 
*が來 にがいて それが め-千 巧にまで おかしや うとは 考 へられず .，がつて が 用 巧 巧 品が ぶつれ 
ら ない 限り お 逸は •そのを 巧と する 羊モ の 大巧 分は 之を 按 入に 仰がなければ ならない であら ゥ。！ 

化 巧 エ柔は 合 巧 羊毛の 巧 まに 巧め てゐ るが •化か 性な 巧から » わを 編 おを 生ます る ことは 巧ら ゴ/ 
かに 困 巧で をる から. 今日までの ところは な 目す ベを 巧 巧を みるには 至つては ゐ ない •せ ホ 羊 
毛 巧 格のを しい 巧 巧は 代用な の 探 ホを おだしく 强化 ずるに 至つた。 一? 

木が 巧が 巧び 木材 パルプ のを 入 お* は •一九二 九 年より 一九 一ニ ニ ザまでは 激试 した A 

ザ それ W 巧 この 巧 恩は 大巧 分囘 巧され た。 木 村 パルプの 巧 入は I 九 I 二 五 年には-九 二 九 年よ W 

り も 多かつた。 义も その 代 巧は 巧 格 巧を のために をし < 巧く かつた ので わる。 ホが を 入は - W 

0 . 

九 一一 九 年よりか な P 巧 位に をる。 木材の 两巧生 巧は 早を には 增大し 巧ない。 併し乍ら 木が は Mi 
その 用を の 夕< に 互つて 之を 錶相モ 人を 巧巧材 巧及ぴ 石材で 化 用す る ことが 可能で わむ。 な 
第五 幸か圓 巧る と 生 巧 水準 I 五- 



第-五 ♦ホ 画 K あとを 巧水单 一 五 二 

巧 革の お 入は 一九 一一 一四 年に 巧 おに まし， 一六ち 〇 〇〇 巧が】 を 八 干 セ 百 巧 ラィ ヒス マルクで 
お 入され た ミホ つた。 一九二 九 年に 巧 《入數 ホは 一 〇二づ〇〇 巧 そ S 巧は 四 巧 五 モ六百 
萬 ラィ ヒス マルクで あつた。 一九 S 四 年 U 巧* 輸入た 量は ほが する に 至つ たが’ 一九二 九 年の 數 
ネに 比すれば 依が として かなり 上位に ある。 最近に がける サ ホ ホ 巧 巧な QK 貴は 巧 A をして 
同-怯 入 数ち にがして よりを くの 金 巧を ま 揉 ふこと を必 巧なら しわた。 皮 巧の お 入のを 巧が 
■ 內生 巧の 巧 加に よつて 试少 する やうになる ガ らうとは 化 はれない。 巧 おなら S わの 巧 度た 
增加 する ことは 不可 おで わるし •また 巧 ホの おかは 何等 需 巧の ない 巧 巧の あかを を ホす るで わ 
らうからで をる。 

巧 脂の 巧 入か最 はを 年 不お巧 かよりも 巧な にわつた が、 その 巧 巧は 巧稱但 をのた わに 激试し 
た •しかし 他の 巧 巧の 巧を にがけ ると 同 巧に ピ の 價巧巧 巧の 巧な は 現在は おにな < なつて わ 
る。 巧 指の 田內を 巧は 巧 西に ならない ザを 後 二十 年間に 松抬 の 田 內生產 巧を わ 四 0,0 〇 〇 W 
に增かすることが打畫されてわ^^。 併し乍らピの計畫が實巧されたにしたところでお巧のーーー 
み Q 1 t もえたす におり ないで わらう。 

この 他の 至 巧な 農を 巧 巧 巧の 中には 亞が •大麻 义び黄 度が わる。 その » 入な* は 一九二 九 年 
に 比して 巧 かに ザ かた 示して々 るポ ，をの 值 巧は 仿巧ほ まの お 巧 おんと 半 « された。 この 巧 巧 


の n 上， 二 


は 現在は 逆貨 する に 至つた。 巧 麻 及び 大麻に H する K り楚 巧面宙 をが 巧す る ことにょつてが 
巧 生 產を增 加す る ことが 可 おで ある。 亞麻 « 巧の 田 巧 生まは I 九 ーニー ー年の 巧 dos から 1 
义 一二 六 年 Q 1110.000 W に增 加した。 亞 麻を 巧 面 巧を 110.00 〇 へ クタ I 增 かしたら. 輪， <0 
か 巧はなくなる 巧ら ぅと 見 巧ら れて& る。 一九 11111 年から 一九-一二 五 年 4 でに' その 面 巧は 五. 〇 
00 へクク I から ニニ. 0 00 へ クタ ー に 巧 大した。 現在は 由 巧 生まは 需 巧の おんど セ 0% た 
供給して わる。 

大麻のを 巧 面 巧は 一九 =11 一年から 一九 S 五 年までに 1100 へ クタ ー から 四' 〇 0 0 へ クタ ー 
に增 かした にか- 1 はら ヤ •をの 必巧巧 0 約 一 五％ が 田を でな はれて わるに す ダない。 巧 巧が 大 
麻を 自お 自足す るには 巧に 二 0.0 〇〇 へ クタ ー Q 迫 加を 必巧 とする で わらぅ。 亞麻 义び乂 
はお 逢では 巧 巧し 巧ない が 花 义び黃 麻のを 入の 一巧を 代 面する 可 巧せ を もつてね るので お 巧 
は そのを 巧增 加を 巧の しつ、 ある。 

農を 巧 巧 品の ち 巧 的自を 自足は 獨 巧には 不可 おで わる。 現在 お 入され てね で 巧 巧で 生まし 

巧る 巧 巧 おを 自 をす るた わには. 一千 六ち 巧へ クタ 1 Q あ 加 的 面 巧を 必巧 とずる であら ゥ 。を 

S 

巧 巧 面 巧は なか 二 干乂百 萬へ クタ J に 巧 ダない ので ある。 

度 五 ホ か 田— みと 生 巧水季 一 I で III 
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第 置 章 か IIXA と 生 ホ ホ 準 I 五 田 

金な あ 巧 物の 供 お 

お 炎 あび 加里を おけば •巧这 はか 何なる « か 及を！ 8 についても 充分な 供 お* たもつて ねない。 
ニ ブケル'ク《,ム.义びなはをがを化しない。 ボーキサィト及ぴ黄«»の供おは巧枉にならな 
い。 巧织 石の 生を はお 巧の 五分の 一より なか 夕< を 供給す るに 巧 ダない。 «’ 巧め， 及びめ の乂 
部分は お 入され てゐ る。 巧を 尼は をが 存在し ない。 巧 油の 两巧生 巧は 需 巧の 約 十分 QI に 巧 
ずるに 巧 ダぬ。 油の 合 巧 生を をが けばが 等 巧 巧 おは いづれ も 合成 的には 生產 され 得ない ザ 高 
價 にして 且つ 巧を « おと 巧 巧して 入手し 難い 巧 巧 おを •安な にして 且つ 9 リ なぶに 入手し 巧る 
巧 巧 巧で 代用す る 可 おおは あるので ある。 

獨 るには 巧 わぶ びを g がみ 乏して わると いんが ルで 0 巧を に反して， 巧 三一 十六 おは 九 巧の 基 
本め 巧 巧 品の 巧 « 入と 貝 內生 巧との 合か數 貴は 一九 云 五 年には-九 二 九 年と 同じで あつたか 
巧は より 大で あつた ミを 示して ねる。 一九 111 六 年のを まの 數 宇は 手に入らな いが 前年より® 
下して はねない らしく， 他方 化 輪 入に ついて 見る ちおん ど 凡ての 巧 巧 おの それが 一九二 九 年に 
かける よりも 增 かして わる。 第一 二十 セ まは を » Q « 輸入の 數 貴の 滅 没を 示して わるが どれは 
巧る 巧 品に 巧ず る « 巧需 巧の 巧 下を 反 かして わるので わる。 化 等 九 種のを RQA 入 值扣は I 
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第五 ♦外 ax みとお 巧 水準 一 五々 
九 二 九 年の 十 位 八 千 二百 巧 ラィ ヒス マルクに 比べて •一九 一一 一六 年には 巧 任 ニモを ち 萬 ラィ KK 
マ •ルク で わつた。 « 巧の このを 巧は】 九 二 九 年から 一九 一一 一四 年に 至る 問の 巧 格の 巧 巧に よる 
もので わつた。 を 巧 ニケ 年間に がける 巧 格の 巧 貴は， 巧 軍 倩と を 巧な 巧との ためにを 分繼 巧す 
る ものと 巧 待され る ザ それは か 田 島を C 黄 巧を 供を におす る 一大を « を 意 ホ する もので わる。 

化 等の お 字は 一九 一二 五 年ぶ び 一九 一二 六 年に がける ま 巧 原 巧な のが お 入 及び 田 巧生產 がその 
巧 fi にがいて-九 二 九 年に がける と 同-で わつ たこと を 示して わるが •此 等の 巧 巧 品が わ てら 
れた用をは5」く5^<> Q でを 0 た。 一を 一九 年には， 巧* 巧 菜は を 在 サヤ •巧 料 品の 巧な 洽 
* は 团巧巧 巧 又は 巧 出の ための 生を 的 企 菜に 巧 用され た。 が 巧ま柔 のが 巧は その 供給 最 0 1 
大巧 分を 巧 ホ 上のを わ， 祐巧 及び 巧 巧の 生 巧に 振りむ ける ことを を 巧なら しわ •そして それによ 
つて】 巧 巧 衆の 么 巧の ホ 足と お巧 巧 品 Q をを とのた めに 用 ひられ 巧るな 量を 滅少 ホし めた 0 
で わつた。 巧 巧を 巧に ホ々 のか おを 巧を せんがた めに •そして 田 おが 不必 巧と 函 める 巧 目的に 
巧 巧 巧を 巧 用す る ことを 巧 止せん がな めに •をを なる 固ま 巧が がを 種のを 巧 巧 巧 ぶび 巧々 の 事 
巧會杜 へのな 巧 巧 供給の 分 田に ついて 巧 立され た。 tQ # がに よつてち 衆の か <ぺ からざる 
か 巧が ホた されて 來 たので をる。 

度 巧 品 义ぴ巧 巧 品の かおに 拥 する 限り’ 利用し 巧るな々 のが 計は ホの おみに 巧く。® ち獨 4 



は 現ち 巧に をを 水 巧の ほ 下 •ままを 巧の 巧 あぶび そ おの 增大を 巧く ことなしには « 入 
リな 上の 巧みを 不可 おとす る K に 立ち至つて わると いんこと がそれ で わる。 巧ち 巧进 はを « 
品の 巧 入を がみす る ことにょ つて か 田 巧を Q 必 巧を 夕少 とも 巧が する ことが でを る々 らぅ か 
とい ふに •そ 0 可能 おも ありさぅ にはない •それは おに お 巧な おの 巧 格 巧 巧が 停止す るに 至つた 
からで ある。 此 等の « 入は】 九 二 九 年の 二十 二な 六 モ九百 S 十 萬 ライ ヒス マルクから 一九 一二 
六 年の 五な 二 千 六ち 八十 巧 ライ ヒス マルクに 伍 巧した。 それは 主として 理*の 巧が おおと な 
义 巧が 品と から 巧 クてゐ る。 -九 =1 六 年には， 化？ 一巧 目で 二を 五 ご 一 百 四十 巧 ライヒ スマ ル 
ク ，卽 ち完巧 巧の 毎 入 合計の 巧ち 九％ を 占めた。 他の 里 巧なる 巧 目は 棋 皮ぶ びな あおなの 一二 卞 
一二 十 巧 ライ ヒス マルク. 毛 巧あぴ 毛皮 製な Q 二 干 五 百 二十 巧 ライ ヒス マルク. み 巧ぶ び 其の 他の 
化 巧が 品の 五 干 六 百 九十 巧 ライ ヒス マルクで ある。 

それ おに， 巧 进が商 おお 引の 手段に ょク て， 現在な 上の か 酉ち をを 獲 巧し 巧る 巧 IQ をは お 巧 
の 巧 如に ょる かには ない 0 でを る。 

輸出の 推を 

一九 111 六 年には •巧を の お 巧 合計の 八 二％ な 上は を おなから なク てわた。 このな 字は 一九二 
ホ 五 韋ホ田 « みと 生を 水 率 一 五 セ 



扉 S 十八 表 巧 巧な 及 半 製 お の « 出 け 929 か 938) 

巧 巧一 as 函 巧か》 




巧 目 

19 

2 9 

19 

3 け 

ar 萬 ブイ ヒ 

X マルク 

巧 巧に おす 
る さみ 比 

な 萬 ブイ ヒ 

ス マルク 

法 巧に 巧ぐ 
る なみ 比 

原料 度 午 » を 

も 犯ん 3 

100.0 

746.3 

100.0 

羊 

そ 

196.9 

ん 7 

‘ ん 8 

0.9 

M 

巧 

195.2 

ん 7 

8.8 

1.2 

モ 

化 

11 んけ 

义 9 

ん 7 

0.8 

石 

炭 

530.9 

18.1 

267.7 

35.9 

が 

炭 

269.9 

9.2 

93.1 

12.5 

度な アン モ ユア 

134.0 

ん 6 

20.3 

2.7 

其 化 の 仏 » 巧み 直 度 半 巧を 

182.7 

ん 2 

37.2 

5.0 

共 化の 巧 巧を 及 半 お 品 

221.6 

7.6 

53.1 

7.1 

1 化 

里 

67.0 

ん 3 

2ん7 

丈 3 


ホ函 なみと 生 巧 水準 


- 五八 

九 年には セニ. 九％ •一九 一三 一年には 六ク 八％ でぁつ 
た。 义巧 巧义 びわが 品の か 合は 一九 111 一年 Q I 0. 
六％ から 一九二 化 年の 五. 一一% 及び】 九 三 一六が Q 1 • 
五％ に试 少した。 同一 巧 間に’ 巧 巧 品み び 半 おおの 
お 巧の 扣 合は ニニ 去％ から 二】 も％ 及ぴ一 丑. セ％ 
にがみした。 

巧 巧 品のを 巧は 压巧 的に 石 巧 及びを の 勘を わか 
らな〇 て わる。 これらは 巧 一二 十八 あに 示されて ね 
るやゥ に， I 九 一一 一六 年には 四 巧ち 五十 巧 ライヒ スマ 
ルクに 上り •おお 品 及び 半製品 » 出合れ の 置 0%な 
上を 占めた。 この 分 巧に がける 化の 宝 巧なる 巧 目 
はお 巧 0 四千 八ち 九十 萬 ライ ヒス マルクが 化ち* 
Q 二 卞四巧 セ 十 巧 ライ ヒス マルク •レ 13 ン の 二卞 
セ 百 八十 K ライ ヒス マルク， 及ぴ 種* 雑多の 化學度 
品で どれは-巧 ライ ヒス マルクを かなりな 巧して 




ねる。 

一九二 九 年に セ 巧ち 五十 萬 ライ ヒス マルクに 上つた 义巧 お及び 化 巧 巧の おおは •巧ん ど 巧た 
巧して しまつた。 それは I 九 三一 六 年には ぶかに セ 干 一一 一ち 一二 十 巧 ライ ヒス マルクに 上ク たに！# 
ざない。 

を 巧 品 义び巧 おおの お 旧は】 九 二 九 年から 一九 一一 一六 年まで 年毎に 满及 したが •を » なの 輪 化 
は 一九 一二 五 年 及び】 化 一一 一六 年には 巧 加を 示した。 をな なの 巧 化 巧 巧は •それが 巧 》 になした 一 
化 一二 四 年には 一二 十二 ほ 五 干 六ち 巧 ライ ヒス マルクが ち 一九二 化 年よりも 六 六ん％ 巧く かつた。 
この 巧 巧の 巧ん ど 巧〇% は’ 一九 一二 一年の 巧 巧な 用が 巧の 巧 巧と’ か W 巧を 巧 沿 お 入 かち 及び 用 
品 並に々 本の 自由 巧 動に 巧す る 其の 他の が 限 0 巧 立との をを ぅけて ’1 化 一二 一年から 一九 I ニニ 
年に 至る 巧に 起つ たもので ホつた。 

を お 品の 巧 巧は その お 街 的 部分が な 及 巧 巧な •化み おな あび 巧 括 巧から なつて わる。 これ 巧 
一二 種の 巧 品は’. 一九二 九 年には 完 製品の お出 巧 巧の 四と. 一% を 占めたが •一 化 111 六 年には 五阳 .1 
% を 占む るに 至つ た。 鐵 及な お 品と 巧 巧 巧 « 巧 とを がけば. 一九 一一 一六 年に かける これ 等 巧 品の 
留化巧 巧は 一九 一二 一 一年の それよりは なほ かなりに 巧く かつた が’ 一九 一二 四 年の 巧 巧よりは なか 
つた。 

巧ぶ クホ田 巧る と 生 巧 ホ# 一 五 九 



At ミ 十 力々- 巧が 巧 品の 9 化历巧 （1929, 1汾4 及 1936) 


出 巧 一 wa 田 往か巧 


巧 目 

育 K ブイ ヒス マ 

ルク 

百み 比で 表した « 加 
けけ は « ホ （一) 

191 巧 

1934 

1936 

1 犯 9 一 1934 

1934—1036 

巧 巧 







羊ち 及 其 化の 巧 巧ち » 

12L7 

2 也 C 

45,7 

- 78.1 

+ 

71.8 

な S 

45.9 

巧 .4 

2 义 2 

— 70.8 

十 

73.1 

亜 Ki 大 夕 S 
維 かれ 巧 お 

19.3 

ん 5 

ん 9 

— 76.7 

十 

8.9 

生絲 及び レー ■ ン巧 

254.7 

77.4 

100 •ら 

— 69.6 

十 

29. 8 

羊ち A 其 化 ogl 巧ち 親 

352.6 

69.2 

80.5 

— が .4 

十 

16.3 

な な 

がん 3 

81.2 

92.4 

— 80.9 

十 

13.8 

亞 な, 大 R , 巧な 等 巧 

51.1 

9.4 

10.4 

— 81.6 

十 

10 •巧 

其值 のが AS 互 

3 巧 .1 

100.6 

95.0 

— 68.1 

— 

5.6 

を 肝 

1,585.6 

382.3 

452.6 

— 75.9 

+ 13.4 


ち 〇 


巧 及 巧に ホいで なも虽 巧な 輪 化を 巧は 巧な ま 
ホで あつた。 巧が 製品の « 化值 巧は 巧 一二 十九 表 
にょつて 知り 巧る やぅに’ 一九二 化 年には 十五な 
八 卞五百 六十 萬 ラィ ヒス マルクで わつた 0 が 一 
九 一一 一四 年には 一二 巧 八 干 二ち 一二 十な ラィヒ スマ ル 
ク になり， わ 五 丸％ 0 巧 巧を 示した。 一九 一二 四 年 
から I 九 一一 一六 年までに お 織« おの « 化は 一八. 四 
% 增 がした がな は 巧な として 一九二 九 年の な 巧 
Q 一二 分の 一ょりも 少なかつた。 巧に 巧 著な 0 は 
なお 品み び 羊毛 « おの 輸出 0 な 城で ある •化 等 
はお 巧 品の 怯 入に 巧を する もので わり •そしてを 
巧な 巧 おを 天が 生を 巧に 代へ やゥ とする 巧 巧 Q 
計晝 の 下にを つては 生を 巧が ホ 巧に 巧 まるで わ 
らぅから， 此 巧の 輪 出© 巧 著な 同 at 期待し 巧る 
理由は ない ので わる。 巧进〇 ななを 每 はな 等の 


ミ 

田 •上 

ゴ tu 


破 

端 

巧が 

ぉ 

哉 


ち 


1 十 

ミ 
ミ 
> 干 
■义 

〇 


# 五 ホ ホ 巧 及* とを 巧 水# 




巧 巧 及 巧の この お 巧を かっては ねる ザ 彼等の なぶでは ピ 本の やうに 巧い 生を 巧を も ク生產 ホ 
の 巧爭 の 故に. また お 人 巧 田に がける 巧な エホのを 巧な 巧 おのかに 麵逢は 早 巧 その 巧 巧 « お 0 
6 おを みはざる を 巧ない 巧 かに 坦 かれて ねたので わる。 

巧， 巧 括 巧 あび 化々 おおの お 巧の 巧 度は •巧 巧 偏 か 巧が 化 等を おを して 引 巧を そのを 巧 力た 
擧げ てを のせし むる 限り •また 巧 おおの 巧 巧が を 巧な 年間 さ うでわった やうに 巧な として 困難 
を皇 する おり •大規模で 巧 はれさう にはぶ はれない。 巧に 治な おちの 作 巧の ために お出の 巧 著 
な增 加は それに お® する » 入の 增加 なしには 皇 まれない 巧 巧に ある。 

を 巧な の わ 巧 巧を が 止まった ことは 巧た に 生じた か 都合な 化來 在であった。 一九 一二 五 年中 
るび 一九 一二 六 年の 大巧 分を 通じて お 巧の 括 入な Qffi 格は 巧大 しつ \ わり. それと 同時にを おな 
の 巧 格は 巧を しつ、 あった. そして この ことは 巧 巧を して 挺 入 巧 巧な にがし 3 リタ ftQ 自田 » 
品を 巧へ る ことを 必 虫なら しわた ので あつた • 


第五々 ホ H 賀 みと 生活 ホ 巧 I ホ I 



度々 章毋 ft 一々 二 

第 六 章 W 获 

一九 一二 一一 一年な 巧の 經濟を » 义 びな ホの 澈增は •その 大巧 分が 占 巧の 經濟 生を にがす るな 巧の 
干 ホに ょつて* ら された ので わる e しれし それに モ立ク てを ホの 回な は 獨&の 巧 巧を 巧* 上 
巧 巧した 》1 ザンヌ なをの 巧 おの わと をを けて 一九 一ニ ニ 年の 里に 生じ •工業を ま •巧 巧 及び 外 田 
巧 おの 巧 かが 見られた。 そして お濟 情勢の このな 善の お 巧と して 田 民れ 會黨は 一九 一ニ ニ 年 十 
一巧の 選擧 では •一九 一ニ ニ ザ 七月に 比し 二百 巧 巧を そつた。 田ち な會 まなの あ ひ 切つた 卞 ホが 
なか つたならば 巧して 巧與 が «« したで ホら ぅか， また か 巧なる « にかつ てな 興がを 巧した で 
わらぅた といん ことは 之を 巧を する ことは 不可 巧で わり ，4 たこ の» について 《議 する ことは， 
巧みは あるが 無 巧な ことで わら ゥ。 

この 車の 目的は 一九 一ニ ニが な 巧の 政 巧の* 出入と 公 巧の 巧 巧と にないてち 千の 巧 巧を をす 
ことに ある。 完を なを K 巧 ホは 巧 巧な 化に ついて 巧 用され 巧る にす y ない。 歲巧 及びな な 0 
大 さは 巧片 的な 巧 巧れ を 基 巧と して おを されね ぱ ならを い。 U 下に 巧 げられ て わる S* のぶ 



巧は 政府が なが 態む 巧を なが 巧の ために 信 巧す るに 足るべき 巧 巧を 提供す る ものである とな 
じられ る もので をる。 

を 巧徴收 及關稅 

ホ围 の 巧 巧を はお々 •巧 逸 政な が 一九 一ニ ニ 年 U 降 祖稱お 入の すさまじい 巧 加に ょつて 巧 まれ 
て來たと5ふ^;!^巧をぶ巧」てゐる。 一九 一一 一七 年 一二 丹 一二 十一 日に 5 なが 年 巧に がける 巧巧 阴 
巧 巧の 巧 稅义關 巧 お 入は •百 十八 巧 ライ ヒス マルクと 推を されて ゐ る。' この 金痴は •巧 阿 十 おに 
示されて ゐる やぅに •一九 S S 年 一二 巧 S 十一 日に をる 年度の 化 入に 比して. 五十- 值 ライヒ スマ 
ルク .卽ち 六 も％ の 巧 加を 示す ものである。 

な 入の 巧 加 紐 巧 五十一を ライ ヒス マルクの ぅち. 個人 所 巧 お 0 巧 加は 二十 j 值 ライヒ スマ ル 
ク 法人 巧 巧 巧の 巧 加は 十一を ライ ヒス マルクで あつた。 個人 巧 巧 巧のを か 如は ~ 五 五. 六％ せ 
大したが. 他方々 働 巧 巧な 巧は 一二 巧 六％ 面を 金ぶ び 利子 ま拂は 化か 二 T セ％ おなした に进 ぎな 
もつた。 すべての 巧 巧の 巧 政 巧 位 1 図. 巧ぶ びが ホ 自治 お一 のな 巧 巧は】 九 S ニー ーニ ーニ 年の 百 
111 を ライ ヒス マルクから 1 九 111 六 — S セ 年の 百 五十 四を ライ ヒス マルクに がち 四 九. 五 沁巧乂 
した。 同-巧 陆 に. 闽巧所 巧 巧 巧は 四百 五十 |二 巧 ライ ヒス マルクから 六 百 二十 巧 ライヒ スマ ル 
♦《章が g ニハ己 



弟 巧 十 表 巧 逸顯政 巧の 租度及 械稅お 入 (1932-33 1936-37)* 

站巧 W 逸 巧な な 巧 （巧 化， 十を ライ ヒス マルク） 




巧が 巧な ぴ がを 巧 
巧 人 巧 巧 巧 
法人 巧 巧 巧 

K 上な 度び が ホを 巧 巧 
夕巧巧 



0. 59 1. 25 


お 

巧 巧 

1.51 

1. 72 

ピ 

—ル巧 

0.26 

0.24 

巧 

巧 

0.74 

0.15 

病 

巧稱 

0. 76 

0.74 

み 

巧 巧 

0.29 

化が 

M 

巧： 

1.10 

1.11 

を 

か 

も 俯 

6 .拍 


巧 及 巧ホ自 巧 « への 巧 阻を 
巧を 两致巧 巧 巧み 


4- ft 了 ミ 5 ru 


も 21 9.65 11.75 


mmmrnSSrn 


クに •卽ち 一二ち 1 1 % 巧 加した と 推 お 
されて ゐ る。 せ 巧の 曲 巧 巧 巧に お 
する か 合は. 巧 四十 一 おに 明らかな 
やぅに. ニニ •八％ から 二の. 八％ に 巧 
加した。 卽ち 巧な お 入の 巧 加は を 
菜が 渡の な 巧に ょる 巧 巧 巧 巧の 巧 
かの みでは なく •また 課 巧を 巧の 巧 
加を も 反映して わるので わる。 

一九 111 二 年 W をに おける お ホぶ 
ぴ一 おの 課巧搜 巧のを 化は. 法人 巧 
巧稱 をが けばが に 大した ものでは 
なかった、 法人が 巧 巧 0 巧 率は- 
九 111 六— 一ニ セ 年に 二 五％ 引を. Lj ザ 
られ たが. ホ 年ぶ には お 巧の 引 上は 
五 0% に 巧し 泣化撕 はわ 二 4 .に ラ 
















第 四十一 巧 お 入が 巧 义因巧 所 巧 （飢 3-1 も 1925 — 26-1936^ 


巧 巧 —— 巧を 因锭な 巧 


年 ホ 

巧 位， 

十® ラ イ ヒス， 

r ルク 

巧 巧れ 入の 巧 
巧 巧 巧; こおす 
るな み 比 

巧 入按お 
巧 A をを をまず 

扭巧收 入 

巧 K 巧が 

1913—14 

け .2 

ん 1 

45. 7 

9. 0 


1 义け 

10. « 

60.0 

17.7 

1 P 2( V — 27 

15. 7 

11.7 

62.7 

18.7 

11127 —28 

IT . 1 

13,5 

70.8 

19.1 

1 把 b — 2 リ 

10. 1 

14 3 

75.4 

19.0 

1 り 29— 30 

10. 3 

1ん4 

75.9 

19.0 

撕 一51 

18.4 

1ん1 

70-2 

20.1 

1931— お 

1 もけ 

11*. 2 

抗 .5 

21.2 

22.8 

19 把一 ぶ 5 

じ! • 5 

10.3 

45.2 

1 化 巧一 34 

14 3 

10.7 

40.5 

23.0 

1 り:; 4 —妨 

1 ん〇 

11.9 

が .6 

22.6 

1 門ぶ一: か； 

17.2 

巧 .3 

折. 3 

2 义 2 

1036 _：>7 

20.0 

巧 •ミ 

G 2.0 

2 ん 8 


; 夕 お ML 


ィ ヒス マルクに 上る であら ゥ〇 一九 sll 
年 U 巧の かが 巧のを 化が のが 加は ホと し 
て 肪化巧 課 巧の 役な じょる ものであった。 
個人 所 巧 巧の な收额 のが 加は. ある 巧な ま 
では •义 菜を お 巧の ための お 別 巧を 巧 巧 お 
中に 包な した ことじよ る もので わつ た。 

巧 巧 お 入 給が のが 加は 卜： として.： 个 巧な 
の 時 おにが 川され たを い 巧 率が 巧な 凹な 
の 時 巧に もむ 概 されて 來 たとい ふを 巧み 
びな 人 巧 巧 巧の ながに ょる ものである。 

お出の が大 

巧が 俯 じがされ たを おが 巧を じされて 
ゐ るので •な 巧 のぶをな 巧 ホは •一九 S 己年 
一一 一月 一二 十一 口になる をが 年 だを おを とし 

ー ホ 五 
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第 六國を 族 人 結 巧ぶ パ闽民 所得 ひ 9 13 ~ 4 ， 192 い； —— 1936 - 7 ) 


出 巧一巧 巧 固を か 周く 巧 位, 十な ライ ヒス マルク） 


，.、•み- 
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第 四十 二 巧 巧を 闲政 巧の お出 りが ぶ一 撕, 巧 班一 3:! ぶ 1 膽 6-37) 


(巧 位， 巧 巧 ライ ヒス マルク） 


巧 日 

!9 ぶ >— 30 

1 

1 1932— ュ-; 

1936—27 

—投 巧は， 巧な 及 巧 巧 
巧を 巧 

麻 巧る 巧® 巧な 
をを 及を 通な 巧 
なな 巧 

大巧; こ 巧 < な 巧 
共 姐 

巧け • 〇 

1 で. を 

1，。 に 4 

■•ミが • 2 

じ: 50. 6 

もけ が .3 

化； • 0 

おん:； 

け 29. 0 

1, み) し 2 

茄ん 5 

说ん〇 

1, 735,0 

1)8. 5 

1, け 50 •け 
7,000.(1 
750.0 

390 •り 

むみ) .0 

1 • ㈱ .0 

1, け 化け 

合 U 卜 

も tH ん 2 

5, 了斯 • 1 

wmm 


并 巧を » を をむ， 
本み » 巧 M 化を まわ • 


て をれ 25 をは 巧を されて ゐ ない。 巧 巧 十二 亥は 巧进 
幽か 府 の 一九二 九— 1110 年 及び】 九 S ニー 三 ニニ 年の 
お 化 及び 一九 S 六— 一ニ セが の おを あかの 巧 能 別 かお 
を 示して ねる。 I 九 三 ニニが 己 巧 W 巧 一肢巧 化 •化ち. な 
巧’ 巧 おぶ び 逃 餘〇超 巧は 巧ら く大 1 ては 巧 加し なか 
つたで あらう。 大風 參加 巧への ほ 給 •お院 姑な 义び風 
おのた めの 結 巧は 巧ら くは 巧 かば かり 巧が したで あ 
らう。 かおぶ び腊 利か 巧の お 巧は おしく 巧 おした が. 
これは 巧 榮な巧 及巧裝 補助 巧 お 制が を ml 星 可の ため 
の お 巧の 巧 加 じょつて 相 おされて ゐ る。 公が のが 巧 
も 亦が 加」 た。 一九 111 六丄ニ セが の々 計が 巧に がい 
て’ を 出は もち 二十 五倍 ライ ヒス マルクと 推を してい 
x だら う。 同年 巧にたい てが 稱化 入は 約 八十 八む ラ 
イ ヒス マルクで をつた。 この ホに 政のは 約と 化 一二 卞 
巧 ライ ヒス マルクを む 政 化 入 持 巧' ライ ヒス. バンクの 

】 ホセ 


1 ) 反 巧の as を なち お 巧， 








寞お 財な 一六 八 
利な を. 銀れ あな 粟へ む 巧 附の囘 お 接 民が々 本 引上げの ために ま拂 ふを お‘ 及び おぶな 化から 巧 
取つた。 卽ち化 入 お 额は約 九十 五に ラィ ヒス マルクで をつ てが 入金に よつて 贿 はねば ならむ 
わつ たす 化が は 約 S 十を とい ふこと になる。 所で •一九 ご 一六— 一二と がには 巧 逸 均 政が は 十五を 
乃 ま 十と 値の 技巧 公 巧を お 行した ので あるかち なつて が 巧が おがち 岳が おおのが 加は 十 佑 ラ 
ィ ヒス マルクを ぶ だしくな 過す る やぅむ ことは ホり 巧なかつた 吿 である。 この おキは 巧即や 
巧 誌に 现 はれて 石る ぶ 巧の 大部 かにが ベる とかな りに 低い ので あるが お 法 巧 巧に 脚ず る巧盃 
な ル 巧人硏 巧ぶ のぶ 窗の ある ものよりは 商いので ある。 卽ち 彼等の なず ると ころに よれば •！ 

九 S 六 1 S セ 年に 於いて 巧 お A びが 他の 政府 化 入に’ おが お 巧に よつて 調 速され た 弟を を かへ 
たものは ，政府の お 常 及びな 時 お出のを 巧を 贿ム にち 分であつた のでを る。 巧に 巧が おお 化の 
あ 巧と お 巧 巧の 巧 おとが 巧 逸を してを Q 】 九 一ーニ ハ 年 废巧饱 計 まを •主として 経常 化 入と お 巧 公 
巧からの 巧 化を とでを 铺 する ことを 可能なら しめたと いふ こと だけは 路 かに 云へ るので ホる。 

軍備 费と 公债 

巧 巧が W 巧 備に お 巧した をが をぶ なるおな には 必ず ホのを 要な 薄 巧を 考 ぶに 入れねば なら 
む S 。 それは お逸哄 巧の 巧設 はおを 政 かがべ ル サィ ユお めの 取 侃 給 小が 巧に よる わ おを をが 



や設 めない とい ふな 巧を 巧を 巧 おした を か u 前にぶ 手され たの だとい ふこと •みび 一九 一ー ニニ 华 
あび 一九 一二 巧 年に がいて はを の お 巧の 大巧々 は 一肢な 入が 巧から 支辨 された の だ i とい ふこと 
である。 それ 化に 接近 ニケ 年閒 の 軍備 没は 一 おじ お 巧され て來 たやう にを がで ある 必' をはな 
かった ので ある。 

一九 ご 1111 年から 一九 一二 六 年 一二 巧 S 十一 日に ちる 間の 公共 木 事 粟と 巧 巧 備が进 との 超 巧は 


約 巧 五十八 位 ライ ヒス マルクと ぶ なられて ねる。 その々 をは 大略々 の やぅに して 調连 された 

资化 十を ライ ヒス マルク}。 

な 侣の巧 化 巧び 义 おを 巧 上 木 巧業證 おの 巧 巧' 租巧班 ホの 来 囘化分 八 •一二 

巧 巧 證券ぶ び 失業 お 巧 上 木ず 業 證券の 旣囘 化か 一. 五 

巧な 上の ま 出 (從來 の ル 常備 おの お 持 巧は がを 巧逸闽 みお 巧 お 局ょりの ぶ 入 巧を をむ… ホ 〇 

合 計 -夕八 

これは 云 ふまで もな くな 巧で をる。 これは 斯片 的の 統計' 及び 消息通との 巧 論に あくも 3 で 
ある。 めち 六十 あ ライ ヒス マルクに 上る このな 巧のぅ ちで •約 巧 十倍 ライ ヒス マルクは ホ おお 


巧 上 木 巧 戈に 巧 巧され たが， 約 百 二十 倍 ラィ ヒス マルクは 巧 巧 おがみび 巧 巧の な 俯 巧を 示す も 
ので ある。 一九 一二と 年 一二 巧 一一 一十一 日に たるを 計 年な にがいて は S 巧は めち を ラィヒ こ 

第 六 やな 政 M ハ 九 


の がー セよ *夕況. 



巧 23 十 S 表 巧 逸两巧 巧の 巧 お (1 於 2_1 が も を 己 巧 お 現を) 

く 巧を， 巧 a ライ ヒス マルク） ’ 



19 32 

1933 

1934 

1935 

i y 3 け 




だ, りな 

1 もじ 0 

19,(195 

を 巧 巧团巧 

HEB 


も 790 

もが! り 

7,001 

巧 巧巧租 巧* 



5,288 

8,780 

1も<^4 




1,870 

1,758 

1, 73 H 

長 巧 ホ 田な 



1, 613 

1, 570 

1, お U 

巧 巧 外 西 債 



257 

188 

188 





1 もが 8 

20,833 


本 3« 中の 巧は ブイ ヒス • バ>ク に JWfe と L で 巧 巧 中の SB 巧抵 巧と «* 中の た gfWtt 末 wa 
巧る* C で 巧 一 化 «3 巧の 凡ては 巧る «坟« によつ で 巧‘ された 4 ので ♦るが， その 巧 巧 干な 
巧， 巧で S ザ 度 .ffft 巧ぶ M 貪れの 度 g で —— の 次の 巧 そ a とを さむ. 一乂 SB 年ミ片 十を 
B ブイ ヒス マルク， 一 か 互 お 年 S ぶ 田 十五 U ブイ ヒス マルク. —乂 年呈另 六十 五 g ブイ ヒス 
マルク. お 法 巧 R « ニー 丸呈 H を 5 JIS 十— 日に 化 a ブイ t スマ j ^々， 一丸吉 タミ 巧 S 十一 日 
に 二十を 〇 ブイ ヒス マ ♦でみ 〇 た • 


一七 0 

ルク とち 巧 _ つてい、 だら う。 このを 巧の ゥ ち. 
十五 億 ライ ヒス マルク U 上は を 期 公 巧から 巧 
られ •そしてめ 十 任 ライ ヒス マルクは 巧ら く 短 
巧 金 おにょ つて なられた で わらう。 

それな に •一九 一二 111 年 一一 一巧 の 巧を 巧 巧 巧 
Q 巧務巧 加は •ル 巧で を 通に 考 へられて 來 たょ 
り もを かに 少巧 である。 巧 S 十 S おに 示され 
てね る やうに •政府の 巧務 巧が は 一九 I 二三 一年 一二 
巧 S 十一 日の 岳 二十 五 ほ ライ ヒス マルクから. 
一九 一二 六 年 一二 月 I 二十 一日の 二 巧 八を ライ ヒス 
マルクに ホ 大した。 この 巧 加の おんど 凡ては 
短 巧 公 巧の 巧 加に よる もので あつた。 併し 乍 
ちを 干の 巧 巧 公 巧は， お’ 化ち 自ホ 防扭 化な ぶび 
巧 巧 巧な 巧を なのた わにを 行され たもので わ 
るから 之を をが しなければ ならない。 此 ホの 


度 六 さが 氏 















戾受 可能の 話を は 約 二十 五恆 ライ ヒス マルクに 上つ てゐ る。 一九 一二 六— 一二と 年の 期閒 ちむ 期 
公な はも 十七た ライ ヒス マルクが 加し 应期 公な はも 十 巧を お 加し •巧を 図 保證證 をを 除いては 
额約 二百 十活 ライ ヒス マルクに 上る に 至つ を。 

一九 一二 一二が あび 一九 S 六 年の 一二 H 1 二十 一日に がける’ 巧’ ハン ザ 同盟 都 ホぶ び 化ぶ 自治 巧の ね 
巧は ぶの かくで をつた {巧 化 十を ライ ヒス マルク)。 

巧 治 巧 一を 一ニ ニ 堂 互を 一口 一を 云 ハを 二 =:己 十一 日 

二 立 二. 五 
ハン ザ 同盟 都市 0 .と . o.t 
な 方 自治 巧 一一 克 一 一二 .二 
か 一を- ニ ハ. 凹 
一九 一二 六 1 S セ 年の 閒 には 扣 巧が みな 化の 巧 おは 恐らく おんど 巧らなかつた であらぅ。 か 
くて 一九 S セ 年 一二 月 一二 十】 日 0 巧 逸の 公ぶ 巧な 巧 補は. 一二 巧と 十倍 ライヒ スマん ク W 上に 上る 
とぶ 读 つて 差 まへ ないだら ぅ。 因み じ それは-九 11111 一年 S 口 一二 十一 日には 二 巧 セ 十六 倍 ライ 
ヒス マルク. ぶに 迎 つて 一九 一巧 年 じは 一二 巧 一二 十 位 ライ ヒス マルクで あつた。 しかし 巧ぶ 阁 の 
現 也のを 化は 過大に 欠す るとは ぶ はれない ので をつて 现 在の 所では それは 巧 逸を 舟 制 化に 何 
ホ ホを か 氏 -セー 


の flESa な冉 が? C 巧が々： xJl 巧を せの た A じ 巧 巧した イ巧 ブイ t X マムク > を 4サ， 



夕六 巧な 皮 ； こ 
巧の 巧ぶ を も おへて はわない のでを る。 ちが 0 巧 巧 巧な 卽ちホ 巧 巧 巧は お 巧を 必 巧と する， 
しかし. 蒂莱が 引な をな あの 活 おを 持窃 ずる 映り. それら 巧 巧の ぶが 日の 到來に 巧して 巧み かの 
西 巧が 生じ やぅとは 思 はれない。 何 化なら 巧 おが 投な 々をの あらゆる おみに 完全な 政 あめが 
制を 巧 巧して ねる からで わり， また 新規 借 入の 必蓝が 今を かが 中に 巧 待され る巧備 巧〇扣 をの 
巧 下 と共にが 少す るに 至る であらぅ からで ある。 

耍約及 結言 

巧迎 の 时政 をな 機 梅は 一九 一ニ ニ II 二三 一年から 一 化 一二 六— =1 わ 年に 至る 閒の扭 巧な 化の 五 小 
I 佑 ライ ヒス マルクの 巧 加， 卽ち 七 六 も％ の 巧 加に ょつ て おはれた。 同一 巧閒 巧に 尖 灾ホ巧 巧 
はめ 十九 佐 ライ ヒス マルクを 巧 少した のでを つて， その お 呆此等 ニクの 巧 因から 合が めた 十馆 
ライ ヒス マルクに みぶな 巧 化 態の な 苦を みた 0 でを つた。 一九 一二三 一年 四月から 一九 一ニ セ 年 S 
月に 至る 削の 巧 巧 お 入 巧 かな 巧は め 百 五を ライ ヒス マルクで あつた。 正規のを がの 支 化には 
大した 巧 化はなかつた の だから ピ のを 巧の 大部み は 公共 止木 お菜 巧と 巧が 佣 な* とに え 州 さ 
れ 巧た しまた ホ 用され たのであつた。 

巧 入の 增 加は 政府を して 公共 主 木 ま 柔と巧 巧 饰な晝 とち 公 巧のを をな ほどの 增加 なしにを 



なする ことを 可能なら しめた。 この 汁 巧の 巧 巧は め 一一ち 二十を ライ ヒス マルクと な 巧ら れて 
をり' をれ はお 常收 入と な 期を まとす る 借入金と から 巧ん ど 问じお 合で 巧 はれた のでを つた。 

I 九 111 と 年 一一 一巧 一二 十一 日に めける 巧 逸の 公 巧は 一一 一巧 セ 十 佑 力 至 一二 百 八十を ライ ヒス マルク 
とぶ がられて ゐ るが. それは 一九 年 lllHl 二十 一日 a 阵 にがい てめ 百を ライ ヒス マルクの 巧 
加ち また 戰 前の なぶに 比して 四十 佑 ライ ヒス マルクの 巧 加を 示して わる。 この 巧 加の 大巧 分 
はが 期が おの おでを じた。 巧務 ながの この 大 さは 巧を のかき 控巧 力を もつ 闽に とっては 過 乂 
に 失する ものでは ない。 が巧仪 おのを 理 は’ 政府 白みが が 制 及びを がの 巧 ホめ 巧 力を 站ク てね 
る こと ザから •何等の 困 巧を も おおせし める やうな ことは ない と 思 はれる ので ある。 
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乂 おお 會 問題が 究所編 競 韻 或 

獨 逸社會 政策と 勞働戰 線 、 

ナナス 獨 をに わける «お》 巧 巧々 功の 主 巧手 巧と してれ もぶ 巧 ft されつ、 ある 化 
會 を 巧と、 國民 再れ 織の St 軸た i ぶを 的！® おの々 安一な 巧 巧】 巧な 3 として s « 速 
巧# « なと を、 そ c «* 的を はめ « 面 にわいて その 文货 にがしつ、 き 未 ホる ところ 
に丰 杏の 巧 «ボ わ*® •本 » にょつて 巧々 は々 巧* みの 巧 « め •わかめ 《 徒 とならん 
で、 その 化會 * 巧# 行め ための 》 力烤 M としての お* 住を K ひ 巧 S •こ、 n こそ 株 
にわが 巧 》 朽致巧 巧と 庄 ♦報 田 《史 巧め ついて 學ぶ巧 ♦夕 <ポ« はつて ゐ& • 

大原 化を 巧 巧 巧 巧 巧 田ち 巧ク • IX 上 R 由ん 

巧 用 巧 之 巧を を 51 •セ 〇 S 巧 一二 

券 働 奉仕 制の 意義ぶ 業績 

was 々•ホ 化 胡の «お は 「«3 W は】 切め！ i * 人の 巧 ± なり-と-公# はみ ぶ 
K ホつ」 とい ム 化々 ま 巧め 世 巧な の 二 供の «丰 かなに み 巧 L てゐる •ホき なみ 
ま « 的 世界 ま « 的刊巧 かか 的 ほ ホ « を奋ぞ しで 巧し をを なまが 巧 民族 巧な 巧な ホ か 
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